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株式会社

( 1 1 )

Ⅰ類 ( I = 1 . 5 0 ) 　   Ⅱ類 ( I = 1 . 2 5 )   　Ⅲ類 ( I = 1 . 0 0 )

構造体の耐震安全性の分類

２３４７－００

Ｒ６．３

Ｓ－００１
構造設計標準仕様

風間浦村　役場庁舎等建設工事  

長畑 名久井 高渕 馬渡 縮尺

図面番号

図面名称

工事名検印 担当主任担当 担当

設計年月日

Ｎｏ .
〒034-0094 青森県十和田市西二十二番町２－４１ TEL 0176(25)2100（代） FAX 0176(25)2101

一級　青森県知事登録　第３９７号

設　　　計

号

長　畑　良　博

２１９７１７１級建築士登録第

一級建築士登録　第 1 7 1 4 3 0 号

構造設計一級建築士　　第 4 6 1 号
内　海　重　光

構造設計

株式会社ファンビーム建築事務所　   　青森県知事　第 6 6 0 号

●

( 1 )コンクリ－ト

( 4 )鉄　骨

( 5 )ボルト

( 6 )屋根、床、壁

( 1 )地盤調査資料

( 2 )地盤調査計画

( 3 )地盤調査及び試験杭の結果により、杭長・杭種、直接基礎の深さ・形状を

変更する場合もある

( 4 )ボ－リング標準貫入値、土質構成（基礎・杭の位置を明記）

( 2 )杭基礎

( 1 )コンクリ－ト

型　枠( 3 )

適用箇所

S T K R 4 0 0

S M 4 9 0 A

S S C 4 0 0

使用箇所

S N 4 0 0 A

S N 4 0 0 B

B C R 2 9 5

B C P 2 3 5

B C P 3 2 5

種　類

鋼　材

S S 4 0 0

種　類 使用箇所

S N 4 0 0 C

S N 4 9 0 B

S N 4 9 0 C S T K 4 0 0

鋼　材

高力ボルト

中ボルト

アンカ－ボルト

頭付きスタッド

F 1 0 T S 1 0 T M 1 2 M 1 6 M 2 0 M 2 2

高力ボルトすべり係数試験 否要

折　版 型式 Ｈ＝ 厚

有 敷地内 近隣 ボ－リング調査 水平地盤反力係数の測定 平板載荷試験（　　　　　　　　　　　）

ボ－リング調査 標準貫入試験静的貫入試験 水平地盤反力係数の測定

土質試験 物理探査 平板載荷試験

深
度 土質

Ｎ
値 標準貫入試験

調査地番

支持地盤

孔口標高と設計ＧＬ高さの関係

5

孔内水位

設計ＧＬ－ ｍ

2 0

1 5

2 4

1 0

支持層－

杭　種

杭仕様 施工計画書承認 杭施工結果報告書

本数 特記事項杭径　 ( m m ) 杭の先端の深さ　 ( m )

備　考材　料 施工法 材料 合板厚　１２　 m / m を標準とする。

型枠存置期間

セメントの

種類

１５℃以上

５℃未満

コンクリ－トの

圧縮強度

種　類

部　位 はり下

３

５

８

注 1 ）

注 3 ）

片持ばり、庇、スパン９．０ｍ以上のはり下は、工事監理者の指示による。

注 2 ）大ばりの支柱の盛りかえは行わない。また、その他のはりの場合も原則として行わない。

種　類 備　考
設計基準強度 スランプ
Ｆ c ＝Ｎ／ m m c m２

普通

普通

普通

普通

混和剤

普通

普通 軽量

●

Ｍ１６

存置期間の

平均気温

材令（日）

コンクリ－ト
の

Ｍ１２

（地盤改良後）

デッキプレ－ト

合成フロアーデッキプレ－ト

ＡＥ減水剤標準型、高性能ＡＥ減水剤

設計支持力　 ( ｋＮ )

無調査予定 有

基礎、はり側、柱、壁

５℃－１５℃

５ . ０Ｎ／ｍｍ 2

せ　き　板 支　　柱

スラブ下

設 計 基 準
強 度 以 上

普通ポルト

ランドセメント

高炉セメント

Ｂ種

早強ポルト

ランドセメント

普通ポルト

ランドセメント

高炉セメント

Ｂ種

早強ポルト

ランドセメント

左記のすべて
のコンクリート

設計基準の８５％以上または１２
以上であり、施工中の荷重に対し
て安全であることを確認すること。

5

７

１０

Ｎ / ｍｍ 2

１７

２５

２８

２８

２８

２８

２８

２８

２８

２

３

５

８

１２

１５

スラブ下及び梁下のせき板は、原則として支柱を取り外した後に取り外す。

●

●

試験杭 有 無 本 有 無試験堀 ヶ所

調合計画は、工事開始前に工事監理者の承認を得ること。

フレッシュコンクリ－トの塩化物測定は、原則として工事現場で（財）国土開発技術研究センタ－の技術評価を

測定検査の回数は、通常の場合、１日１回以上とし、１回の検査における測定試験は、同一試料から取り分けて

３回行い、その平均値を試験値とする。

寒中、暑中、その他特殊コンクリ－トの適用を受ける期間に当たる場合は、工事監理者の承認を得ること。

うけた測定器を用いて行い、試験結果を一回の測定ごとに撮影した写真（カラ－）を保管し承認を得る。

一回に採取する供試体は、適当な間隔をおいた３台の運搬車からその必要本数を採取する。

なお、供試体の数量は、特別指示なき場合は、１回当たり６本以上とし、そのうち４週用に３本を用いる。

、２５℃以上の場合は１２０分以内とする。

ポンプ打ちコンクリ－トのポンプ圧送に際しては、コンクリ－ト圧送技士または同等以上の技能を有する者が

従事すること。なお、打ち込み継続中における打継ぎ時間間隔の限度は、外気温が２５℃未満の場合は１５０分

また、打ち込み量が１５０ｍ　をこえる場合は１５０ｍ　ごとまたは、その端数ごとに一回を標準とする。
３ ３

基礎、基礎梁 ●

●

コンクリ－トはＪＩＳ認定工場の製品とし施工に関してはＪＡＳＳ５による。

( 2 )コンクリ－トブロック（ＣＢ）

( 3 )鉄　筋

S D 2 9 5 A

S D 3 4 5

S D 3 9 0

異形鉄筋

径 使用箇所

壁、スラブ、他 重ね継手

ガス圧接継手

種　類 備　考

梁・柱主筋

Ｄ１０～Ｄ１６ ●●

Ｄ１９～Ｄ２５

構造体コンクリート強度の確認 材令

養生

2 8 日 5 6 日

現場封かん 現場水中 標準

セメントは、普通ポルトランドセメントを標準とする。

構造体コンクリ－ト現場の圧縮強度試験供試体（ＪＡＳＳ５Ｔ－６０３）採取は打ち込み工区ごと、

打ち込み日ごととする。打込み量が 1 5 0 m を超える場合は 1 5 0 m ごと、またはその端数ごとに１回とする。

乾燥、振動等によって、コンクリートの凝結及び硬化が妨げられないように養生をおこなう。

鉄　筋( 2 )

鉄筋はＪＩＳ　Ｇ３１１２の規格品を標準とする。施工は、標準図に記載されている事項を除き

J A S S 5 による。

鉄筋の加工寸法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長さは下記による。

「鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図（１）（２）」、「壁式鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図（１）（２）」

Ｄ１９未満は、すべて重ね継手とする。継手（Ｄ１９以上）をガス圧接とする場合は、日本圧接協会

「鉄筋のガス圧接工事標準仕様書」による。

有外観検査 有 有引張試験 超音波探傷試験無、 無、● ● ●

ガス圧接部の抜き取り検査は、同一作業班が同一日に施工した圧接箇所を１ロットとし、

１ロットに対し、３０箇所を無作為に抜取る。

高強度せん断補強筋は、 J I S  G  3 1 3 7  に規定される D 種 1 号適合品とする。

機械式継手を用いる場合は「鉄筋の継手の構造方法を定める件」（平成１２年５月３１日　建設省告示

第１４６３号）に基ずく性能を有するものとし、工事監理者の承認を得ること。

柱の帯筋（フ－プ）の加工方法は

Ｈ型（タガ型） Ｗ型（溶接型） Ｓ型（スパイラル型）●

●

●

●

Ｄ 2 9

工事名称

建築場所

工事種別

構造種別

主要用途

屋上付属物

増築計画

付帯工事

特別な荷重

( 1 )

( 2 )

( 3 )

( 4 )

( 5 )

( 6 )

( 7 )

( 8 )

( 9 )

階　数

鉄筋コンクリ－ト造（ＲＣ） 壁式鉄筋コンクリ－ト造（ＷＲＣ）

鉄骨造（Ｓ） 鉄骨鉄筋コンクリ－ト造（ＳＲＣ）

広告塔

門、塀 擁　壁

新築 増築 増改築 改築

有 無

エレベ－タ

高架水槽

受水槽 ｔｏｎ倉庫積載荷重床用

人乗り ロ－プ式 油圧式

地下 地上 塔屋０階 ０階

N / ㎡

●

( 1 0 )構造計算ル－ト Ｘ方向ル－ト Ｙ方向ル－ト● ●

●

7 8 0 0

( 1 )直接基礎 ベタ基礎 布基礎 独立基礎 試験掘 有 無

有 無載荷試験
ｍ、深さ設計ＧＬ－ 支持層－地盤改良（深層混合処理工法）

長期許容支持力度 k N / ㎡

鉄骨工事は指示のない限り下記による( 1 )

日本建築学会「ＪＡＳＳ６」、「鉄骨精度検査基準」、「鉄骨工事技術指針」

鋼材倶楽部「建築鉄骨工事施工指針」

( 2 )工事監理者の承認を必要とするもの

製作工場

建設省告示第１１０３号による認定工場（大臣認定 グレ－ドまたは都登録 ランク）

材料規格証明書または試験成績書

鋼材 高力ボルト 特殊ボルト スタッドボルト

製作要領書 工作図 施工計画書

社内検査表

( 3 )工事監理者が行う検査項目

( 4 )接合部の溶接は下記によること

印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

現寸検査 組立・開先検査 製品検査 建方検査

日本建築学会「溶接工作規準、同解説Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」

( 5 )接合部の検査

( 6 )防錆塗装

注）現場溶接部については原則として第三者による全数検査を行うこと。

溶接部の検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）

検査箇所 検査方法
検査率又は検査数

超音波探傷試験

外観（目視）検査

マクロ試験・その他

第三者検査機関名

第三者 工事監理者

させるために自ら契約した検査会社をいう。

第三者検査機関とは、建築主、工事監理者又は工事施工者が、受入れ検査を代行

備　　考

社　内

％ ％

日本非破壊検査協会により認定された者

高力ボルトの締付けに使用する機器はよく調整されたものを使用し、締付けの順序は部材が十分密着するよう

締付け後の検査は、各締付け工法別に適切な締付けが行われているか検査する。

注意して行う。また、締付けは原則として２度締めとする。

である場合は、赤錆は発生しないままでよい。

赤錆状態であること。ただし、ショットブラスト、グリットブラストによる処理で表面あらさが５０Ｓ以上

以上の範囲でショットブラスト、グラインダ－掛け等を用いて除去した後、屋外に自然放置して発生した、

高力ボルトは「ＪＩＳ　Ｂ１１８６の高力ボルト」を標準よする。摩擦面の処理は黒皮などを座金外径２倍

防錆塗装の範囲は、高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリ－トで被覆される以外の部分とする。

現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調整は入念に行い、塗装は工場塗装と同じ錆止めペイントを

錆止めペイントは、 ２回塗りを標準とする。

使用し２回塗りとする。

個個個

※１
ＡＯＱＬ　４．０％
検査水準　第６水準

※１

※１

J I S　K 5 6 7 4

溶接部

必要に応じて記録写真を撮り保管すること。●

各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。●

諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。●

●

●

特記以外の梁貫通孔は原則として設けない。設ける場合は設計者の承認を得ること。

設備機器の架台及び基礎については工事監理者の承認を得ること。

床スラブ内に埋込む設備配管等はスラブ厚さの 1 / 3 以下とし , 管の間隔を管径の 3 倍以上かつ 5 ㎝以上を原則とする。

建築設備（昇降機を除く）、建築設備の支持構造部及び緊結金物は、腐食又は腐朽のおそれがないものとすること。

屋上から突出する水槽、煙突、冷却塔その他これらに類するものは、支持構造部又は建築物の構造耐

　力上主要な部分に、支持構造部は、建築物の構造耐力上主要な部分に緊結すること。

建築物に設ける給水、排水その他の配管設備は、

　・風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。

　・建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に配管スリーブを設ける等有効

な管の損傷防止のための措置を講ずること。

 ・管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生じるおそれがある場合において、伸縮継手又は可

　　撓継手を設ける等有効な損傷防止の措置を講ずること。

　・管を支持し、又は固定する場合においては、つり金物又は防振ゴムを用いる等有効な地震その他

　　の震動及び衝撃の緩和のための措置を講ずること。

法第 2 0 条第一号から第三号までの建築物に設ける屋上から突出する水槽、煙突その他これらに類するものにあっては、

建設省告示第 1 3 8 9 号により、風圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して構造耐力上安全なものとすること。

給湯設備は、風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。

満水時の質量が 1 5 k g を超える給湯設備については、地震に対して安全上支障のない構造として、平成 1 2 年建設省

告示第 1 3 8 8 号第５に規定する構造とすること。

　＊「給湯設備」：建築物に設ける電気給湯器その他の給湯設備で、屋上水槽等のうち給湯設備に該当するものを除いたもの。

●

●

●

●

●

●

無

図面に記載のない事項については、「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）」最新版による。

杭施工後は速やかに杭心ズレを測定し図面作成の上、工事監理者に報告し指示を受けること。

●

構  造  設  計  標  準  仕  様

１．建物概要 ３．地　盤

２．使用構造材料

４．地業工事

５．鉄筋コンクリ－ト工事 ６．鉄骨工事

７．設備関係

８．その他

●

キュービクル

●

3 3

２１

２１

●

●

●

● ● ● ●

●

柱

空調室外機

ダイヤフラム

胴縁

胴縁

●

●

●

●

1

●

●

● ● ● ●

●

●

● ● ● ●

●

M

●

●

●

●

●

●

●

●

1 0 0

1 0 0

％

％

土間コンクリ－ト

認定品（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）●

●

● ●

青森県下北郡風間浦村大字易国間　地内

2 階

●

デッキプレート上

１階床板

2 4

2 4 1 8

1 8

1 5

1 5

●

●

●

大梁

小梁

山形鋼、溝形鋼
階段プレート

●

M 1 6 ( A B R 4 0 0 ) 間柱

●

3 0 0

● ●

●

庁舎

●

● 1 1

風間浦村　役場庁舎等建設工事   

（Ｓ－００７図参照）



訂正

株式会社

２３４７－００

Ｒ６．３

Ｓ－００２
鉄筋コンクリート構造配筋標準図（1）

風間浦村　役場庁舎等建設工事  

長畑 名久井 高渕 馬渡 縮尺

図面番号

図面名称

工事名検印 担当主任担当 担当

設計年月日

Ｎｏ .
〒034-0094 青森県十和田市西二十二番町２－４１ TEL 0176(25)2100（代） FAX 0176(25)2101

一級　青森県知事登録　第３９７号

設　　　計

号

長　畑　良　博

２１９７１７１級建築士登録第

一級建築士登録　第 1 7 1 4 3 0 号

構造設計一級建築士　　第 4 6 1 号
内　海　重　光
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重ね継手（下図のいずれかとする）
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かぶり厚さ （単位：㎜）

ひび われ誘発目地部など 鉄筋のかぶり、

厚さ が部分的に減少する 箇所についても

最小 かぶり厚さを確保す る。
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鉄筋の種類
コンク リートの
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L b : 小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ

( 基礎梁、片持梁及び片持スラブを含む ）
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( 2 ) 鉄筋中間部の折曲げの形状　鉄筋の折曲げ角度　　以下
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以下は、3 d 以上、D 1 9 以上4 d以上は

鉄筋末端部の折曲げの形状( 1 )
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折曲げ角度

2 . 鉄 筋 加 工 、 か ぶ り

構 造 図 面 に 記 載 さ れ た 事 項 は 、 本 標 準 図 に 優 先 し て 適 用 す る 。( 1 )
記 号( 2 )

ｒ　　半径 　　　中心線＠　　間隔

ＳＴ　　あばら筋 ＨＯＯＰ　　帯筋

CL

ｄ   異形棒鋼の呼び名に用いた数値　丸鋼では径

ｌ　　部材間の内法距離

Ｓ．ＨＯＯＰ　　補強帯筋 　　直径又は丸鋼

ｈ　　部材間の内法高さ

Ｄ   部材の成 Ｒ   直径

00

( 3 ) 本 標 準 図 、 構 造 図 面 に 記 載 の な い 事 項 に つ い て は 、 下 記 の 図 書 の
内 容 を 適 用 す る 。

・ 公 共 建 築 工 事 標 準 仕 様 所 （ 公 共 建 築 協 会 ） 　 　
・ 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 配 筋 指 針 （ 日 本 建 築 学 会 ）
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株式会社ファンビーム建築事務所　   　青森県知事　第 6 6 0 号

鉄筋コンクリート構造配筋

2 - ( 3 )の標準図 による。( 1 )

L =

Ｂ

ＣＡ

長 辺 方 向

短 辺 方 向

短辺・長辺方向下端筋

上端筋

標準継手位置

周 囲 斜 め

各

各

各

各

各

各

1 - D 1 32 - D 1 3

2 - D 1 9

2 - D 1 3

2 - D 1 6

床板厚さＤ

＜Ｄ≦ 2 - D 1 3

Ｄ≦1 5 0

1 5 0 2 0 0

＜Ｄ≦2 0 0 3 0 0

2

がと れ る場 合 でも 柱中 心 線を

以 上 又は

L 2

1 8 0

Ｂ

Ｃ Ｃ

Ｃ ＣＡ

Ａ

Ａ ＡＢ

l  / 4X l  / 4

l
 
/
4

X

こ え て中 間 折曲 げ テー ル長 1 5 0

X

X

l
 
/
4

X

l
 y

l

L
6 0

バー サポ ー ト

D 1 0 - @ 2 0 0 8 0 0無筋部分

設計配筋間隔の／ピッチ1
2

長さ

長さ 2 L 1

以上

以上

a b c d e

D 1 3 - @ 2 0 0　ダブル

2 5 0

D 1 0 - @ 1 5 0

1 2 0 0×6 0 0 以下
２－Ｄ１６

2 D

1L
D 1 6

D
 
 
H
 
 
2
D

≦
≦

5 0 0 5 0 0

D 1 6

1L

D

2 D

D 1 3

2 D

5 0 0 5 0 0

D 1 0 - @ 2 0 0

D 1 0 - @ 2 0 0折 曲

3 0 0 5 0

D
D

D 1 3

6 0 0

D

8
d

D

D 1 3

L

L

1

1

1L
斜め 補強 筋

L
1

L 1

周 囲 補強 筋

D 1 3

1L

1
L

D 1 3

D 1 3

1

2 L

2 - D 1 0 ( 9  )

２段4 - D 1 0 ( 9  )

D 1 0 ( 9  ) @ 3 0 0 以内

１段

6 0 0 不要Ｄ＜

以内で割り付ける

≦Ｄ　

D 1 0 ( 9  ) @ 1 0 0 0

6 0 0≦Ｄ＜

1 2 0 0

9 0 0≦Ｄ＜1 2 0 0

9 0 0
腹 筋

幅 止め 筋

印 は 幅止 め筋

鉄筋 か 、又 は、 同 サイ ズ を２ 本巻 と する 。

つ り上 げ 筋は 、 一般 のあ ば ら筋 よ り、 １サ イ ズ太 い

補 強あ ば ら筋 は 小梁 主筋 側( )

0

に必 ず 入る こと 。

0

CL

0l

つ り上 げ筋

第 １あ ば ら筋 は柱 面 より 配 筋す る

6 d
6 d

8
d

6 d

6 d

は 継 手の 好 まし い位 置

平 面

D

D 1 6

1L

1L

2 D

D 1 0 - @ 1 5 0

H ≦
≦

D
 
 
H
 
 
2
D

8
d

6 d

4 d

D

4
d

幅 止筋

1
5
0
以

上

CL

※

フック付

D

柱幅

※ 柱幅 が 大き く て、 直 線部 だけ で

正

面

平　面

L 2

片
持

梁
筋

折
曲

げ

あ ば ら筋
を入 れる

0ｌ

4
d

腹 筋

斜めでもよい
下向きでもよい

斜めでもよい

一 般 階

折曲 げ 起 点は 中 心線 を こえ る
こと を 原 則と す る。

最 上 階

つ り あ げ筋
（ 梁 主 筋を 折 曲げ る とき ）

CL

7 5～1 0 0

継手位置は原則として下表による。

2 5 d

フ ック 付 きと する 。

1 5 d

1 0 d １５０かつ 　 　以 上

肩 筋 　　 以 上

1 5 dL 2

D 1 3
D 1 3

L 1

L 1

1
0
d
以

上

D
以

下
D
以

下

２－Ｄ１６

L 1

L
1

2
0
0

注） 設備の小開口が連続してあく場合

は縦、横、斜補強筋とは別に開口

によって切られる鉄筋と同じ鉄筋

を開口をさけて補強する。

孔 と孔 の へり あ き1 0 0 以上

片持床スラブ

定着および継手

a

( 1 ) 一般床スラブb

床板開口部の補強（開口の径 程度の場合）( 4 ) 5 0 0

( 5 )

端部

床板段差

中央 中央

端部

( 6 )
( 7 )

土間コンクリート

軽作業の土間
釜場

a

間仕切壁との交叉部b

( 8 ) 打継ぎ補強（ダメ穴打継面について）

a 大梁

l0

柱幅が大きい場合

小梁の定着b

片持梁の定着c

（３) あばら筋、腹筋、幅止めの配置

( 2 ) 大梁主筋の継手

( 1 ) 定着

( 4 ) あばら筋の型

   両側床版付（Ｔ型）梁で○又は○とすることができる。

( イ）原則として○のフック先曲げとする。片側床版付（Ｌ型）梁で○、

a

a

c b

b

b

（ロ）フックの位置は○にあっては交互、○にあってはスラブ側とする。

S R C の場合 4
d

曲
げ

 
1
8
0

( 5 ) 幅止め筋の本数、加工  

とし、上端筋の下に配筋する。

b

径で

※の個所（入隅）は各階補強する。

3 - D 1 3

l = 1 , 5 0 0

a 補強筋は各 又はスラブ主筋の同一

l
l

※

屋根スラブの補強( 2 )

片持ちスラブ出隅部補強( 3 )

l
2

l
 
/
2

1

L 1

L
1

L
3

補
強

筋
の

定
着

l  / 21

l
2

l  / 21

l
 
/
2

1

出 隅部 分の 補 強筋

注 　　 　と す る。l  ≧l1 2 l  ≧ l1 2

出 隅受 け 部

注 　　 　 とす る 。

（出 隅 部分 補 強配 筋）

l1 l1

（ 出隅 受 け部 配筋 ）

一般 床 版配 力 筋
出隅 部

L
２

L
２

L２

L２

L２

２L

２L

1 5 d

2 0 d

0l  / 4

1 5 d 2 ｌ  / 3

2 5 d

端部先端

0

L２

l  / 4 0l  / 2 l  / 4

L
２

L１

0

連続端

正　面

0

最終端
/2

1

/2
1

CL

l0

θ= 4 5

1 5 d1 5 d0l  / 4

l  / 62 5 d

B

B

B

l  / 4

2 0 d2 0 d

２L

La

ス ラブ に 上端 筋 があ る場 合

c 床に

d

b 柱に（平面図）

（ 非 耐力 壁 とス ラブ が 取り 合 う場 合）

横筋 の 配置 は 上下 端と も

配置 す る。

梁、 又 は床 面 に一 段目 を 一本 目 を配 置す る 。

縦筋 は 、柱 面に

壁と壁（平面図）

ダブル配筋シングル配筋

a 梁に

D

柱

t 1 / 1 0 0は階 高 の 程度

を
超

え
る

2
L

か
つ

中
心

線

程 度

2L

程度

かつ柱中心線を超える

ス ラブ に上 端 筋が な い場 合

〇イ

受筋 D 1０

D 1０受筋

〇 は壁 配 筋と 同 じ

〇イ

イ

定着

スリット部 （設計図に記入のあるとき）

部分スリットの場合

ス リ ット 部 の鉄 筋の 被 り厚 さ は

かぶ り厚 さ の表 、 最少 かぶ2 ( 4 )

り 厚 さ以 上 とす る。 W
W

t

≦W D / 6 , W

t

t / 2 ㎝か つ 72 5 0 2 5 0

4 0 0D 1 0 @

L
２

L
２

L２
L２
L２ L２ L２

L２L２

L２

L
２

L
２

L
２

L
２

a

D 1 3

D 1 3

D 1 3D 1 3 2 - D 1 3 2 - D 1 3

D 1 3

1 0 0 0

1 0 0 0
D 1 3

1 5 0
1 5 0

L２

( 1 )

( 2 )

L
２

補 強筋 は 、梁 主筋 の １段 落 し径 （

以 上） と する 。

あ ばら 補 強筋 は、 梁 と同 径 、同 ピッ チ

と する 。

D 1 6

D ≧ 4 0 0

ピッ チ は、 梁 の腹 筋と 合 せる 。

の場 合は 補 強筋 を ３本 とす る 。

腹 筋 D 1 0

増 打コ ン クリ ート 補 強と 同 様と する 。

梁 下端 増 打コ ンク リ ート の 場合 も上 端

ハ ッチ 部 分は 増打 コ ンク リ ート を示 す 。

3
0
0

a

D

a

補強筋

3 0 0

D 1 0

補強筋幅止筋

補強筋

あ
ば

ら
補

強
筋

あばら補強筋梁( 2 )

)( 増築時の鉄筋継手工法を考慮して措置する。

将来増築予定のコンクリート増打ち部分は、

5
0
 

≧
L

1

L
1

D 1 3

≧
1

L

5
0
 

1

5 0  

≧ L

≧ 1L

5 0  5 0  

≧ 1L

D 1 3

D 1 3

( 1 ) 柱、梁 地中梁( 2 ) ( 3 ) 床版、壁

7 0 　＜　 ａ 　≦　 2 0 0

① 梁貫通補強筋の名称及び定着

下縦筋 下縦筋

上縦筋

縦筋

あばら筋

斜め筋

横筋

上縦筋
あばら筋

斜め筋

横筋

縦筋

L1

L1

1L

L1

L1

1L

ａ．100≦φ＜150 ｂ．150≦φ

② 補強基準配筋

□　在来型による補強は下記（2）による。

(2) 在来型梁貫通補強

1)． 孔の径は梁せいの1/3以下とし、孔が円形でない場合はこれの外接円とする。

2)． 孔の上下方向の位置は梁せい中心付近とし、梁中央部下端よりＤ/3（Ｄは梁せい）の範囲に

　　 設けてはならない。

3)． 孔は、柱面から、原則として、1.5Ｄ以上離す。ただし、基礎梁及び壁付帯梁は除く。

4)． 孔が並列する場合の中心間隔は、孔の径の平均値の３倍以上とする。

5)． 縦筋および上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。

6)． 補強筋は、主筋の内側とする。

7)． 孔の径が梁せいの1/10以下、かつ、150mm未満のものは鉄筋を緩やかに曲げることにより、

     開口部を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。

(3) その他

鉄筋コンクリート構造配筋標準図 ( 2 )
大 梁 、 小 梁 、 片 持 梁7 . 床 版8 .

9 .

(1) 梁貫通補強筋

梁貫通孔の補強は下記による。

１２ . 梁貫通補強筋

１１ . 増 築 予 定

壁

ハ ッ チ部 分の 面 積

補 強 タテ 筋

A ㎝2

A A A5 0 0 5 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1 5 0 0＜ ＜ ≦ ＜

4 - D 1 6 6 - D 1 6

≦

3 - D 1 6

※ 柱 と同 径 、同 ピ ッチ とす る 。印 は補 強 筋

B

※

3 0 0 a

※

a3 0 0

ハッ チ 部分 は 増打 コン ク リー ト を示 す 。

増打するときは事前に設計者、

及び工事監理者と打合せのこと

柱

(

7 0 　＜　 ａ 　≦　 2 0 0a
3
0
0

( 1 )

柱 、 梁 増 打 コ ン ク リ ー ト 補 強１０ .

以内に壁、又は柱がある場合は除く

1
0
0
以

下

以 上

D 1 0 @ 6 0 0

D 1 0 @ 4 0 0

D 1 3

0
h

t

D 1 3

（但 し、 H ＞ 8 0 0 以 上の 場 合、

設 計図 に よる ）

t

D 1 0 @ 4 0 0
D 1 3

D 1 0

D 1 3h
0

h D 1 0 @ 6 0 0

D 1 0 @ 4 0 0

D 1 3

以下とする。但し直交方向 2 5 t

注）　はコンクリートブロック段数調節寸法とする。但し、 ≦ h2 0 0 4 0 0≦

注）継手部は必ずモルタルをてん充すること

h

h 0 ≦ 2 5 t注） かつ 3 5 0 0

H

以
下

1
0
0

以 上1 5 0 ダ ブルD 1 0 - @ 2 0 0

D 1 0 - @ 2 0 0 ダ ブル

D 1 0 @ 2 0 0

D 1 3
手摺、パラペット パラペット

手摺

下部防水立上りのある場合一般の場合

コンクリートブロック帳壁

H

D 1 3

1 2 0

D 1 3

L
１

L
１

L
１

L
１

L
１

L
２

L２ L２ L２ L２

L２ L２L２ L２

( 3 )

( 4 )

L
１

)

たて筋、よこ筋の配置( 5 )

階段を支持する壁については、たて筋を外側、よこ筋を内側として配筋する。
貫通孔径

100≦φ＜150

150≦φ＜200

200≦φ＜300

300≦φ＜400

斜め筋 縦  筋 横  筋 上下縦筋

■　既製品による補強は下記による。

■　使用する既製品は、大臣認定取得品（同等品）とする。

■　既製品の適用条件は認定内容の範囲内とする。

■　使用に際しては、事前に監理者に報告すること。

□　在来型　   　■既製品      □その他

■　在来型の使用に際しては、補強内容の詳細を事前に監理者に報告すること。

L
２

L２

D

D/2余長
突出し

リング筋

溶接金網

突合せ溶接

リング筋
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鉄骨工事標準図（1）

風間浦村　役場庁舎等建設工事  
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仮付位置

（ｄ） 溶接姿勢

下向　Ｆ 上向　Ｏ横向　Ｈ立向　Ｖ

良

開先面

仮付溶接

裏はつり側にする。

（ａ） 本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの併用はしてはならない

（ｂ）

（ａ） 構造設計仕様による

適用範囲は、鋼材を用いる工事に適用し、かつ鋼材の厚さが４０㎜

（ｃ）

（ｃ）

（ｂ）

（ａ）

（２）　工作一般

高張力鋼のひずみきょう正は、冷間きょう正とする

（３）　高力ボルト接合

社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法、精度及び

鋼管部材の分岐継手部の相貫切断は、鋼管自動切断機による

鉄骨製作及び施工に先立って「鉄骨工事施工要領書」を提出し

以下のものとする

その他の結果を添付する

工事監理者の承認を得る

（ｃ）

（ＡＡＧ）

（ＧＣ）アーク手溶接 （ＭＣ）

溶接方法

サプマージアーク溶接機１式

（ロ）

（ハ）

セルフ（ノンガス）シールドアーク半自動溶接 （ＮＧＣ）

アークエアーガウジング機（直流） （ホ）

（ヘ）

アークエアーガウジング

ガスシールドアーク半自動溶接

溶接棒乾燥器

溶接電流を測定する電流計

溶接技能者

（ｂ）

（ａ）

溶接機器

溶接技能者は施工する溶接に適応する

交流アーク溶接機（イ） 　３００Ａ～５００Ａ （ニ） 炭酸ガスアーク半自動溶接機

の溶接技術検定試験に合格し引続き、半年以上溶接に従事している者とする

（４）　溶接接合

JIS Z3801 （手溶接）又は ＪＩＳ　Ｚ３８４１ （半自動溶接）

（ｅ）

（イ）

組立て溶接は溶接の始、終端、隅角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は

避ける

組立て溶接技能者は、原則として本工事に従事する者が行う

（ロ） 完全溶込み溶接部の仮付溶接は必ず裏はつり側に施工する

仮付不良 良 仮付不良

（ロ）

Ⅳ）

Ⅲ）

Ⅱ）

Ⅰ）

（イ）

（ｆ） 溶接施工

エンドタブ

接で６㎜、半自動溶接で９㎜以上とする

材質は母材と同質材料とし厚さは手溶

エンドタブの長さは、ＭＣ：３５㎜以上

エンドタブの材質は、母材と同質とする

エンドタブを取り付ける

完全溶込み溶接、部分溶込み溶接の両端部に母材と同厚で同開先形状の

裏あて金

ブレス鋼板タブ、固形タブ使用については、資料を提出して設計者

ＮＧＣ、ＧＣ：４０㎜以上とし特記のない場合は、

溶接終了後、母材より１０㎜程度残し切断して、グラインダー仕上とする

又は工事監理者の承認を得る

（ホ）

をいためない様に、養生を行う

現場溶接の開先面には、溶接に支障のない防錆材を塗布する。又、開先部

励行し、部材に確認マークをつける

規準図の溶接においてＡＡＧと記載のある部分は全て、溶接監理者の確認を

コンクリートに埋め込まれる部分及びコンクリートとの接触面で、コンクリートと

一体とする設計仕様になっている部分は、塗装をしない

（５）　塗　　装

（ハ）

のダブルアールとする

スカラップ　半径は３０～３５㎜と、１０㎜

（ニ） 裏はつり

スカラップはｒ＝２０㎜とする

r
ｒ＝３０～３５㎜

r=10

r=35

スカラップ

但し梁成がＤ＝１５０㎜未満の場合の

エンドタブ

３５㎜以上

かつ２ｔ以上

t

（１）　材料及び検査

ｔ≦６

アーク手溶接、ガスシールドアーク半自動溶接

１（片面溶接）

ｔ≦12

１（片面溶接）２（両面溶接） ２（両面溶接）

及びセルフシールドアーク半自動溶接
サブマージアーク自動溶接

Ｇ
Ｇ＝ｔ 6

ｔ ｔ ｔ

４）かど継手の開先標準（単位：mm）

6＜ｔ≦19 12＜ｔ≦19

2

7

ｔ 2
Ｓ

ｔ

7

2 ｔ 6
Ｓ

35° 35°45°

1/4 t≦Ｓ≦10 1/4 t≦Ｓ≦10

50°

19＜ｔ≦40 19＜ｔ≦40

7

2 D2

D1
ｔ

Ｓ
2

7

ｔ

2

ｔ

Ｓ
6

D2

D1

35° 35°45°
60°

60° 60°

D1 =2(ｔ－2) / 3

D2 =(ｔ－2) / 3

1/4 t≦Ｓ≦10

D2 =(ｔ－6) / 2

D1 =(ｔ－6) / 2

1/4 t≦Ｓ≦10

１）隅肉溶接の開先標準（単位：mm）

（アーク手溶接、ガスシールドアーク半自動溶接及びセルフシールドアーク半自動溶接）

ｔ≦16

１（片面溶接）

ｔ≦16 16＜ｔ≦40

２（両面溶接）

Ｓ

Ｓ

Ｓ

ｔ

Ｓ

Ｓ

Ｓ Ｓ

ｔ

Ｓ Ｓ

Ｓ

Ｓ

６０°

2

Ｓ

６０°

2

ｔ

２）隅肉溶接のサイズ（単位：mm）

15７

5

ｔ

ｓ

５

4

４

3

６

5

11

8

９

7

８

6

10

8

13

10

12

9

14

10 11

2519

11

16

12

22

13 15

28

17

32

19

36

21

40

24

（６）　接合部詳細図

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

F F

L

１
５

０
以

下

８０以下 根巻の場合

接しないこと
フランジが柱のＲに

内ダイヤフラム

θ＝７５°～１０５°

ｔ＞柱フランジのプレート厚

スカラップ部分は
回し溶接する

エンドタブが互に
あたらぬこと

以上かつ

１
０

０
以

上

内ダイヤフラム

F

H 1 H 2 A 1 2A

H 1 H 2 2AA 1

H 1 H 2 2AA 1

1 22

Ａ　－　Ａ　断面図

角のＲに接しないこと
内ダイヤフラムの場合は柱の

以
上

2
5

25 以上

ガス抜き
φ＝２０

平面詳細

（柱が途中で折れる場合，及梁成が異なる場合）

（２）　隅肉溶接

１）鋼管柱・角形鋼管柱（通しダイヤフラムの場合）

H 1B

H 1B

H 1B

TH 1

TH 1

TH 1
TH 1

H 1B

TH 1

F2

１）突合わせ継手の開先標準（単位：mm）

１（片面溶接）

ｔ≦６

アーク手溶接、ガスシールドアーク半自動溶接

及びセルフシールドアーク半自動溶接

２（両面溶接）

ｔ≦12

２（両面溶接）

サブマージアーク自動溶接

6＜ｔ≦19 12＜ｔ≦22

Ｇ
Ｇ＝ｔ

ｔ

6

ｔ ｔ ｔ

2

7

ｔ 2 ｔ

6

ｔ2 6

35° 45° 30°
60°

ｔ

19＜ｔ≦40 22＜ｔ≦40

7

2

ｔ
D1

D2

2

6

ｔ ｔ

2

6

D2
ｔ

D1

60°

60°

60°

35° 30°45°

D1 =(ｔ－6) / 2

D2 =(ｔ－6) / 2D2 =(ｔ－2) / 3

D1 =2(ｔ－2) / 3

１（片面溶接）

６＜ｔ≦40

２（両面溶接）

６＜ｔ≦19 19＜ｔ≦40

アーク手溶接、ガスシールドアーク半自動溶接及びセルフシールドアーク半自動溶接

0

7

Ｓ Ｓ
Ｓ

ｔ
2

Ｓ
Ｓ

ｔ ≧ 2
ｔ ≧ 0 ≧

60
°

60
°

75
°

45
°

2/3 (ｔ-2)1/3 (ｔ-2)

35° 45°
60°

1/4 t≦Ｓ≦10 1/4 t≦Ｓ≦10 1/4 t≦Ｓ≦10

３）部材が直交しない場合の開先標準（単位：mm）

ｔ≦６

アーク手溶接、ガスシールドアーク半自動溶接

及びセルフシールドアーク半自動溶接

１（片面溶接） １（片面溶接）

（サブマージアーク自動溶接）

２（両面溶接）

ｔ≦12

２（両面溶接）

6

2

Ｓ

ｔ

6

ｔ

Ｓ
2 ｔ ｔ

35° 35°

1/4 t≦Ｓ≦101/4 t≦Ｓ≦10

6＜ｔ≦19 12＜ｔ≦22

7

2
Ｓ

7

ｔ

Ｓ
Ｓ

2 ｔ

Ｓ
2 ｔ

Ｓ
Ｓ

6 ｔ

35° 35°45°
60°

1/4 t≦Ｓ≦10 1/4 t≦Ｓ≦10 1/4 t≦Ｓ≦101/4 t≦Ｓ≦10

19＜ｔ≦40

7

2

Ｓ

ＳＳ

６０
。

7
６０°

D1

D2
ｔ 2

Ｓ

ｔ

22＜ｔ≦40

2

Ｓ

ｔ 6
Ｓ

D1

D2
ｔ

35° 35°45°
60°

1/4 t≦Ｓ≦10 1/4 t≦Ｓ≦10
D2 =(ｔ－2) / 3

D1 =2(ｔ－2) / 3

D2 =(ｔ－6) / 2

D1 =(ｔ－6) / 2

1/4 t≦Ｓ≦10 1/4 t≦Ｓ≦10

１（片面溶接）

B

B B

B

B

B

B

B

B

B

T

T

T

T

A

A

A A

A

AT

T T

T

B

H 1 1A A 2

H 1 1A A 2H 2

H 1 H 12 A A 2

H 2H 1 H 1 H 2

H 1 H 2 H 1 H 2

H 2 H 1H 1 H 2

H 1 H 2

（１）　完全溶込み溶接

２）Ｔ型継手の開先標準（単位：mm）

BH 2

TH 2

ｔ

ｔ

ｔ

TH 1

F2

Ａ　－　Ａ　断面図

F2

F2

TH 1F2

TH 1

TH 1

TH 1

TH 1

TH 1

（アーク手溶接、ガスシールドアーク半自動溶接及びセルフシールドアーク半自動溶接）

16≦ｔ≦40

２（両面溶接）

部分とけこみ溶接

16

40

2

Ｓ D1 D2Ｓ

ｔ

D2 =(ｔ－6) / 2

D1 =(ｔ－6) / 2

1/4 t≦Ｓ≦10

45° 45°

（注）片面溶接を行う場合には、原則として、
　　　部分溶接を行わない側に隅肉溶接を行う。

（アーク手溶接、ガスシールドアーク半自動溶接及びセルフシールドアーク半自動溶接）

３（軽量形鋼Ｖ形溶接）２（丸鋼等両面溶接） ４（軽量形鋼レ形溶接）

ｔ≧３のときＳ＝ｔ

ｔ＜３のときＳ＝３ ｔ＜３のときＳ＝３

ｔ≧３のときＳ＝ｔ

Ｓ ｔ ｔ Ｓ

d/2

d/2

補　助　記　号

Ｌ　－　Ｐ

P

FL3 FL4

2H

２）Ｈ形鋼柱（柱通しの場合）

１）部分溶込み溶接の開先標準（単位：mm）

12≦ｔ≦40

１（片面溶接）

部分とけこみ溶接

22

13Ｄ 10

ｔ 12

1211

1916

Ｓ

3628

1413

25

15 15

32

Ｓ

Ｄ Ｓ

ｔ

1/4 t≦Ｓ≦10

45°

（４）　隅肉溶接

１）フレア溶接の開先標準（単位：mm）

１（丸鋼等片面溶接）

ｄ ｄ

ｄ ｄ

ｄ

d/2 d/2

d/2 d/2

d/2

d/2

d/2 d/2

（５）　溶接の補助記号

区　　　　分

現　　　　　　　　　接場　 　溶

全　　　　　　　　　接周　 　溶

全　周　現　場　溶　接

断続溶接の長さ及び間隔

（３）　部分溶込み溶接

P

FL1

H 1

FL2

平面詳細
H 1B

TH 1

TH 1TH 1

鉄骨構造標準図 （１）

２．溶接規準図１．一般事項



訂正

株式会社

２３４７－００

Ｒ６．３ 鉄骨工事標準図（2）

Ｓ－００５風間浦村　役場庁舎等建設工事  

長畑 名久井 高渕 馬渡 縮尺

図面番号

図面名称

工事名検印 担当主任担当 担当

設計年月日

Ｎｏ .
〒034-0094 青森県十和田市西二十二番町２－４１ TEL 0176(25)2100（代） FAX 0176(25)2101

一級　青森県知事登録　第３９７号

設　　　計

号

長　畑　良　博

２１９７１７１級建築士登録第

一級建築士登録　第 1 7 1 4 3 0 号

構造設計一級建築士　　第 4 6 1 号
内　海　重　光

構造設計

株式会社ファンビーム建築事務所　   　青森県知事　第 6 6 0 号

鉄骨構造標準図 （２）
３．継手規準図、その他

高力ボルト

（溶融亜鉛メッキ
　　高力ボルト含む）

普通ボルト

アンカーボルト

ボルトの孔称軸径　d

d + 2.0

d + 0.5

d + 5.0

d は27mm未満

－

－

孔径　（単位:mm）

（注）

epp

e p

M12

M16

M20

M22

M24

40 60

45 70

縁端距離 ボルト間隔
ねじの呼び

（注）母屋、胴縁類の取付け用ボルトの場合は、d+1.0とすることができる。

（２）縁端距離及びボルト間隔（単位：mm）

ゲージ
ねじの呼び

g
M12,M16,M20,M22

千鳥打ちのボルト間隔　Pt

M24

50

45

40

25

35

-

65

60

55

45

50

40

35

40

45

55

50

60

Pt

g

（３）千鳥打ちのゲージ及びボルト間隔（単位：mm）

g1 g2

B

g1
A

g1g2 g2

B

g3

B

※１　千鳥打ちとした場合

はＢ

A又

45

50

60

65

70

75

80

90

100

125

130

150

175

200

g1

25

28

35

35

40

40

45

50

55

50

50

55

60

60

g2

35

40

55

70

90

軸径

最大

12

16

16

20

20

22

22

24

24

24

24

24

24

24

B

100

125

150

175

200

250

300

350

400

g1

56

75

90

105

120

150

150

140

140

g2

40

70

90

軸径

最大

16

16

22

22

24

24

24

24

24

g3B

50

65

70

75

80

90

100

30

35

40

40

45

50

55

軸径

最大

12

20

20

22

22

24

24

※１

（注）引張材の接合部において、せん断力が３本以上並ばな
　　　い場合の縁端距離は、特記による。
　　　（特記がない場合はボルト軸径の2.5倍以上とする。）

（１）　ボルト孔の径

（４）形鋼のゲージ及びボルト最大軸径（単位：mm）

（５）大梁と小梁（ピン接合）

（６）梁と柱（ピン接合）

F2

F2 F2

※ガセットプレートのサイズ、寸法は特記による。

※ガセットプレートのサイズ、寸法は特記による。

（柱フランジに接合する場合） （柱ウェブに接合する場合）

F2

(1)注

d 1

最大

最小

切板製

平鋼製

種　類

ねじの呼び

本　数

取付ボルト

板厚

板厚

ねじの呼び（ｄ）

軸径

(2)

　鉄筋ブレース

ボルト端から取付ボル
ト穴心のあき（最小）

溶接長さ（許容差+10，0）

調整ねじの長さ　S（許容差+25,-8）

取付ボルト穴径　R（許容差0,-0.5）

はしあき　e1（許容差+5,0）

t

t

100

40

M12

1

e3

ＪＩＳ　Ｂ　１１８６　２種高力ボルト（Ｆ１０Ｔ）又は

ＪＩＳ　Ｂ　１１８０　中８ｇ　１０．９

50

52

6

25

6

28

40

17

115

M14

1

M16

125

17

45

28

6

25

6

59

55

M16

1

M16

60

66

9

32.5

9

34

50

21.5

140

M18

1

M20

150

21.5

50

34

9

32.5

9

66

75

M20

M20

1

175

21.5

50

38

9

37.5

9

70

85

M24

M20

2

85

73

9

37.5

9

38

55

23.5

165

M22

M22

1

9

9

55

23.5

M22

55

23.5

M22

M27 M30 M33

10.83

10.59

12.66

12.41

14.66

14.41

25.00

24.69

27.67

27.34

30.67

30.34

200 200 225

17 21.5

40 50

28 45 45 50

6

12

12

12

12

6

へりあき　e2
（許容差+10,0）

へりあき　e2
（許容差+10,0） 25 45 45 50

52 72 83 90

90 95 110

M16 M20

2 2 2

溶融亜鉛メッキ付き炭素鋼製品は、M10～M22とする。

溶融亜鉛メッキ付き炭素鋼製品は、全周溶接を施さなければならない。(2)

(3) 羽子板とカセットプレートとの接合は、表に示す取付けボルトを使用し、一面せん断（支圧）接合とする。

　羽子板ボルト

d

S

1
d

t

1
d

S

d

t

長さ

長さ

R

3e

e
2

1e

3e e 1

RR
e 1

e
2

60

FL2

FL2

せん断部にねじ部がかからない取付けボルトを選定しなければならない。

溶融亜鉛メッキ付き炭素鋼製品の場合は、JIS B 1186に規定する1種F8TAに準じるものを使用する。

e1,e2が確保されていれば形状は自由でよい。

(4)

(5)

（JIS規格品とする・・・JIS A 5540～5541）(８)

（７）柱-柱継手（角型鋼管の場合）

　（羽子板ボルトの形状および寸法　M12～M33）

16.33 18.33

16.07 18.07 20.07

22.00

21.69

20.33

梁との溶接およびコネクター

１６φ＝＠２００
アークスポット溶接

水平ブレース

受梁へのかかり寸法および端部処理

　（注）建築基準法に基づき認定（構造用および耐火構造用）を受けた合成床版用デッキプレートの取付け方法は、特記による。

スタッド材の標準形状・寸法

D

d

T

L

形状

ｍｍ ｍｍ ｍｍ ｍｍ
呼び名

軸径ｄ

13.0 22.0 10.0

16.0 29.0 10.0

19.0 32.0 10.0

22.0 35.0 10.0
φ２２ｍｍ

φ１９ｍｍ

φ１６ｍｍ

φ１３ｍｍ

スタッド材

頭径Ｄ 頭高さＴ

±0.3 ±0.4

±0.3 ±0.4

±0.3 ±0.4

±0.3 ±0.4

呼び長さＬ（標準）

80,100,120

80,100,120

80,100,130,150

80,100,130,150

ｅ≧３５ｍｍ

梁上通しの場合

e e e

既製品面戸（鉄板） 折曲加工

ee

あて板（鉄板） あて板（非金属）

50-400

e e

梁上切断の場合

スラブ端部の補足材 補足受材

50

Ｌ形鋼
50-200

F1

3050

PL50x6

PL-1.6

e

50-400

F1 BH 2

PL-1.6

３００以下 ６００以下

e
L-50x50x6 @<600

50-400

50-400

F2

F1
F1

（８）デッキプレート

PL-3.2

（９）頭付きスタッド (JIS　B　1198)

Ｌ－６５ｘ６５ｘ６以上 Ｌ－６５ｘ６５ｘ６以上

鉄骨梁

スライド構法挿入筋構法

ＡＬＣ壁パネル

鉄骨梁

スライドハタ金物

シーリング材

鉄筋９φまたはD10，l＝1000 鉄筋９φまたはD10，l＝1000

受け金物　ｱ) 6

鉄骨柱

フックボルト１２

鉄骨柱

フックボルト１２

シーリング材

ＡＬＣ壁パネル
シーリング材ＡＬＣ壁パネル

ボルト止め構法 カバープレート構法

カバープレート 　ｱ) 2.3

は３Φまたは     のうち小さい方とする。   ｅ ≧Ｈとする。

 　1

Φ

 　2

補強プレート

0～5 0～5

20

LC

50ｔf

ｔw ｔp

100以下

C

補強トラス

60° 0～5 0～5

B

ｔf

L

ｔf

F2

F1 F1

F1

F2

F2

F2

TH （自然開先）

ＡＬＣ壁パネル

シーリング材

タテカベプレート　ｱ) 6

（10）ALC取付要領

（11）梁貫通補強

H

e

 　1

5
0

 
　

2

5
0

１）補強プレート法

60°

Φ

50

２）補強トラス法

縦壁構法

横壁構法

エ
レ

ク
シ

ョ
ン

ヒ
ー

ス BH 1

BH 1

BH 1

（内ダイヤフラムがない場合）

（内ダイヤフラムがある場合）

F2

F2

150

80

内ダイヤフラム
（厚さは特記による）



訂正
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２３４７－００

Ｒ６．３ A1:１／１００
A3:１／２００

Ｓ－００６
基礎・１階床梁伏図

風間浦村　役場庁舎等建設工事  

長畑 名久井 高渕 馬渡 縮尺

図面番号

図面名称

工事名検印 担当主任担当 担当

設計年月日

Ｎｏ .
〒034-0094 青森県十和田市西二十二番町２－４１ TEL 0176(25)2100（代） FAX 0176(25)2101

一級　青森県知事登録　第３９７号

設　　　計

号

長　畑　良　博

２１９７１７１級建築士登録第

一級建築士登録　第 1 7 1 4 3 0 号

構造設計一級建築士　　第 4 6 1 号
内　海　重　光

構造設計

株式会社ファンビーム建築事務所　   　青森県知事　第 6 6 0 号

8,000 8,000 8,000

64,000

X5 X6 X7 X8 X9

8,000

S=1/100基礎・１階床梁伏図 特記外は下記による。

スラブ天端＝1FL-10

スラブ天端はフカシ厚を除く

基礎下端＝

1FL=GL+200

床下ピット範囲を示す。

1,400 6,600

FL-70

F
L
-
9
0

F
L
-
1
1
0

FL-160

2
,
5
0
0

2
,
0
0
0

2,9005,100

基礎梁天端＝1FL-450

床下ピットスラブ天端＝

【　　　】 床下ピット符号を示す。

1FL-2,250(GL-2,050)

1FL-1,950

S3

S1

S1

S1 S1

S1S1

S1 S1

S1 S1 S1 S1

S1S1S1S1

S1 S1 S1 S1 S1

S1

S1

S3 S3

FB12 FB12 FB12 FB13

FB9

FB16 FB16

FB17

F
B
3

F
B
4

F
B
3

F
B
8

F
B
1

F
B
1

F
B
1

F
B
1

F
B
1

F
B
1

F
B
2

F
B
2

S1

【S4】

【S4】 【S4】

FG5

F
G
7

F
G
7

FG2 FG2 FG2

FG2 FG2 FG2

FG2 FG2 FG2 FG1

FG1

FG1

F
G
4

F
G
4

F
G
4

F
G
4

F
G
4

F
G
3

F
G
3

F
G
3

F
G
3

F
G
3

C2

C3 C3

C1 C1C1 C1

C1C1

C1 C1 C1 C1 C1

C1

C1

C1C1

4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000

4,000 4,000 1,300 6,700

8,000 8,000 8,000 8,000

1
1
,
0
0
0

8
,
5
0
0

3
,
0
0
0

3
,
0
0
0

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

X1 X2 X3 X4

5
,
3
2
5

4
,
6
0
0

1
,
0
7
5

2
,
5
0
0

4
,
4
2
5

1
,
5
7
5

2
,
0
0
0

4
,
0
0
0

3,400 4,600

FL-65

FL-150

FL-110

FL-70FL-1,250

1,9004,200 3,800

1,600

1
,
9
5
0

床フカシt=120

2
,
6
7
5

S3

S3

S3 S3

S2

S1

S1S1 S1

S1

S1 S1 S1 S1

S1 S1

S1 S1

S1

S1 S1

S1 S1

S1

S1 S1

S1S1

S1

S1

S1

FB10 FB11 FB12 FB12

FB14 FB15

FB17 FB18

F
B
3

F
B
4

F
B
5

FB5

FB6

FB7

F
B
7

F
B
2

F
B
2

F
B
2

F
B
2

F
B
1

F
B
1

F
B
1

F
B
1

F
B
1

F
B
1

【S4】

S5

FG5

F
G
6

F
G
6

FG1

FG1

FG1 FG2 FG2 FG2

FG2

FG2

FG2

FG2

FG2

FG2

F
G
4

F
G
4

F
G
4

F
G
4

F
G
3

F
G
3

F
G
3

F
G
3

C2

C1 C1 C1 C1

C1C1C1C1

C1 C1 C1 C1

2,1004,000 4,000 4,000 4,000 4,000

4,0004,000

F1 F1 F1 F1 F1 F1 F1
F2

F2 F2 F2 F2 F2 F2 F2
F3F3

F3

F3 F3 F3 F3

F3F3

F4F4

F4 F4

FL-80

FL-100

F
B
8

S2S2

3
3
0

3
,
6
7
0

3
3
0

5
,
3
3
5

5
,
3
3
5

FL-130

FL-150

FL-180

F
L
-
2
0
0

F3F3

1
9
,
5
0
0

6
,
0
0
0

2
,
4
5
0

2,125

ELV用柱
3ｘH-175x175x7.5x11ELV用柱

3ｘH-150x150x7x10

S2

F2

S1S1

P1

P1

P1 P1 P1P1

P4

P4 P4

P4

P4

P4

P4

P4

P4 P4

P4

P4

P4 P4

梁横フカシ



訂正

株式会社

２３４７－００

Ｒ６．３ 地盤柱状図・基礎リスト
A1:１／２００、４０
A3:１／４００、８０

Ｓ－００７風間浦村　役場庁舎等建設工事  

長畑 名久井 高渕 馬渡 縮尺

図面番号

図面名称

工事名検印 担当主任担当 担当

設計年月日

Ｎｏ .
〒034-0094 青森県十和田市西二十二番町２－４１ TEL 0176(25)2100（代） FAX 0176(25)2101

一級　青森県知事登録　第３９７号

設　　　計

号

長　畑　良　博

２１９７１７１級建築士登録第

一級建築士登録　第 1 7 1 4 3 0 号

構造設計一級建築士　　第 4 6 1 号
内　海　重　光

構造設計

株式会社ファンビーム建築事務所　   　青森県知事　第 6 6 0 号

R4-Bor.4

R4-Bor.3

R5-Bor.3

R5-Bor.4

X1

Y3

X9

Y5

64,000

1
9
,
5
0
0

地　　層深
さ

N
値 10 20 30 40 50

5

設計GL＝26.900mR4-Bor.4  TP 29.550

GL

2
,
0
5
0

2
,
6
5
0

凝灰岩

礫混じり粘土

砂　礫

17

50

75

214

300

750

地　　層深
さ

N
値 10 20 30 40 50

5

設計GL＝26.900mR5-Bor.3  TP 27.367

GL

2
,
0
5
0

4
6
7

火山灰質粘性土

玉石混じり砂礫

凝灰岩

75

100

136

300

500

188

地　　層深
さ

N
値

10 20 30 40 50

5

設計GL＝26.900mR4-Bor.3  TP 27.050

GL 1
5
0

2
,
0
5
0

表　土

玉石混じり砂礫

凝灰岩

21

214

250

214

300

214

基礎リスト S=1/40 特記外は下記による。

支持層は砂礫または凝灰岩

設計支持力は300kN/㎡（長期）

基礎下地業は下記による。

捨コンクリート

砕石

t=50

t=150

基礎梁上端

F1

GL

1FL

5
0 基礎下端

1
5
0

2
,
0
5
0

2
0
0

2
5
0

6
0
0

1
,
2
0
0

下
端

筋
　

1
7
-
D
2
2

下端筋　17-D22

はかま筋　12-D13

は
か

ま
筋

　
1
2
-
D
1
3

3,200

3
,
2
0
0

1
,
6
0
0

1
,
6
0
0

1,600 1,600

基礎梁上端

GL

1FL

5
0 基礎下端

1
5
0

2
,
0
5
0

2
0
0

2
5
0

6
0
0

1
,
2
0
0

2,800

2
,
8
0
0

1
,
4
0
0

1
,
4
0
0

1,400 1,400

はかま筋　10-D13

は
か

ま
筋

　
1
0
-
D
1
3

下
端

筋
　

1
5
-
D
1
9

下端筋　15-D19

F2

基礎梁上端

GL

1FL

5
0 基礎下端

1
5
0

2
,
0
5
0

2
0
0

2
5
0

6
0
0

1
,
2
0
0

F3

2,400

2
,
4
0
0

1
,
2
0
0

1
,
2
0
0

1,200 1,200

下端筋　11-D19

下
端

筋
　

1
1
-
D
1
9

は
か

ま
筋

　
9
-
D
1
3

はかま筋　9-D13

基礎梁上端

GL

1FL

5
0 基礎下端

1
5
0

2
,
0
5
0

2
0
0

2
5
0

F4

4
5
0

1
,
3
5
0

1,000 1,000

1
,
0
0
0

1
,
0
0
0

2
,
0
0
0

2,000

下端筋　9-D19

下
端

筋
　

9
-
D
1
9

は
か

ま
筋

　
8
-
D
1
3

はかま筋　8-D13

地　　層深
さ

N
値

10 20 30 40 50

5

設計GL＝26.900mR5-Bor.4  TP 29.693

GL

2
,
0
5
0

2
,
7
9
3

凝灰岩

砂　礫

表　土

29

20

188

188

167

188



訂正

株式会社

２３４７－００

Ｒ６．３ 基礎梁リスト
A1:１／４０
A3:１／８０

Ｓ－００８風間浦村　役場庁舎等建設工事  

長畑 名久井 高渕 馬渡 縮尺

図面番号

図面名称

工事名検印 担当主任担当 担当

設計年月日

Ｎｏ .
〒034-0094 青森県十和田市西二十二番町２－４１ TEL 0176(25)2100（代） FAX 0176(25)2101

一級　青森県知事登録　第３９７号

設　　　計

号

長　畑　良　博

２１９７１７１級建築士登録第

一級建築士登録　第 1 7 1 4 3 0 号

構造設計一級建築士　　第 4 6 1 号
内　海　重　光

構造設計

株式会社ファンビーム建築事務所　   　青森県知事　第 6 6 0 号

E

L2

位　置

S=1/40基礎梁リスト

符　号

3. 幅止筋　D10＠1，0001. STP    -D13@200 4. 梁下地業  捨コン t=50  砕石　t=60　特記外

断　面

上　端　筋

下　端　筋

b x D

STP

腹　筋

1 . 増打ち要領 h , E ＞ 1 0 0 のとき ( h , E ≦ 1 0 0 は不要）

h
L
2

ス タ ー ラ ッ プ と 同 径 、
           同 間 隔

2 . 増打主筋定着 3 . 大梁主筋の上下

50増 打 主 筋
(     )

位　置

符　号

断　面

上　端　筋

下　端　筋

b x D

STP

腹　筋

FB1 FB2 FB3 FB4 FB5 FB6 FB7 FB8 FB9 FB10

位　置

符　号

断　面

上　端　筋

下　端　筋

b x D

STP

腹　筋

FB11 FB12 FB13 FB14 FB15 FB16 FB17 FB18

X6,X8　端X7　端

外　端 外　端

外　端 外　端 外　端 外　端 内　端内　端 内　端 内　端

内　端 内　端端　部端　部

端　部 端　部 端　部 中　央中　央中　央中　央中　央中　央中　央中　央

中　央 中　央 中　央 中　央全　断 全　断 全　断

300 x 750

3-D19

3-D19

3-D19

3-D19 3-D19

4-D19

300 x 750

4-D19

4-D19

4-D19

4-D19

6-D19

6-D19

4
5
0

7
5
0

300

2-D162-D16

300 x 750

3-D19

3-D19

3-D19

5-D19

350 x 1,700

4-D19

4-D19

2-D16 2-D16

300 x 1,500

3-D19

3-D19

4
5
0

7
5
0

4
5
0

300

300

1
,
5
0
0

350 x 1,000

3-D19

3-D19

3-D19

6-D19

4-D13

1FL 1FL 1FL

350 x 750

4-D19

4-D19

300 x 750

3-D19

3-D19

4
5
0

7
5
0

300

1FL

4
5
0

7
5
0

300

1FL
2-D16

350 x 1,700

4-D22

4-D22

4-D22

6-D22

4
5
0

1
,
7
0
0

1FL

350

2-D19

400 x 1,000

7-D22 4-D22

4-D22 5-D22

4-D13

400 x 1,000

4-D22

4-D22 5-D22

4-D13

2-D19

4
5
0

1FL

1
,
0
0
0

400

4
5
0

1FL

1
,
0
0
0

400

2-D19

400 x 1,000

4-D22

4-D22

4-D22

4-D226-D22

7-D22

4-D13

400 x 1,000

4-D22

4-D22

4-D22

4-D226-D22

2-D19

4
5
0

1FL

1
,
0
0
0

400

4
5
0

1FL

1
,
0
0
0

400

6-D22 6-D22

2-D16

4
5
0

1FL

350

1
,
0
0
0

4
5
0

1FL

1
,
0
0
0

350 x 1,000

3-D22

3-D22

3-D22

3-D224-D22

6-D22

4-D13 4-D13

350

2-D19 2-D19

350 x 1,700

4-D22

4-D22

4-D22

4-D22

6-D22

6-D22

350 x 1,700

4
5
0

1
,
7
0
0

350

1FL
2-D19

4
5
0

1
,
7
0
0

350

1FL

6-D22

3-D22

3-D22 3-D22

3-D224-D22

4
5
0

1FL

350

7
5
0

2-D16

3-D22

3-D22

2-D19

4
5
0

1FL

350

7
5
0

4
5
0

1FL

2-D19 2-D19

350 x 750

3-D22

6-D22

3-D22

3-D22

4-D22

3-D22

-D10 @200 -D10 @200 -D10 @200 -D10 @200-D10 @200 -D10 @200

2-D13 2-D13 2-D13 2-D13 2-D13

2-D13

FG1 FG2 FG3 FG4 FG5 FG6 FG7

全　断

全　断 全　断

外　端 内　端中　央

外　端 内　端中　央

端　部 中　央

中　央 中　央 中　央 中　央Y3　端 Y4　端 Y4　端 Y5　端端　部 端　部

500 x 1,700 500 x 1,700 500 x 1,700 500 x 1,700 450 x 1,500 400 x 1,500 400 x 1,200

4-D25

4-D25

4-D25

4-D25

5-D25

5-D25 4-D25

4-D257-D25

7-D25 7-D25

5-D25 8-D25

8-D25

8-D25

8-D25

5-D25

5-D25 5-D25

7-D257-D25

7-D25

4-D25

4-D25

5-D25

5-D25

7-D25

7-D25

7-D25

7-D25

-D13 @200 -D13 @200 -D13 @150 -D13 @200

2. 腹筋　8-D13

4
5
0

1
,
7
0
0

350

2-D16
1FL

3-D22

4
5
0

1
,
7
0
0

1FL

500

3-D22

4
5
0

1
,
7
0
0

1FL

500

3-D22 3-D22

4
5
0

1
,
7
0
0

1FL

500

4
5
0

1FL
3-D22

4
5
0

1
,
7
0
0

1FL

4
5
0

1FL

4
5
0

1FL

500

1
,
5
0
0

1
,
2
0
0

400

400

6-D13

2-D22 2-D22

主 筋 の 1サ イ ズ ダ ウ ン 　 ＠ 300以 下

腹 筋 と 同 径 で
＠ 30 0以 下

腹 筋 と 同 径 で
＠ 300以 下

ス タ ー ラ ッ プ と
同 径 、 同 間 隔

主 筋 の 1サ イ ズ
ダ ウ ン ＠ 300以 下

大 梁 主 筋 は 上 端 筋 、 下 端 筋 と も 、 Y方 向
      大 梁 主 筋 を 上 通 し と す る 。

X方 向 上 端 筋 Y方 向 上 端 筋

X方 向 下 端 筋 Y方 向 下 端 筋

350

4-D22

4-D22

350 x 1,500

1
,
5
0
0

6-D13

6-D13

-D13 @150

1
,
5
0
0

450

6-D136-D13

D10 @200D10 @200 D10 @200 D10 @200 D10 @200 D13 @200

D13 @200
D13 @200

D13 @200
D10 @200

D13 @200 D13 @200 D13 @200 D13 @200

D13 @200

D13 @200 D13 @200

D13 @200

D13 @200 D13 @200 D13 @200 D13 @200D13 @200 D13 @200 D13 @200



訂正

株式会社

２３４７－００

Ｒ６．３ A1:１／３０、４０
A3:１／６０、８０

Ｓ－００９
基礎リスト・基礎梁リスト・床板リスト・部分配筋図

風間浦村　役場庁舎等建設工事  

長畑 名久井 高渕 馬渡 縮尺

図面番号

図面名称

工事名検印 担当主任担当 担当

設計年月日

Ｎｏ .
〒034-0094 青森県十和田市西二十二番町２－４１ TEL 0176(25)2100（代） FAX 0176(25)2101

一級　青森県知事登録　第３９７号

設　　　計

号

長　畑　良　博

２１９７１７１級建築士登録第

一級建築士登録　第 1 7 1 4 3 0 号

構造設計一級建築士　　第 4 6 1 号
内　海　重　光

構造設計

株式会社ファンビーム建築事務所　   　青森県知事　第 6 6 0 号

床版リスト
1.1階床下地業は下記による。

捨コンクリート　t=50
砕石            t=60S=1/40

符　号 版　厚

S1

S2

S3

位　置

上端筋

下端筋

上端筋

下端筋

短　辺　方　向

端　部

D10・D13  @200

D10・D13  @200

中　央

長　辺　方　向

端　部 中　央

D10・D13  @250

D10・D13  @250

D10・D13  @250

D10・D13  @250

D10・D13  @200

D10・D13  @200 D10・D13  @200

D10・D13  @200

D10・D13  @200

D10・D13  @200

D13       @200

D13       @200

D13       @200
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訂正

株式会社

２３４７－００

Ｒ６．３ A1:１／１００
A3:１／２００２階床梁伏図

Ｓ－０１０風間浦村　役場庁舎等建設工事  

長畑 名久井 高渕 馬渡 縮尺

図面番号

図面名称

工事名検印 担当主任担当 担当

設計年月日

Ｎｏ .
〒034-0094 青森県十和田市西二十二番町２－４１ TEL 0176(25)2100（代） FAX 0176(25)2101

一級　青森県知事登録　第３９７号

設　　　計

号

長　畑　良　博

２１９７１７１級建築士登録第

一級建築士登録　第 1 7 1 4 3 0 号

構造設計一級建築士　　第 4 6 1 号
内　海　重　光

構造設計

株式会社ファンビーム建築事務所　   　青森県知事　第 6 6 0 号

8,000 8,000 8,000

64,000
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S=1/100 特記外は下記による。
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訂正

株式会社

２３４７－００

Ｒ６．３ A1:１／１００
A3:１／２００Ｒ階床梁伏図

Ｓ－０１１風間浦村　役場庁舎等建設工事  

長畑 名久井 高渕 馬渡 縮尺

図面番号

図面名称

工事名検印 担当主任担当 担当

設計年月日

Ｎｏ .
〒034-0094 青森県十和田市西二十二番町２－４１ TEL 0176(25)2100（代） FAX 0176(25)2101

一級　青森県知事登録　第３９７号

設　　　計

号

長　畑　良　博

２１９７１７１級建築士登録第

一級建築士登録　第 1 7 1 4 3 0 号

構造設計一級建築士　　第 4 6 1 号
内　海　重　光

構造設計

株式会社ファンビーム建築事務所　   　青森県知事　第 6 6 0 号

特記外は下記による。

RFL（水下）＝GL+8，300

RFL（水上）＝RFL（水下）+400

梁天端＝RFL±0

床符号はDS1とする。

は、デッキ方向を示す。

S=1/100Ｒ階床梁伏図
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訂正

株式会社

２３４７－００

Ｒ６．３ A1:１／１００
A3:１／２００軸組図（1）

Ｓ－０１２風間浦村　役場庁舎等建設工事  

長畑 名久井 高渕 馬渡 縮尺

図面番号

図面名称

工事名検印 担当主任担当 担当

設計年月日

Ｎｏ .
〒034-0094 青森県十和田市西二十二番町２－４１ TEL 0176(25)2100（代） FAX 0176(25)2101

一級　青森県知事登録　第３９７号

設　　　計

号

長　畑　良　博

２１９７１７１級建築士登録第

一級建築士登録　第 1 7 1 4 3 0 号

構造設計一級建築士　　第 4 6 1 号
内　海　重　光

構造設計

株式会社ファンビーム建築事務所　   　青森県知事　第 6 6 0 号
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訂正

株式会社

２３４７－００

Ｒ６．３ A1:１／１００
A3:１／２００軸組図（2）

Ｓ－０１３風間浦村　役場庁舎等建設工事  

長畑 名久井 高渕 馬渡 縮尺

図面番号

図面名称

工事名検印 担当主任担当 担当

設計年月日

Ｎｏ .
〒034-0094 青森県十和田市西二十二番町２－４１ TEL 0176(25)2100（代） FAX 0176(25)2101

一級　青森県知事登録　第３９７号

設　　　計

号

長　畑　良　博

２１９７１７１級建築士登録第

一級建築士登録　第 1 7 1 4 3 0 号

構造設計一級建築士　　第 4 6 1 号
内　海　重　光

構造設計

株式会社ファンビーム建築事務所　   　青森県知事　第 6 6 0 号
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訂正

株式会社

２３４７－００

Ｒ６．３ A1:１／１００
A3:１／２００軸組図（3）

Ｓ－０１４風間浦村　役場庁舎等建設工事  

長畑 名久井 高渕 馬渡 縮尺

図面番号

図面名称

工事名検印 担当主任担当 担当

設計年月日

Ｎｏ .
〒034-0094 青森県十和田市西二十二番町２－４１ TEL 0176(25)2100（代） FAX 0176(25)2101

一級　青森県知事登録　第３９７号

設　　　計

号

長　畑　良　博

２１９７１７１級建築士登録第

一級建築士登録　第 1 7 1 4 3 0 号

構造設計一級建築士　　第 4 6 1 号
内　海　重　光

構造設計

株式会社ファンビーム建築事務所　   　青森県知事　第 6 6 0 号

GL
1FL

2FL

RFL
RFL
（水下）
（水上）

2
0
0

4
,
1
0
0

4
,
0
0
0

4
0
0

6
0
0

9
,
3
0
0

GL
1FL

2FL

RFL
RFL
（水下）
（水上）

2
0
0

4
,
1
0
0

4
,
0
0
0

4
0
0

6
0
0

9
,
3
0
0

8,500 11,000

19,500

Y3 Y4 Y5

8,500 11,000

19,500

Y3 Y4 Y5

8,500 11,000

19,500

Y3 Y4 Y5

S=1/100

S=1/100 S=1/100 S=1/100X1通り  軸組図 X2通り  軸組図 X3通り  軸組図

X4通り  軸組図

2
5
0

2
5
0

8
0

1
6
0

1
1
0

1,2001,200 1,2001,200 1,200 1,2001,200

特記外は下記による。

3,000 8,500 11,000

19,5006,000

Y1 Y3 Y4 Y5Y2

1
6
0

1
1
0

1,200 1,2001,2001,200

3,0003,000 3,000 8,500 11,000

19,5006,000

Y1 Y3 Y4 Y5Y2

1
1
0

1,200 1,2001,2001,200

3,0003,000

S=1/100X5通り  軸組図

1,200 1,2001,200

1
6
0

1
3
0

1
3
0

2
8
5

1
,
8
0
0

2
,
0
5
0

2
,
0
5
0

1
,
8
0
0

2
8
0

2
8
0

C1C1 C1

C1
C1

C1 C1
C1

C1

C1
C1

C1 C1C1
C1

1
3
0

1
3
0

4
5
0

4
5
0 C2 C2

G4 G4CG1CG1

FG3 FG4 FG4 FG4FG3FG3

FG3 FG3 FG4FG4 FG6FG6

2
,
7
0
0

1,200 700 1,200 700

1,200 700 1,200 700

 CG6  CG6

 CG6  CG6

G2 G2

G2
G2

G2G2 G2

G2
G2

G2
G2

G2 G2

G2
G2

G2 G2

F4 F4

F3 F3 F3 F3 F3

F3F1 F1

F1 F1F2 F2

F2 F2

HB1

900 900

HB2

P2 P2

BPL下端＝1FL-420

330330330330

330330 330330 330330

G2

P4 P4 P4 P4

可動間仕切受け材
□-100x100x3.2

F2



訂正

株式会社

２３４７－００

Ｒ６．３ A1:１／１００
A3:１／２００軸組図（4）

Ｓ－０１５風間浦村　役場庁舎等建設工事  

長畑 名久井 高渕 馬渡 縮尺

図面番号

図面名称

工事名検印 担当主任担当 担当

設計年月日

Ｎｏ .
〒034-0094 青森県十和田市西二十二番町２－４１ TEL 0176(25)2100（代） FAX 0176(25)2101

一級　青森県知事登録　第３９７号

設　　　計

号

長　畑　良　博

２１９７１７１級建築士登録第

一級建築士登録　第 1 7 1 4 3 0 号

構造設計一級建築士　　第 4 6 1 号
内　海　重　光

構造設計

株式会社ファンビーム建築事務所　   　青森県知事　第 6 6 0 号

GL
1FL

2FL

RFL
RFL
（水下）
（水上）

1
3
0

2
0
0

4
,
1
0
0

4
,
0
0
0

4
0
0

6
0
0

9
,
3
0
0

GL
1FL

2FL

RFL
RFL
（水下）
（水上）

1
3
0

2
0
0

4
,
1
0
0

4
,
0
0
0

4
0
0

6
0
0

9
,
3
0
0

特記外は下記による。

3,000 3,000 8,500 11,000

19,5006,000

Y1 Y3 Y4 Y5Y2

S=1/100

3,000 3,000 8,500 11,000

19,5006,000

Y1 Y3 Y4 Y5Y2

S=1/100

3,000 3,000 8,500 11,000

19,5006,000

Y1 Y3 Y4 Y5Y2

S=1/100

3,000 3,000 8,500 11,000

19,5006,000

Y1 Y3 Y4 Y5Y2

S=1/100X6通り  軸組図 X7通り  軸組図

X8通り  軸組図 X9通り  軸組図

2
5
0

2
5
0

1,200 1,2001,200

1,200 1,2001,200

1
6
0

1,200 1,2001,200600

2
5
0

1,200 1,2001,200600

7
0

3,000

1
,
8
0
0

2
,
0
5
0

2
,
0
5
0

1
,
8
0
0

C3

C3

4
5
0

4
5
0

CG3 G6

G6CG3

C1
C1

C1 C1
C1

C1

C1
C1

C1 C1C1
C1

FG3 FG3FG4 FG4FG7

FG7 FG3 FG4 FG4FG3

2
,
7
0
0

1,500

1,500 1,500

1,200 700 1,200 700

1,200 700 1,200 700

 CG6  CG6

 CG6  CG6

G2
G2

G2

G2
G2

G2

G2
G2

G2

G2
G2

G2

F4

F4

F3F3

F3

F2

F3F3 F2F2

F2 F1F1

F1

P1KB1

HB1

P2 P2

HB2

330

330

BPL下端＝1FL-420

330330 330330

330330 330330

G2 G2

G2

可動間仕切受け材
□-100x100x3.2(X8-2000)

G2
CG5

CG5

CG5

3
7
5

3
7
5

3
7
5



訂正

株式会社

２３４７－００

Ｒ６．３ 鉄骨部材リスト(1)
A1:１／３０
A3:１／６０

Ｓ－０１６風間浦村　役場庁舎等建設工事  

長畑 名久井 高渕 馬渡 縮尺

図面番号

図面名称

工事名検印 担当主任担当 担当

設計年月日

Ｎｏ .
〒034-0094 青森県十和田市西二十二番町２－４１ TEL 0176(25)2100（代） FAX 0176(25)2101

一級　青森県知事登録　第３９７号

設　　　計

号

長　畑　良　博

２１９７１７１級建築士登録第

一級建築士登録　第 1 7 1 4 3 0 号

構造設計一級建築士　　第 4 6 1 号
内　海　重　光

構造設計

株式会社ファンビーム建築事務所　   　青森県知事　第 6 6 0 号

4
0

4
0

3
5

3
5

1
5
0

40

45 454545
〃 〃
4040
10

2PL-12x300x440

4PL-12x110x440

32-M22

10-M22

4
0

4
0
6
0
6
0

6
0
6
0

2PL-9x320x170

40 40

2PL-12x200x410

4PL-12x80x410

2PL-9x320x170

5-M20

24-M20

10

4040
6060 6060

4040

4
0

4
0
1
2
0

4
0

4
0
6
0
6
0

6
0
6
0

2PL-9x175x290

4PL-9x70x290

16-M20

2PL-9x140x170

4-M20

4
0

4
0

3
5

3
5

1
0
5

6
0

10
4040 4040

60 60

45
45

60

4
0

4
0
1
2
0

1
2
0

6
0

4
0

40

9
0

9
0

4
0

40

40 40

4
0

9
09
0

9
0

40 40

4
0

6
0

6
06
0

6
0

4
0

9
0

9
0

4
0

4
0

40

4
0

1
2
0

40 40

4
0

4
0

40
60

4040 40

4
0

6
0

6
06
0

6
0

※継手詳細はG5を参照 ※継手詳細はB7を参照

CB1 B7A

500 500

フランジ
外2PL-12x300x440
内4PL-12x110x440
HTB 32-M22
ウェブ
2PL-9x320x170
HTB 10-M22

GPL-12

500 500

フランジ
外2PL-12x125x410
HTB 24-M16
ウェブ
2PL-6x170x290
HTB 8-M16

GPL-6

2-M165-M22

10
4040
60 60

6060
4040

9
0 9
0

CB2 B5A

2-M20 2-M16

GPL-9 GPL-9

9
0

40 40 40 40 40

6
0

40

1
0
0

60

40

2PL-12x300x440

4PL-12x110x440

2PL-12x320x170

32-M22

10-M22

4
0

4
0

3
5

3
5

1
5
0

40-M22

18-M22

2PL-9x560x170

2PL-19x300x530

4PL-19x110x530

4
0

4
0

6
0

6
0 〃
〃
〃
〃
〃
〃

40

2PL-12x300x440

4PL-12x110x440

2PL-12x320x170

32-M22

10-M22

40

45 454545
〃 〃
4040
10

4
0

4
0

3
5

3
5

1
5
0

4
0

4
0
6
0
6
0

6
0
6
0

40

45 454545
〃 〃
4040
10

4
0

4
0

3
5

3
5

1
5
0

4
0

4
0
6
0
6
0

6
0
6
0

40

2PL-12x300x440

4PL-12x110x440

2PL-12x320x170

32-M22

10-M22

GPL-12

5-M22

40 40

4
0

4
0

3
5

3
5

1
5
0

4
0

4
0
6
0
6
0

6
0
6
0

40 40

45 454545
〃 〃
4040
10

2PL-12x300x440

4PL-12x110x440

2PL-12x320x170

32-M22

10-M22

4
0

4
0

3
5

3
5

1
5
0

4
0

4
0
6
0
6
0

6
0
6
0

40 40

45 454545
〃 〃
4040
10

4
0

4
0

3
5

3
5

1
5
0

4
0

4
0
6
0
6
0

6
0
6
0

40 40

45 454545
〃 〃
4040
10

2PL-12x300x440

4PL-12x110x440

2PL-12x320x170

32-M22

10-M22

4
0

4
0

3
5

3
5

1
5
0

〃
4040
10
4545

40-M22

18-M22

2PL-9x560x170

2PL-19x300x530

4PL-19x110x530

4
0

4
0

6
0

6
0 〃
〃
〃
〃
〃
〃

40 40

45 45
〃〃〃

GPL-9
HTB 2-M166

0
4
0

4
0

25
50
75
50

40

4
0

4
0

1
2
0

1
2
0 1
2
0

60

〃
4040
10
4545

40 40

45 45
〃〃〃

200

6
0

4
0

4
0

25 75
50 50

3
0

長孔 GPL-9

3
0

長孔

200 200

2-M16
（中ボルト）

2-M16
（中ボルト）

GPL-6

200

100 100

5
0

5
0

5
0

5
0

2
0
0

GPL-9
HTB2-M16

3
0
4
0

4
0

6
0

5
0

5
0

5
0

5
0

2
0
0

GPL-9
HTB2-M16

3
0
4
0

4
0

6
0

150

75 75

BPL-16

定着板50x50x9
A.Bolt 2-M16
(ABR400)L=400

BPL-16

定着板50x50x9
A.Bolt 2-M16
(ABR400)L=400

PL-6

2-M16

2-M16

GPL-9

(STKR400)

溶接長55mm以上

羽子板PL-6

Lib.PL-6 Lib.PL-6

PL-6

PL-6

G5 G6 CG6CG5

H-440x300x11x18(SN400B) H-450x200x9x14(SN400B) H-450x200x9x14(SN400B)

H-400x200x8x13(SN400B)

(Y3端）

GPL-9

5-M20

H-244x175x7x11(SN400B)

継手なし

継手なし

小梁リスト S=1/30 3) HTB 間隔60　はし空き40　とする。

4) HTBは F10T　とする。

1) プレートの材質はSS400とする。

2）継手部のクリアランスは10ｍｍとする。

特記外は下記による。

符　号

主　材

形　状

G.PL

HTB

B3 B4B1・B1Y B2・B2Y B5 B6 B7 B8Y

H-450x200x9x14(SN400A) H-400x200x8x13(SN400A) H-350x175x7x11(SN400A) H-300x150x6.5x9(SN400A) H-250x125x6x9(SN400A) H-200x100x5.5x8(SN400A) H-440x300x11x18(SN400A)

B9

H-244x175x7x11(SN400A)

T KB1 屋根ブレース

JISターンバックル筋交い　M16

1-M16

PL-9 （溶接長８０mm以上）

H-300x150x6.5x9(SN400A)

PL-9

2-M20

符　号

主　材

形　状

G.PL

HTB

PL-6

2-M16

PL-6PL-9PL-9

3-M20 2-M20 2-M164-M20

PL-9PL-9

5-M20

（B8Yは横補剛材）（B1Yは横補剛材） （B2Yは横補剛材）

GPL-12

5-M22

PL-9

2-M20

溝形-125x65x6x8(SS400)

CB2,B5A

H-250x125x6x9(SN400A)

CB1,B7A

H-440x300x11x18(SN400A)

HB1 HB2 HB3

H-244x175x7x11(SN400A)横使い H-194x150x6x9(SN400A)横使い H-148x100x6x9(SN400A)横使い

大梁リスト S=1/30

特記外は下記による。

2）継手部のクリアランスは10ｍｍとする。

3) HTB 間隔60　はし空き40　とする。

1) プレートの材質はSA400Bとする。

階

Ｒ　階

形　状２　階

フ
ラ
ン
ジ

S.PL
外

内

形　状

符　号

主　材

G1 G2 G3

ウ
ェ
ブ

S.PL

HTB

主　材

HTB

ウ
ェ
ブ

S.PL

HTB

G4

H-488x300x11x18(SN400B)

H-700x300x13x24(SN400B)

H-488x300x11x18(SN400B) H-488x300x11x18(SN400B)

(Y3端）

フ
ラ
ン
ジHTB

S.PL
外

内

P2P1

CG3,CG4CG2

H-488x300x11x18(SN400B)

継手なし

CG1

H-488x300x11x18(SN400B)

H-488x300x11x18(SN400B)

H-700x300x13x24(SN400B)

2x溝形-125x65x6x8(SS400)

PL-12

2-M16

P3

H-148x100x6x9(SN400A)H-150x150x7x10(SN400A)

GPL-9

2-M16

PL-16

8-M22

P4

□-100x100x4.5

4) HTBは S10T　とする。

H-588x300x12x20(SN400A)



訂正

株式会社

２３４７－００

Ｒ６．３ 鉄骨部材リスト（2）
A1:１／３０
A3:１／６０

Ｓ－０１７風間浦村　役場庁舎等建設工事  

長畑 名久井 高渕 馬渡 縮尺

図面番号

図面名称

工事名検印 担当主任担当 担当

設計年月日

Ｎｏ .
〒034-0094 青森県十和田市西二十二番町２－４１ TEL 0176(25)2100（代） FAX 0176(25)2101

一級　青森県知事登録　第３９７号

設　　　計

号

長　畑　良　博

２１９７１７１級建築士登録第

一級建築士登録　第 1 7 1 4 3 0 号

構造設計一級建築士　　第 4 6 1 号
内　海　重　光

構造設計

株式会社ファンビーム建築事務所　   　青森県知事　第 6 6 0 号

450

4
5
0

450

4
5
0

3
5
0

350 300

3
0
0

□-300×300×12

520×520×32

8-M30(BPM-SD490)

700×700

12-D22(SD345)

D13@100(SD295)

ベースパック 30-12Vベースパック 45-19R ベースパック 35-16R

□-450×450×16

750×750×48

12-D38(BPD-SD390)

950×950

16-D25(SD345)

D13@100(SD295)

21N/mm
2

以上21N/mm
2

以上21N/mm
2

以上

□-350×350×12

630×630×45

8-D38(BPD-SD390)

800×800(780×780)

12-D25(SD345)

D13@100(SD295)

Φ50

65 6585 85225 225 65 6585 85330

3
3
0

6
5

6
5

8
5

8
5

Φ70

C100
C100

Φ70

2
2
5

2
2
5

8
5

8
5

6
5

6
5

3
0
1
8
0

9
0
以

上
6
5

3
0
1
8
0

3
0
1
3
5

9
0
以

上
6
5

9
0
以

上
5
0

2
6
0
8
0

8
0

5
0

5
0

26080 8050 50

6
3
0

630
520

5
2
0

750

4
8

7
5
0

65 370 65

8
0
0
以

上
9
5
0

950 800

8
0
0

7
5
0
以

上

4
5

6
5
0
以

上
7
0
0

700

3
2

65 250 65 5021050

特記外は下記による。

1)ダイヤフラムの材質はSN490Cとする。

2)ダイヤフラムの板厚は取り付く梁の最大

  フランジ厚+6ｍｍ以上とする。

階

２　階

符　号

主　材

形　状

C1

形　状１　階

主　材

柱部材

ベースプレート

アンカーボルト

コンクリート柱断面

立上り筋

フープ筋

ｺﾝｸﾘｰﾄ設計基準強度

柱　脚

□-450x450x16(BCR295)

□-450x450x16(BCR295)

C2

□-350x350x12(BCR295) □-300x300x12(BCR295)

HB1

H
T
1

H
T
1

HT1

F2

PL-1 (通しダイヤフラム）SN490C

板厚は取り付く梁の最大厚+6mm以上

板厚は取り付く梁の最大厚+6mm以上

PL-2 (内ダイヤフラム）SN490C

柱梁仕口部標準詳細

2FL

1FL

4
,
1
0
0

2
0

イ イ イ

ロ
ロ

ロ
ロ

柱リスト S=1/30

S=1/30薪ストーブ周囲鉄骨詳細図

イ － イ ロ - ロ

□-100x100x2.3 □-100x100x2.3

□
-
1
0
0
x
1
0
0
x
2
.
3

□
-
1
0
0
x
1
0
0
x
2
.
3

□
-
1
0
0
x
1
0
0
x
2
.
3

□
-
1
0
0
x
1
0
0
x
2
.
3

□
-
1
0
0
x
1
0
0
x
2
.
3

□
-
1
0
0
x
1
0
0
x
2
.
3

□
-
1
0
0
x
1
0
0
x
2
.
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ｍ
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Dナット

Dナット(S)
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２/３　程度

(建築構造用高溶接性高性能５９０N/mm　鋼材)２
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70

D38

D41,D41H

SS400

SS490

レベルモルタル

(ベースパックグラウト)

(注)上記 1 ～ 12 の構成部材はベ－スパック構成部品として供給される。

(注)上記 8 ～ 11 は現場状況により仕様が異なる場合がある。

1 アンカーボルト

2 注入座金

3 Mナット

5 Dナット(S)

6 ベースパックグラウト(グラウト材)

7 定着座金

8 テンプレート

10 フレームベース

11 ステコンアンカー

  （コンクリートアンカー）

12 ベースプレート

4 Dナット

9 フレームポスト

呼び A B (e)

Mナット

Dナット

Dナット(S)

26
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65
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75
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構成部材 ベースプレート

柱脚の定着方法概要

アンカーボルト（Dアンカーボルト）

Mナット・Dナット

定着座金

フレームベース

記号 a

D38

D41,D41H

適用

< Cタイプ  > < 特Cタイプ >

(アンカーボルト8本)

< Cタイプ  >

(アンカーボルト12本)

< 特Cタイプ >

アンカーフレーム形状および据付け時諸寸法

３．５ 注入座金

■検査方法：溶接部の検査は超音波探傷検査により行う。

■施工管理：７．本工法の施工及び施工管理参照。

■ベースプレートの予熱

●気温(鋼材表面温度)が5゜C以上でのベースプレートの予熱は次に示

　す予熱温度標準により行う。その他必要に応じて適切な予熱をする。

●フレームベースはステコンアンカーにより水平に固定する。

●グラウト材のカクハンは、グラウト材１袋(6kg)に対して、計量カップで

●グラウト材の注入は、グラウトロートを注入座金にセットし、グラウト材の
自重圧により他の注入座金からグラウト材が噴き出るまで行う。

●柱脚部の捨コンの厚さは90mm以上とし、表面は平滑に仕上げる。

で組立てを行う。

●位置決めは、テンプレートの中心線と地墨等の柱心を合致させることにより
行い、標準許容差は下図による。

●レベルモルタルはベースパック
グラウト（グラウト材）を使用し
大きさは右図による。

●アンカーボルト（フレーム）の組立ては、4隅のアンカーボルト4本(8本)

●本締めはグラウト材の充填前に行い、

の水を加え、電動カクハン機で混練することにより行う。1.0～1.1

●Dナット(S)による弛み止めは右図による。

基礎工事

アンカーボルト据付け

配筋およびコンクリート打設

建方

アンカーボルトの本締め（弛み止め）

ベースパックグラウト(グラウト材)の注入

図

基準高さより誤差は

:柱心とテンプレ－トのけがき線との

許容差

e1

-3≦e≦10

-2≦e1≦2

容
差

標
準
許

ダブルナットを標準とする。

形状・材質 配筋

●コンクリ－ト

●鉄筋

普通コンクリートとし、設計

立上り高さ

基礎梁天端
あるいは
フーチング天端

●基礎立上がり高さは5０mm以下とする。

基礎立上がり

角形鋼管

グラウトロ－ト

グラウト材
注入座金

（桟木等）

注入枠

立上り筋

フープ筋

e1

e
1

柱心 テンプレ－ト

けがき線
アンカ－ボルト

基準強度は下表に記載の値とする。

c t d

●材質

アンカーボルト
適用
アンカーボルト

i) Cタイプ ii) 特Cタイプ

●ベースパックの据付け高さ（h寸法）はフレームベース下端からコンクリート柱型天端までを示す。据付けに最低限必要な高さ（最低h寸法）は下表に記載の値とする。

単位 mm

単位 mm

単位 mm

●本工法は、管理者又は施工者（元請）の管理のもとで実施するものとする。

●ベースプレート溶接部の施工管理は、鉄骨製作業者に属する鉄骨製作管理

技術者等による。

●配筋はアンカーボルト（フレーム）との取り合いを考慮する。

●コンクリート打設前にテンプレート位置精度を確認する。

ベースプレート

採用

（ハ）

a d

寸法(mm)

アンカーボルト

立上り筋 フープ筋

配筋

コンクリート柱型

BT-HT440B-SP

材質

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

形状 本数-呼び
標準ﾌﾚｰﾑ

寸法 W(mm)

特C

フレームベース

寸法 x(mm)

特C

フレームポスト間
J寸法

(mm)

基準強度

l1 l2 l3

（ハ）

（ハ）

（ハ）

（ハ）

（ニ）

（ニ）

（ニ）

（ニ）

（ニ）

（ニ）

（ニ）

記号
ベースパック

最低

t (mm)

h寸法

BT-HT440B-SP

柱

外径 板厚
(mm) (mm)

ｱﾝｶｰ
ﾌﾚｰﾑ
ﾀｲﾌﾟ

標準

寸法 D(mm)

標準フレーム 特C

(JASS 6　鉄骨工事による)●完全溶込み溶接とする。

■溶接方法（完全溶込み溶接)

■組立

●ベースプレートの中心線（ｹｶﾞｷ線）に柱材軸心を合わせる。

G

R

完全溶込み溶接の開先標準（JASS 6　鉄骨工事 2007年版より ）

図

ベ－スプレ－ト

α
1

適用板厚
T(mm)

溶接
方法

ア

ク
｜

溶
接

ス
シ

ル
ド

ガ

ク

接
溶

ア

シ ｜

｜ ｜

接
溶
ク

ル
｜

ア
ド

ル
フ

セ

T

覆
被

ルート間隔G(mm)

標準値 許容差

ルート面R(mm)

標準値 許容差

開先角度α1(°)

標準値 許容差

溶接
姿勢

許容差 ・記号+∞は制限無しを示す。
・2段書きは「鉄骨精度検査基準」に規定する許容差（上段：管理許容差、下段括弧内：限界許容差）を示す。

※杭頭納まり及び配筋状況に合わせて

溶接方法

低水素系被覆アーク溶接

SN490B
CO ガスシールドアーク溶接

BT-HT440B-SP

鋼種

予熱なし

予熱なし

50 ℃

予熱なし

予熱なし

予熱なし

標準ﾌﾚｰﾑ

SN490B

BT-HT440B-SP

設計基準強度

  特Cタイプを選択できる。

形状は正方形とし、寸法は下表に

●形状

記載の値とする。

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

（ニ）

（ニ）

（ニ）

（ニ）

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

36 70 81

60 80 92

40 80 92

85

380 590 250 450

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料,SS490】

呼び L

D41H

850

900

995

390

390

490

端部ねじd

M33

M36

M36

b

46

49

49

390M4557

2

※トップフープはダブルとし、柱型上端近くに

　配置する。

BT-HT440B-SP （ニ）

（ニ）BT-HT440B-SP

（ニ）BT-HT440B-SP

（ニ）BT-HT440B-SP

※立上り筋の頂部にはフックを設けなくてよい。

梁主筋

D51H 490M4557

D51,D51H D51,D51H

□  下表標準柱型寸法からの変更あり

特記事項

□  下表標準配筋仕様からの変更あり

□  立上り筋に頂部フックが必要

上記内容によらない場合は下記による。

配筋仕様は下表による。

採用

(注)アンカーボルト12本の場合はつなぎプレートが取り付く。

(「柱型寸法最大・最小値一覧」による)

8

7

11

5
4

2

6

1

3

9

1

4

5
10

12

鋼種 採用２F値(N/mm )

235

BCR295

BCP235

STKR400

295 JBCR295

TSC295

630

630

630

700

700

700

750

750

820

820

840

900

65

65

65

65

65

65

65

65

65

65

65

65

85

85

85

85

85

85

85

85

85

85

85

85

330

330

330

400

400

200

225

225

260

260

270

300

45

44

44

44

48

48

48

52

52

60

52

60

710 48 70 85 200

750 65 85 22552

820 60 75 225

900 60 75 265

650 75 85 16548

770 75 20060

820 60 75 225

900 65 75 265

390

490

490

490

390

390

390

390

390

390

390

390

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

390

490

390

390

C

C

C

C

390 C

390 C

490 C

490 C

20-D25

20-D25

24-D25

24-D25

24-D25

24-D25

24-D25

32-D25

24-D25

32-D25

36-D25

380

380

450

450

450

500

500

570

570

590

650

590

590

660

660

660

710

710

780

780

800

860

250

250

320

320

320

370

370

440

440

460

520

450

450

520

520

520

570

570

640

640

660

720

450 320

500 370

510 380

590 460

520

570

610

690

660

710

750

830

380 250

460 330

510 380

590 460

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

24以上

24以上

24以上

24以上

24以上

21以上

21以上

24以上

24以上

24以上

(N/mm )
2

BT-HT440B-SP

SN490B35-16R

35-19R

35-22R

40-16R

40-19R

40-22R

45-19R

45-22R

50-19R

50-22R

55-19R

55-22R

40-25R

45-25R

50-25R

55-25R

35-25R

45-28R

50-28R

55-28R

□-350×350

□-350×350

□-350×350

□-400×400

□-450×450

□-500×500

□-550×550

□-400×400

□-400×400

□-450×450

□-500×500

□-550×550

□-400×400

□-450×450

□-500×500

□-550×550

□-350×350

□-450×450

□-500×500

□-550×550

t≦19

t≦16

t≦22

t≦19

t≦16

t≦22

t≦19

t≦22

t≦19

t≦22

t≦19

t≦22

t≦25

t≦25

t≦25

t≦25

t≦25

t≦28

t≦28

t≦28

板厚(mm)

40≦t≦50 50＜t≦75

6～

6～

7

9

6

7

-2,+∞

(-3,+∞)
2

2

2

2

-2,+1

(-2,+2)

-2,+∞

(-3,+∞)

-2,+∞

(-3,+∞)

-2,+∞

(-3,+∞)

-2,+1

(-2,+2)

-2,+1

(-2,+2)

-2,+1

(-2,+2)

α1：45

-2.5,+∞

(-5,+∞)
下向き

α1：35

α1：45

α1：35

-2.5,+∞

(-5,+∞)
下向き

※

φ70

φ70

φ75

φ75

φ75

φ75

φ75

φ75

φ75

φ75

φ70

φ70
φ75

φ75

φ75

φ75

φ70

φ75

φ75

φ75

BT-HT440B-SP

SN490B

SD345(D22,D25)

SD295(D13,D16)

【JIS G 3136】

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

※

12-D25

12-D25

16-D22

12-D25

16-D22

16-D25

16-D25
16-D25

16-D25

2

(N/mm )
2

D38

D41

D51 1110

1215

PD41

PD51

37

37

46 110

100

96

127 20

20

140 20

122

46

43

58

12

12

12

750

750

800

800

800

800

800

800

800

850

850

850

800

850

950

950

800

950

1050

1050

900

910

840

840

830

910

960
910

-

-

-

-

1000

1030

1120

1050

1100

1000

1050

1100

870

800

800

900

950

870

800

900

850

1000

1000

1050

1100

1100

1000

1050

1100

1000

1140

1150

基準強度(N/mm )

PD38

単位 mm 単位 mm

M33

M36

D38

D41

D38

D41

M45

D51

D51

１．１ ３．１

１．２

３．２

３．３

３．４

３．６

３．７

６．１

６．２

６．３

６．４

６．５

６．６

４．１ ４．２

４．３

４．４

テンプレ－ト

中心線

柱心

柱心

180

180

190

190

180

190

180

180

190

190

200

200

200

190

200

230

230

230

235

235

-

-

-

-

-

-

-

-

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D16@100

D16@100

D16@100

D13@100

D13@100

D16@100

D16@100

D13@100

D13@100

D16@100

D16@100

8-D38

8-D41

8-D41

8-D41

12-D38

12-D41

12-D41

12-D41H

12-D41H

12-D41H

12-D41

12-D41H

12-D51

12-D38

12-D51

12-D51H

12-D51H

12-D38

8-D38

12-D51110

110

110

110

110

●本工法のうち６．２アンカーボルト据付け及び６．６ベースパックグラウトの

注入は、ベースパック・セレクトベース施工技術委員会によって認定された

有資格者（ベースパック施工管理技術者・施工技能者）が施工を実施し、

チェックシート等により施工管理を行うものとする。

ベースパック　型

角形鋼管

□-350×350 ～ □-550×550 用

F値295N/mm 以下

１．工法概要 ３．構成部材・寸法 ４．コンクリート柱型 ６．工事場施工

２．柱 ５．工場製作（溶接）

７．本工法の施工及び施工管理

（一財）日本建築センターによる一般評定「BCJ評定-ST0093-18」（令和4年11月17日付）

●ベースパック柱脚工法の設計は「ベースパック柱脚工法設計ハンドブック」による。

２

ベースパック柱脚工法　標準図設計

施工

岡部株式会社 旭化成建材株式会社

2023年7月作成

TEL03(3624)5336 TEL03(3296)3515



訂正

株式会社

２３４７－００

Ｒ６．３ 柱脚標準図（2）

Ｓ－０２１風間浦村　役場庁舎等建設工事  

長畑 名久井 高渕 馬渡 縮尺

図面番号

図面名称

工事名検印 担当主任担当 担当

設計年月日

Ｎｏ .
〒034-0094 青森県十和田市西二十二番町２－４１ TEL 0176(25)2100（代） FAX 0176(25)2101

一級　青森県知事登録　第３９７号

設　　　計

号

長　畑　良　博

２１９７１７１級建築士登録第

一級建築士登録　第 1 7 1 4 3 0 号

構造設計一級建築士　　第 4 6 1 号
内　海　重　光

構造設計

株式会社ファンビーム建築事務所　   　青森県知事　第 6 6 0 号

（一財）日本建築センターによる一般評定「BCJ評定-ST0093-18」（令和4年11月17日付）

●フレームベースはステコンアンカーにより水平に固定する。

●グラウト材のカクハンは、グラウト材１袋（6kg）に対して、計量カップで

●グラウト材の注入は、グラウトロートを注入座金にセットし、グラウト材の
自重圧により他の注入座金からグラウト材が噴き出るまで行う。

●柱脚部の捨コンの厚さは90mm以上とし、表面は平滑に仕上げる。

角形鋼管

●位置決めは、テンプレートの中心線と地墨等の柱心を合致させることにより
行い、標準許容差は下図による。

●レベルモルタルはベースパック
グラウト（グラウト材）を使用し
大きさは右図による。

ベースパック　型

□-150×150 ～ □-300×300 用

●アンカーボルト（フレーム）の組立ては、4隅のアンカーボルト4本で組立て

●本締めはグラウト材の充填前に行い、ダブルナットを標準とする。

(注)上記 1 ～ 10 の構成部材はベ－スパック構成部品として供給される。

●基礎立上がり高さは50mm以下とする。

●ベースパック柱脚工法の設計は「ベースパック柱脚工法設計ハンドブック」による。

形状（イ） 形状（ハ）

レベルモルタル（ベースパックグラウト）

AB A B (e) 呼び

(
e
)

M27

M30

M33

M36

注1)据付け高さが低い場合に短いアンカーボルトを使用する。

i) アンカーフレーム Aタイプの場合

呼び
L b X

M27 D29

M30 D32

M33 D35

ii) アンカーフレーム Cタイプ の場合

約３
０

ｍｍ

の水を加え、電動カクハン機で混練することにより行う。1.0～1.1

(注)上記 6 ～ 9 は現場状況により仕様が異なる場合がある。

g1 dt 材質

SS400

グラウトロ－ト

グラウト材
注入座金

（桟木等）

注入枠

角形鋼管

< Aタイプ > < Cタイプ 　>

X

M36

M27

M30

M33

M36

D38

※トップフープはダブルとし、

L

●本工法は、管理者又は施工者（元請）の管理のもとで実施するものとする。

●ベースプレート溶接部の施工管理は、鉄骨製作業者に属する鉄骨製作管理

技術者等による。

２/３　程度

1 アンカーボルト

2 注入座金

3 Ｍナット

4 ベースパックグラウト(グラウト材)

5 定着座金

6 テンプレート

7 フレームポスト

8 フレームベース

9 ステコンアンカー

  （コンクリートアンカー）

10 ベースプレート

３．構成部材・寸法
構成部材

柱脚の定着方法概要

ベースプレート アンカーボルト（Mアンカーボルト）

Mナット

定着座金

形状・材質 配筋

基礎立上がり

基礎工事

アンカーボルト据付け

配筋およびコンクリート打設

建方

アンカーボルトの本締め（弛み止め）

ベースパックグラウト(グラウト材)の注入

d

120 X b

d

L L

120 X 50

d d

F値295N/mm 以下

●材質

PM27

記号

M33

M36

適用
a1 c t d

a
2

d

注入口

t

M27

M30PM30

PM33

PM36

アンカーボルト

a
1

a2

注入座金

c

ボルト孔

フレームベース

i) Aタイプ ii) Cタイプ

１．工法概要

２．柱

４．コンクリート柱型 ６．工事場施工

５．工場製作（溶接）

７．本工法の施工及び施工管理

d
異形部
呼び名

呼び
d

単位 mm 単位 mm

単位 mm

を行う。

異形部
呼び名

●配筋はアンカーボルト（フレーム）との取り合いを考慮する。

●コンクリート打設前にテンプレート位置精度を確認する。

ベースパックグラウト

注1) 注1)

記号
a

寸法(mm)

ベースプレート

採用

15-12V t≦12

17-12V

20-09V

20-12V

25-09V

25-12V

25-16V

30-09V

30-12V

30-16V

30-19V

□-150×150

□-175×175

□-200×200

□-200×200

□-250×250

□-250×250

□-250×250

□-300×300

□-300×300

□-300×300

□-300×300

t≦12

t≦9

t≦12

t≦9

t≦12

t≦16

t≦9

t≦12

t≦16

t≦19

4-M27

4-M30

4-M30

4-M33

4-M36

4-M39

8-M33

4-M39

8-M30

8-M36

8-M36 12-D22

本数-呼び
立上り筋

配筋

コンクリート柱型
最低h寸法

材質 形状

アンカーボルト柱

外径 板厚 寸法W(mm)

フレームベース

寸法X(mm)

フレームポスト間
J寸法

l1 l2

ベースパック

t d(mm) (mm)

ﾌﾚｰﾑ
ﾀｲﾌﾟ

A

A

A

A

C

寸法D(mm)

■検査方法：溶接部の検査は超音波探傷検査により行う。

■施工管理：７．本工法の施工及び施工管理参照。

■ベースプレートの予熱

●気温(鋼材表面温度)が5゜C以上でのベースプレートの予熱は次に示

　す予熱温度標準により行う。その他必要に応じて適切な予熱をする。

(JASS 6　鉄骨工事による)●完全溶込み溶接とする。

■溶接方法（完全溶込み溶接)

■組立

●ベースプレートの中心線（ｹｶﾞｷ線）に柱材軸心を合わせる。

G

R

完全溶込み溶接の開先標準（JASS 6　鉄骨工事 2007年版より ）

図

ベ－スプレ－ト

α
1

適用板厚
T(mm)

溶接
方法

ア

ク
｜

溶
接

T

覆
被

ルート間隔G(mm)

標準値 許容差

ルート面R(mm)

標準値 許容差

開先角度α1(°)

標準値 許容差

溶接
姿勢

許容差 ・記号+∞は制限無しを示す。

・2段書きは「鉄骨精度検査基準」に規定する許容差（上段：管理許容差、下段括弧内：限界許容差）を示す。

板厚(mm)
溶接方法

SN490B

鋼種

予熱なし

低水素系被覆アーク溶接

CO ガスシールドアーク溶接

50 ℃

予熱なし

50 ℃

予熱なし

予熱なしSN490B

設計基準強度

※ただし基礎立上がり高さが50mmを超え300mm以下の場合、Ｌシリーズを使用することができる。

●コンクリ－ト

●鉄筋

普通コンクリートとし、設計基準強度

Ｄ

Ｄ

は21N/mm　以上とする。

●形状角形鋼管

50x

5
0

J
3
0

以
上

9
0

h
寸

法

W
5
050x

W

J
3
0

以
上

9
0

h
寸

法

a

d

a

a

l1 l1

l1
l1

l
2

l2

d

a

M39

M39

M39

M39PM39

50 50W65

5
0

5
0

W
6
5

50 50W

5
0

5
0

W

基礎梁天端
あるいは
フーチング天端

立上り高さ

フープ筋

立上り筋

150以上

3
0

9
0
以
上

図

基準高さより誤差は

:柱心とテンプレ－トのけがき線との

許容差

e1

-3≦e≦10

-2≦e1≦2

容
差

標
準
許

e1

e
1

柱心 テンプレ－ト

けがき線
アンカ－ボルト

A

A

A

C

C

C

12-D16

12-D19

12-D16

12-D19

12-D19

12-D19

12-D19

12-D22

12-D22

12-D22

標準ﾌﾚｰﾑ

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

アンカーフレーム形状および据付け時諸寸法

●ベースパックの据付け高さ（h寸法）はフレームベース下端からコンクリート柱型

　天端までを示す。据付けに最低限必要な高さ（最低h寸法）は下表に記載の値とする。

d

g1

g
1

d

i) アンカーフレーム Aタイプの場合

ii) アンカーフレーム Cタイプ の場合

材質

SS400

M30

M33

M36

g2

g
1

t

t

113

l3

基準強度 基準強度

基準強度

50 50W

5
0

5
0

W

76

適用
アンカーボルト

適用
アンカーボルト

5
050x

W

J
3
0

以
上

9
0

h
寸

法

< 特Cタイプ >

※杭頭納まり及び配筋状況に合わせて特Cタイプを選択できる。

ｱﾝｶｰ

標準ﾌﾚｰﾑ 標準ﾌﾚｰﾑ

　柱型上端近くに配置する。

※立上り筋の頂部にはフックを設け

　なくてよい。

梁主筋

配筋仕様は下表による。
形状は正方形とし、寸法は下表に

記載の値とする。

□  下表標準柱型寸法からの変更あり

特記事項

□  下表標準配筋仕様からの変更あり

□  立上り筋に頂部フックが必要

上記内容によらない場合は下記による。

採用
(「柱型寸法最大・最小値一覧」による)

２

岡部株式会社 旭化成建材株式会社

2023年7月作成

TEL03(3624)5336 TEL03(3296)3515

10
3 2

4

1

5

9

3

7

8

10
3
2

4

1

5

9

8

7

3

1

3 6

鋼種 採用２F値(N/mm )

235

BCR295

BCP235

295

STKR400

TSC295

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

300

320

360

360

420

420

450

480

520

520

550

50

45

50

50

55

55

50

60

50

50

50

310

310

80

360

200

230

260

260

28

32

28

32

32

36

32

36

32

40

50

80

80

80

190

-

-

-

-

-

-

-

260

260

290

490

490

490

490

490

490

490

490

490

490

490

500

610

530

560

560

680

700

740

630

620

710

-

-

-

-

-

-

710

740

-

640

710

250

280

310

310

360

370

240

420

310

310

340

150

180

210

210

260

270

140

320

210

210

240

-

-

-

-

-

-

440

-

510

510

540

300

370

370

400

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

-

-

-

-

-

-

-

（イ）

（イ）

（イ）

（イ）

（ハ）

（イ）

（ハ）

（ハ）

（ハ）

（イ）

（イ）

(N/mm )
2

(N/mm )
2

(mm) (mm)

550

600

600

600

650

650

650

650

650

700

700

135

135

135

135

150

150

135

150

135

150

150

特C特C特C

35

32

32

35

38

55 32

60 35

65 38

9

9

9

55 28

55 31

60 34

65 37

80 40

128650

133695

690,735 95,140

45

45

60770 130

45

60770,810 98,135

490

490

490

490

490

22 41 47

24 46 53

26 50 58

29 55 64

31 60 69

g1 dtg2

34

31

28

45

42

42

45 37

48 40

168

173

178

9

12

9

9

12

2
(N/mm )

2
(N/mm )

2

t＜32 40≦t≦5032≦t＜40

6～

6～

7

9

6

7

-2,+∞

(-3,+∞)
2

2

2

2

-2,+1

(-2,+2)

-2,+∞

(-3,+∞)

-2,+∞

(-3,+∞)

-2,+∞

(-3,+∞)

-2,+1

(-2,+2)

-2,+1

(-2,+2)

-2,+1

(-2,+2)

α1：45

-2.5,+∞

(-5,+∞)
下向き

α1：35

α1：45

α1：35

-2.5,+∞

(-5,+∞)
下向き

ス
シ

ル
ド

ガ

ク

接
溶

ア

シ ｜

｜ ｜

接
溶
ク

ル
｜

ア
ド

ル
フ

セ

２

iii) 特Cタイプ

l1 l2 l3 l2 l1

l1
l
2

l
3

l
2

l1
tt

7
6

※

φ45

φ45

φ45

φ50

φ55

φ55

φ50

φ55

φ50

φ55

φ55

SN490B

SD345(D19,D22)

SD295(D13,D16)

【JIS G 3136】

ベースパック柱脚工法　標準図設計

施工

M36 D38

M33

M30 D32

D35

45

60770

720

695

45

490

490

490

単位 mm

単位 mm

単位 mm

単位 mm

フープ筋

18

18

18

18

18

110

101

101

110

118

D41

テン
プ
レ
－ト

中
心
線

柱
心

柱心

１．１

１．２

３．１ ３．２

３．３

３．４

４．１ ４．２

４．３

６．１

６．２

６．３

６．４

６．５

６．６

３．５

３．６

３．７

４．４

●本工法のうち６．２アンカーボルト据付け及び６．６ベースパックグラウトの

注入は、ベースパック・セレクトベース施工技術委員会によって認定された

有資格者（ベースパック施工管理技術者・施工技能者）が施工を実施し、

チェックシート等により施工管理を行うものとする。

C3



訂正

株式会社

２３４７－００

Ｒ６．３

DS1

デッキ合成スラブ標準仕様書(Aタイプ）

Ｓ－０２２風間浦村　役場庁舎等建設工事  

長畑 名久井 高渕 馬渡 縮尺

図面番号

図面名称

工事名検印 担当主任担当 担当

設計年月日

Ｎｏ .
〒034-0094 青森県十和田市西二十二番町２－４１ TEL 0176(25)2100（代） FAX 0176(25)2101

一級　青森県知事登録　第３９７号

設　　　計

号

長　畑　良　博

２１９７１７１級建築士登録第

一級建築士登録　第 1 7 1 4 3 0 号

構造設計一級建築士　　第 4 6 1 号
内　海　重　光

構造設計

株式会社ファンビーム建築事務所　   　青森県知事　第 6 6 0 号

径、長さ、ピッチは構造図による。梁とデッキとの接合は

ＥＺ５０

接合位置は特記による。構造認定を受けた発射打込みびょうを使用すること。

 SPW ： 標準溶接径 18mm以上 ※溶接位置等は特記による。

　 普通      

　 頭付きｽﾀｯﾄﾞ

　 焼抜き栓溶接

品名

種類

デッキ山上厚さ (mm)

種 類 注     記

デッキプレート

コンクリート

溶接金網または

スーパーＥデッキ用システム部品

デッキプレート端部仕様

梁との接合形式

異形鉄筋

アークスポット溶接等による。（焼抜き栓溶接は不要）

EZ50

ｽｰﾊｰE

1.   設　　　　計

デッキプレート形状・寸法 システム部品

　 びょう打ち

2.  耐　火　設　計

3.   施　　　　工

コンクリ－ト打設

（ｄ）異形鉄筋の継手はＪＡＳＳ５による。

（ａ）規定のサイズを床全面に配筋する。

溶接金網又は異形鉄筋

小口ふさぎ・コンクリ－ト止め

（ｂ）コンクリ－トの強度がでるまでは、床面に重量物を置いたり振動を与

（ａ）コンクリートの初期乾燥収縮を防ぐ為、湿潤養生する。

（ｂ）単位水量の少ない、スランプの小さいコンクリ－トを入念に打設する。

（ａ）コンクリ－ト打設前にデッキプレ－ト面を充分清掃する。

（ｂ）かぶり厚さを確保するスペ－サ－を１ｍ以内に設置する。

小口ふさぎはデッキプレ－トの溝をふさがない独立したものを使用する。

開口部まわりは必ず鉄筋等で補強する。（5.開口部補強を参照。）

養　生9

5

8

7

開口部補強6

溶接金網又は異形鉄筋

（図５）

（図５）

ｽｰﾊﾟｰE

（図４）

EZ50

（ｂ）梁上を清掃し、所定の位置に墨出しをする。

搬入・保管・揚重・仮置・墨出し

（ｂ）頭付きスタッドの施工は ＪＡＳＳ６ による。

デッキプレートと梁との接合

工法・工程・割付け計画をたてる。（図１）

（f）焼抜き栓溶接（SPW）の溶接条件及び溶接機器仕様

（ａ）揚重は２点吊りとし、デッキプレ－トをワイ

（ａ）敷込み完了後風等で飛ばないように、デッキと梁とをア－クスポット溶接等で接合する。

（ｃ）焼抜き栓溶接の施工位置は特記による。特に指定がない場合には、図３の要領で行う。

（ｄ）施工者は焼抜き栓溶接講習会を受講した方が望ましい。

（図３）

4

2

割付け計画1

焼抜き栓溶接又は

発射打込みびょう

※構造認定を受けた発射打込みびょうメーカー：日本ヒルティ（株）,日本パワーファスニング（株）

ヤで傷つけないようにする。

（図４）　又は、エンドクロ－ズ製品を用いる。

えたりしない。

4-2.   標準納まり:S造（鉄骨造）の場合

ロ）開口部がデッキプレートのウェブにかかる場合は、プレートあるいは山形鋼による補強を行う。

　　ウェブにかからない場合は補強の必要はない。

イ）開口部がデッキプレートの上フランジ又は下フランジにあり、

１．φ110mm程度で開口が独立している場合

（Ｂ）コンクリート打設前にデッキプレートを切断し、孔あけする場合

ｃ ｃ

焼抜き栓溶接、発射打込みびょう焼抜き栓溶接、発射打込みびょう

溶接金網又は異形鉄筋

スーパーＥデッキ

※スペーサー：

梁耐火被覆

耐火補強筋

又は頭付きスタッド

※配筋はＪＡＳＳ５鉄筋コンクリート工事による

耐火補強筋

壁
又は頭付きスタッド

（デッキ各溝）

溶接金網又は異形鉄筋

コンクリート

(3)建物外周部デッキ幅方向

コンクリート

溶接金網又は異形鉄筋

又は頭付きスタッド

焼抜き栓溶接、発射打込みびょう

焼抜き栓溶接、発射打込みびょう

コンクリート

梁耐火被覆

焼抜き栓溶接、発射打込みびょう

(10)耐火補強筋の納まり（FP120FL-9114,FP060FL-9102）

梁耐火被覆

溶接金網又は

(8)デッキスパン方向梁継手部

コンクリート

又は頭付きｽﾀｯﾄﾞ

(5)デッキ幅方向デッキ連続

(9)デッキ幅方向梁継手部

コンクリート

溶接金網又は

梁耐火被覆

現場切断

（幅調整板）

ａ－ａ断面図

ｺﾝｸﾘｰﾄ

デッキ受材

（デッキ）
現場切断

柱

溶接金網又は
異形鉄筋

又は頭付きｽﾀｯﾄﾞ

発射打込みびょう

(6)デッキ幅方向デッキ振り分け

溶接金網又は

幅調整板

焼抜き栓溶接、

梁耐火被覆

ａ

(7)柱廻り

又は頭付きスタッド

溶接金網又は

梁耐火被覆

(4)デッキスパン方向（建物内部の大梁，小梁上）

溶接金網又

発射打込みびょう又は頭付きスタッド

焼抜き栓溶接、

梁耐火被覆

コンクリート

小口ふさぎ

(1)建物外周部デッキスパン方向

壁

コンクリート

焼抜き栓溶接、発射打込みびょう

又は頭付きスタッド

小口ふさぎ

梁耐火被覆

(2)建物外周部デッキスパン方向

溶接金網又は異形鉄筋

コンクリート

壁 壁

梁耐火被覆

デッキ

柱止りデッキ

デッキ受材

ａ

柱
梁

梁耐火被覆

梁耐火被覆

又は頭付きスタッド

焼抜き栓溶接、発射打込みびょう

異形鉄筋

切欠き

異形鉄筋

異形鉄筋

異形鉄筋

異形鉄筋

溶接金網又は

　　増加曲げモーメント

ａｔ＝

ａ）溝配筋方法

　　・所要配筋量は、ａt 又は ａd の大きい方。

耐火補強筋

ｂ）耐火補強筋を切断する場合

ｄ）連続して３谷（デッキ溝）以上に渡って開口が生じ、耐力補強筋が配筋できないような場合は適用外とする。

ｃ）開口の大きさが幅(w)600mm、奥行き(L)900mm程度を越える場合は、小梁を設けて補強する。尚、この場合連続

支持条件などの通則的耐火指定による条件に留意する。（W はデッキ幅方向を、L はデッキスパン方向を示すものとする。）

を切断

ロ）開口間の内法寸法≦３×開口径

6.  　ひび割れ拡大防止のための留意点(参考)

スパン

スパン （鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ梁）鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ梁
鉄骨梁

<式１>

<式２>

※注意

　　　　　また，Ｗが9.8を超える場合は9.8とする。

単純支持

<式１>

<式２>

連続支持

＜式２＞

単純支持

＜式１＞

＜式１＞

連続支持 ＜式２＞

は異形鉄筋

焼抜き栓溶接、

発射打込みびょう又は頭付きスタッド

溶接金網又は異形鉄筋

コンクリート

梁耐火被覆

発射打込みびょう又は頭付きスタッド

焼抜き栓溶接、

Ｅデッキ
スーパー

スーパー
Ｅデッキ

★先に孔をあける場合は、支保工を用いるか小梁でコンクリート打設時に必ずデッキを補強する。

★本仕様の範囲外の場合は、イ）小梁を設ける、ロ）鉄筋コンクリートスラブとして補強する等の処置を施す。

★合成スラブ開口周辺の上端には開口補強（D10以上）を施す。

★原則としてコンクリート硬化後にデッキプレートを切断し、孔あけ（箱抜き）とする。合成スラブの開口部補強

ａ

ｃ ｃ

ａ

＜式２＞

＜式１＞

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

SRC造

(特記)[　　　　]mm、下式による。

（単位：Ｎ）

打込みびょう

デッキ板厚

（g）焼抜き栓溶接１箇所当り短期せん断耐力

（単位：Ｎ）

溶接作業者資格

溶接棒及び溶接材料

溶　接　機

デッキ板厚（mm）

梁フランジ板厚（mm）

溶接　電流（A）

溶接　電圧（V）

アークタイム（sec）

溶接径（mm）

接

件

条

準

溶

標

又はエンジン溶接機230A以上

交流アーク溶接機AW250A以上

JIS Z 3801基本級以上又は

低水素系溶接棒φ4mm

JIS Z 3841基本級以上

（h）発射打込みびょう１箇所当り短期せん断耐力

５．早期に載荷したり、振動を与えない。

４．コンクリート打設後初期には湿潤養生を行い、充分な養生期間を設ける。

３．水セメント比の小さいコンクリートを用いる。

２．溶接金網は、所定の位置に配する。

１．デッキプレートは各溝で梁に接合する。

（Ｂ）施工上の留意点

３．スパンとスラブ厚さの比を小さくし、配筋量を大きくする。

２．ひびわれ拡大防止のため補強筋を設ける。(右図)

１．小梁の剛性を大きくする。

（Ａ）設計上の留意点

以下のひび割れ拡大防止の対策は、必要に応じて行なって下さい。

デッキプレート幅方向 デッキプレートスパン方向　溶接ピッチ（P）

溶接方法項目

　 耐火構造仕様(詳細は下記の通り)

※スペーサーの取り扱いはしておりません。

各メーカーへ問合せしてください。

梁耐火被覆

（図１）コンクリート打設時支持スパンのとり方

※Ｓ造の場合、耐火認定上のスパンは梁芯間距離とする。

（大梁）接合部2箇所 接合部2箇所中間1箇所

［ ］箇所 ［ ］箇所

（e）発射打込みびょうの施工は発射打込みびょうメーカーの施工要領による。施工位置は特記による。

板厚および表面処理 表面処理

4種の防錆性を有した塗料

（注）

なし

塗装

めっき

なし

塗装

めっき

仕様

*2

*2

[　　　]   

[　　　]   

特記無き限り下記とする。 特記は括弧内に記す。

　 軽量１種     

　 耐火要求なし

　 軽量２種

*5

*7

*8

*8

*7

*6

)，「Ｌ」は支持長さ（ｍ）を表す。

スパン

・大梁上の補強（例）

ひび割れ

デッキプレート

２．開口が連続している場合 ｂ）開口群

開口群を独立した一つの開口と見なし、

同様の補強とする。

１．開口が独立している場合

ｃ

はり構造断面仕様使用条件

認定条件

支持条件

認定番号耐火区分

品名 S造
コンクリート

EZ75

EZ50

　 85      　 90

　 100    

　 80      　 70       

　 95       

　 SEｽﾍﾟｰｻｰ       　 SEﾊﾝｶﾞｰ

*1 JIS G3352

*2 JIS K5621(2008)

1.2

1.6

Z12

Z12

Z27

Z27

　φ6-150 

18 以上

8～12

190～230

6 以上

1.2～1.6

 [                ]

[                ]

[   ]

4.4

ひび割れ
拡大防止筋

75

50

＊溝部換算スラブ厚さは、EZ50 24mm、EZ75 36mmです。

SEｽﾍﾟｰｻｰ

SEF

SEｸﾛｰｻﾞｰSEﾊﾝｶﾞｰ SEﾒﾝﾄﾞ

幅調整板

600

175

175125

125

120180

600

115 185

普通80以上

普通95以上

軽量85以上

普通90以上

軽量85以上

普通95以上

軽量90以上

普通95以上

軽量85以上

普通90以上

軽量85以上

普通80以上

軽量80以上

普通80以上

軽量80以上

普通90以上

軽量80以上

普通80以上

軽量80以上

厚さ(mm)

許容荷重許容ｽﾊﾟﾝ

ﾋﾟｯﾁ

溶接ピッチ（P）：特記無き限り600mm以下とする。

P＝MIN（　600　,　P1　）

P１＝ｑ／Qm　x　1000

ｑ：１箇所当りの短期せん断耐力

スーパー
Ｅデッキ

スーパー
Ｅデッキ

FB65x6等

Ｅデッキ
スーパー

デッキ受材

デッキ受材
FB65x6等

スーパー
Ｅデッキ

コンクリート コンクリート

スーパー
Ｅデッキ

スーパー
Ｅデッキ

スーパー
Ｅデッキ

以上
以上

50mm
以上

開口（Ｗ）

M

・定着長さ：開口端より40D以上

・記号　ａ：耐力補強筋（上下端共）

　　　　ｂ：開口補強（配力筋）、D13以上
　　　　ｃ：開口補強、D10以上

・耐力補強筋の所要断面積：

　　　　ｄ：耐火補強筋、D13以上

Ｍ：開口によって生じる隣接スラブの

・かぶり　：30mm以上

　　・耐火補強筋　ｄ：

ａd

n

ｎ：切断された耐火補強筋の本数

ａd：所要鉄筋サイズ

ａ）φ150mm程度

□600x900程度の開口部と

c）□600x900程度

ｂ）□300程度

ａ）φ150mm程度

ｃ：D10（上端）

ａ：D22（上・下端）

ｂ：D13（上端）

ａ

例)補強筋 D10@200

耐火補強筋：D13

ピッチ1.0m以下D13D13

SEｽﾍﾟｰｻｰ等

b

b

ｆｔ・ｊ

板厚(mm)

溶接金網 

異形鉄筋 

(JIS G3551)

(JIS G3112,3117)

（図２）

敷込み・仮止め

（ｂ）幅方向の調整は、幅調整板（フラッシング）を用いる。

（ｃ）デッキプレートと大梁との接合ができるように、デッキプレート山部が梁上にこないように納める。（図２）

3

大梁

デッキ山部

※許容スパンは日鉄ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄｶﾀﾛｸﾞ等を参照。

デッキ合成スラブ
設計･施工標準仕様書

タイプ

AスーパーＥデッキ EZ50，EZ75
4-3. 標準納まり:ＲＣ造またはＳＲＣ造の場合

横筋

重ね代寸法（溶接金網の横筋間の寸法）

溶接金網

<溶接金網>

コンクリート

スーパーＥデッキ スーパーＥデッキ

<異形鉄筋>

エンクロデッキの

<デッキプレートスパン方向>

場合の納まり

<デッキプレート幅方向>

4-1.   溶接金網又は異形鉄筋の納り(共通)

鉄骨梁

鉄骨梁

スパン

（普通・軽量）
＊梁の耐火被覆は、

鉄骨梁

スパン

  必要に応じて行う。
＊梁の耐火被覆は、

鉄骨梁
必要に応じて行う。

※ 左右のスパン比は原則均等とするが、最大3：2までとする。

種類の記号 *1

異形鉄筋

溶接金網又は

普通コンクリート 小口ふさぎ
釘打

プレート

デッキ

梁型枠

又はSRC梁

RC梁

スーパーＥデッキ

普通コンクリート

溶接金網又は異形鉄筋
SDP1T

SDP2

SDP2G

SDP2G

30

50

溶接金網又は

異形鉄筋

合成デッキ

合成デッキ
ｽｰﾊﾟｰＥﾃﾞｯｷ

（普通・軽量）

D13
耐火補強筋 溶接金網又は

異形鉄筋異形鉄筋
溶接金網又は耐火補強筋

D13

（普通・軽量）
異形鉄筋 D10@200以下

寸法はφ6-150x150を示す

又（　）内寸法はφ6-100x100を示す

梁にのみ込み:30mm

スーパーＥデッキ

梁へ定着:150mm以上

耐火補強筋 D13

mm
30

mm
40

10mm以上

耐火補強筋
13（デッキ各溝）

RC梁 又は SRC梁

<FP120FL-9114又はFP060FL-9102（単純支持）耐火補強筋タイプ>

<FP120FL-9108又はFP060FL-9096(連続支持)>

設計基準強度 (N/mm2)

   ｴﾝﾄﾞｸﾛｰｽﾞ        　 小口ﾌｻｷﾞ

  φ6-100 

RC造

*3 *4

(kN/m2)(m)

3.6以下

2.7以下

3.4以下

2.7以下

3.4以下

3.0以下

3.4以下

3.4以下

3.6以下

2.7以下

EZ50

EZ75

EZ50

EZ75

EZ50

EZ75

EZ50

EZ75

または

または

または

または

または

D10-
200x200

150x150
φ6-

200x200
D10-

D10-
200x200

100x100
φ6-

200x200
D10-

φ6-
150x150

100x100
φ6-

200x200

D10-

200x200
D10-

100x100
φ6-

　（注）　式中の「Ｗ」は許容荷重(kN/m 2

SPW

デッキ板厚 1.2mm 1.6mm

7,350 11,025

1.2mm

4,000 5,300

1.6mm

30mm

200mm以上
（150mm以上） 重ね代45d以上

30mm

200mm以下

Ｅデッキ
スーパー

40mm

30mm

50mm以上50mm以上

150mm以上 150mm以上

30mm

30mm

150mm以上

30mm

1

D16

2 3

D19 D22 or 2-D16

（Ａ）箱抜きの場合

5.    開  口  部  補  強　(例)

50mm 50mm

30（ｃ）溶接金網の継手は（１メッシュ＋５０ｍｍ）以上重ねる。(図６)

のうち大きい値以上

重ね代　150mmまたは1メッシュ＋50mm

（図６）

（ａ）デッキ相互をカン合させながら敷込む。(接合部で幅調整をしてはならない。)

40

30

150 150

30

40

150 150

30

5050

30

50

　 EZ50 　  EZ75  

FB65x6等

5.4　 床２時間

　 床１時間

コンクリートが漏れるおそれがある場合は、デッキプレート相互を溶接する。

Qm：１ｍ当りの設計水平せん断力

400mm以上

400mm以上

50mm以上

様書・同解説のうちＪＡＳＳ５鉄筋コンクリ－ト工事及びＪＡＳＳ６鉄骨工事」、合成スラブ工業

会編「大臣認定・無被覆耐火構法　合成スラブの設計・施工マニュアル」、日鉄デッキプレート

合成スラブの設計・施工は（一社）日本鋼構造協会編「デッキプレ－ト床構造設計・施工規準」

カタログ及び設計・施工便覧による。

(一社)日本建築学会編「各種合成構造設計指針・同解説」、(一社)日本建築学会編「建築工事標準仕

　 D10-200 　

FP120FL

FP060FL

FP060FL

FP120FL

-9102

-9096

-9114

-9108

*3 許容スパンは,鉄骨梁で支持する場合はその芯間距離とし,RC梁で支持する場合は梁の内法寸法とすること。本表の許容スパンは耐火認定の条件

  であるので,別途施工時の許容スパンを確認すること。

*5 鉄筋比は,0.2%以上としなければならないので,同時打ちでスラブ増打ちをする場合は注意すること。

*7 スパンが3.4mを超える場合は,梁との接合を頭付きスタッド(径16mm以上,ピッチ300mm以下)を使用すること。

*8 耐火補強筋(D13)をデッキプレートの各溝中央にかぶり40mmで配すること。

  ただし,耐火補強筋(*6 参照)を用いる場合は端部補強筋は不要。

*6 デッキプレートの梁へののみ込み代を30mm以上とすること。端部補強(D13以上,L=1m)を梁への定着長さ150mmで配すること。

*9 この耐火条件に適合しない場合は,FP060FL-9128あるいはFP120FL-9129(吹付けﾛｯｸｳｰﾙ被覆耐火構造)を適用すること。

ｽｰﾊﾟｰＥﾃﾞｯｷ

コンクリート

コンクリート

コンクリート

（小梁） 各谷1箇所

ａ

ｃ

ａ

ｂ
ｃ

W ≧40D

ｂ

≧40D

≧40D

Ｌ
ｄ

ｃ ａ ｂ

ｄ

ａ
ｃ

ｃ

ａ

ｂ

ａ：かぶり30mm以上
ａt又はａdの大きい方

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ：D10（上端）

ｃｃ ｃ ｃ

ｃ：D10（上端）

ｃ
ａ

ｃ
ａ

b

b

ｃ：D10（上端）

ａ：D16（上・下端）
ｂ：D13（上端）

ｃ ｃ

ｂ：D13（上端）、ｃ：D10（上端）
ａ：D13（上・下端）

b

b

ｃ

W≦600mm

仮想開口

ａ

それ以外はD22
ａ：W,L≦300の場合はD16

ｂ：D13(上端)、ｃ：D10(上端)

L≦
900mm

ｃ

ｃ

ｃ ｃ ｃ

ａ ａ ａ

ｃｃ

b

b

ｃ

ｃ

注：合成スラブの補強として、

（イ，ロ共通）

開口補強（ｃ：D10）は行う。

2418       21      

*4 許容荷重は,全荷重(固定荷重+積載荷重)からスラブ自重を差し引いた数値である。

小口ふさぎ
※1

※1

※1 溶接方法等は合成スラブ工業会Q&Aを参照 ※1 溶接方法等は合成スラブ工業会Q&Aを参照 ※1 溶接方法等は合成スラブ工業会Q&Aを参照

※1

W = 5.4×(2.7／L) 2

W = 5.4×(3.4／L) 2

イ）開口間の内法寸法＞３x開口径



訂正

株式会社

２３４７－００

Ｒ６．３ デッキ合成スラブ標準仕様書(Bタイプ）

Ｓ－０２３風間浦村　役場庁舎等建設工事  

長畑 名久井 高渕 馬渡 縮尺

図面番号

図面名称

工事名検印 担当主任担当 担当

設計年月日

Ｎｏ .
〒034-0094 青森県十和田市西二十二番町２－４１ TEL 0176(25)2100（代） FAX 0176(25)2101

一級　青森県知事登録　第３９７号

設　　　計

号

長　畑　良　博

２１９７１７１級建築士登録第

一級建築士登録　第 1 7 1 4 3 0 号

構造設計一級建築士　　第 4 6 1 号
内　海　重　光

構造設計

株式会社ファンビーム建築事務所　   　青森県知事　第 6 6 0 号

スーパーＥデッキ－耐火補強筋不要タイプ－
デッキ合成スラブ
設計･施工標準仕様書 開口緩和

タイプ

B

1.   設　　　　計 3.  施　工　時　許　容　ス　パ　ン 5-1.   溶接金網又は異形鉄筋の納り(共通) 7.　e-works+開口緩和（EZ50）

6.  　ひび割れ拡大防止のための留意点(参考)

5-2.   標準納まり:S造（鉄骨造）の場合

2.  耐火設計　（耐火補強筋不要仕様）

4.   施　　　　工

8.    開  口  部  補  強　(例)

ロ）

イ）

ハ）



訂正 検印 担当主任担当 担当

縮尺

工事名Ｎｏ .

設計年月日 図面名称

図面番号
〒034-0094 青森県十和田市西二十二番町２－４１ FAX 0176(25)2101TEL 0176(25)2100（代）

一級　青森県知事登録　第３９７号

設　　　計

１級建築士登録第 号

長　畑　良　博

２１９７１７

株式会社 Ｒ６．３

２３４７－００

＜車庫兼書庫＞　構造設計標準仕様

Ｓ－０２４風間浦村　役場庁舎等建設工事

( 1 )コンクリ－ト

( 4 )鉄　骨

( 5 )ボルト

( 6 )屋根、床、壁

( 1 )地盤調査資料

( 2 )地盤調査計画

( 3 )地盤調査及び試験杭の結果により、杭長・杭種、直接基礎の深さ・形状を

変更する場合もある

( 4 )ボ－リング標準貫入値、土質構成（基礎・杭の位置を明記）

( 2 )杭基礎

( 1 )コンクリ－ト

型　枠( 3 )

適用箇所

S T K R 4 0 0

S M 4 9 0 A

S S C 4 0 0

使用箇所

S N 4 0 0 A

S N 4 0 0 B

B C R 2 9 5

B C P 2 3 5

B C P 3 2 5

種　類

鋼　材

S S 4 0 0

種　類 使用箇所

S N 4 0 0 C

S N 4 9 0 B

S N 4 9 0 C S T K 4 0 0

鋼　材

高力ボルト

中ボルト

アンカ－ボルト

頭付きスタッド

F 1 0 T S 1 0 T M 1 2 M 1 6 M 2 0 M 2 2

高力ボルトすべり係数試験 否要

折　版 型式 Ｈ＝ 厚

有 敷地内 近隣 ボ－リング調査 水平地盤反力係数の測定 平板載荷試験（　　　　　　　　　　　）

ボ－リング調査 標準貫入試験静的貫入試験 水平地盤反力係数の測定

土質試験 物理探査 平板載荷試験

深
度 土質

Ｎ
値 標準貫入試験

調査地番

支持地盤

孔口標高と設計ＧＬ高さの関係

5

孔内水位

設計ＧＬ－ ｍ

2 0

1 5

2 4

1 0

支持層－

杭　種

杭仕様 施工計画書承認 杭施工結果報告書

本数 特記事項杭径　 ( m m ) 杭の先端の深さ　 ( m )

備　考材　料 施工法 材料 合板厚　１２　 m / m を標準とする。

型枠存置期間

セメントの

種類

１５℃以上

５℃未満

コンクリ－トの

圧縮強度

種　類

部　位 はり下

３

５

８

注 1 ）

注 3 ）

片持ばり、庇、スパン９．０ｍ以上のはり下は、工事監理者の指示による。

注 2 ）大ばりの支柱の盛りかえは行わない。また、その他のはりの場合も原則として行わない。

種　類 備　考
設計基準強度 スランプ
Ｆ c ＝Ｎ／ m m c m２

普通

普通

普通

普通

混和剤

普通

普通 軽量

●

Ｍ１６

存置期間の

平均気温

材令（日）

コンクリ－ト
の

Ｍ１２

（地盤改良後）

デッキプレ－ト

合成フロアーデッキプレ－ト

ＡＥ減水剤標準型、高性能ＡＥ減水剤

設計支持力　 ( ｋＮ )

無調査予定 有

基礎、はり側、柱、壁

５℃－１５℃

５ . ０Ｎ／ｍｍ 2

せ　き　板 支　　柱

スラブ下

設 計 基 準
強 度 以 上

普通ポルト

ランドセメント

高炉セメント

Ｂ種

早強ポルト

ランドセメント

普通ポルト

ランドセメント

高炉セメント

Ｂ種

早強ポルト

ランドセメント

左記のすべて
のコンクリート

設計基準の８５％以上または１２
以上であり、施工中の荷重に対し
て安全であることを確認すること。

5

７

１０

Ｎ / ｍｍ 2

１７

２５

２８

２８

２８

２８

２８

２８

２８

２

３

５

８

１２

１５

スラブ下及び梁下のせき板は、原則として支柱を取り外した後に取り外す。

●

●

試験杭 有 無 本 有 無試験堀 ヶ所

調合計画は、工事開始前に工事監理者の承認を得ること。

フレッシュコンクリ－トの塩化物測定は、原則として工事現場で（財）国土開発技術研究センタ－の技術評価を

測定検査の回数は、通常の場合、１日１回以上とし、１回の検査における測定試験は、同一試料から取り分けて

３回行い、その平均値を試験値とする。

寒中、暑中、その他特殊コンクリ－トの適用を受ける期間に当たる場合は、工事監理者の承認を得ること。

うけた測定器を用いて行い、試験結果を一回の測定ごとに撮影した写真（カラ－）を保管し承認を得る。

一回に採取する供試体は、適当な間隔をおいた３台の運搬車からその必要本数を採取する。

なお、供試体の数量は、特別指示なき場合は、１回当たり６本以上とし、そのうち４週用に３本を用いる。

、２５℃以上の場合は１２０分以内とする。

ポンプ打ちコンクリ－トのポンプ圧送に際しては、コンクリ－ト圧送技士または同等以上の技能を有する者が

従事すること。なお、打ち込み継続中における打継ぎ時間間隔の限度は、外気温が２５℃未満の場合は１５０分

また、打ち込み量が１５０ｍ　をこえる場合は１５０ｍ　ごとまたは、その端数ごとに一回を標準とする。３ ３

基礎、基礎梁 ●

●

コンクリ－トはＪＩＳ認定工場の製品とし施工に関してはＪＡＳＳ５による。

( 2 )コンクリ－トブロック（ＣＢ）

( 3 )鉄　筋

S D 2 9 5 A

S D 3 4 5

S D 3 9 0

異形鉄筋

径 使用箇所

壁、スラブ、他 重ね継手

ガス圧接継手

種　類 備　考

梁・柱主筋

Ｄ１０～Ｄ１６ ●●

Ｄ１９～Ｄ２５

構造体コンクリート強度の確認 材令

養生

2 8 日 5 6 日

現場封かん 現場水中 標準

セメントは、普通ポルトランドセメントを標準とする。

構造体コンクリ－ト現場の圧縮強度試験供試体（ＪＡＳＳ５Ｔ－６０３）採取は打ち込み工区ごと、

打ち込み日ごととする。打込み量が 1 5 0 m を超える場合は 1 5 0 m ごと、またはその端数ごとに１回とする。

乾燥、振動等によって、コンクリートの凝結及び硬化が妨げられないように養生をおこなう。

鉄　筋( 2 )

鉄筋はＪＩＳ　Ｇ３１１２の規格品を標準とする。施工は、標準図に記載されている事項を除き

J A S S 5 による。

鉄筋の加工寸法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長さは下記による。

「鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図（１）（２）」、「壁式鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図（１）（２）」

Ｄ１９未満は、すべて重ね継手とする。継手（Ｄ１９以上）をガス圧接とする場合は、日本圧接協会

「鉄筋のガス圧接工事標準仕様書」による。

有外観検査 有 有引張試験 超音波探傷試験無、 無、● ● ●

ガス圧接部の抜き取り検査は、同一作業班が同一日に施工した圧接箇所を１ロットとし、

１ロットに対し、３０箇所を無作為に抜取る。

高強度せん断補強筋は、 J I S  G  3 1 3 7  に規定される D 種 1 号適合品とする。

機械式継手を用いる場合は「鉄筋の継手の構造方法を定める件」（平成１２年５月３１日　建設省告示

第１４６３号）に基ずく性能を有するものとし、工事監理者の承認を得ること。

柱の帯筋（フ－プ）の加工方法は

Ｈ型（タガ型） Ｗ型（溶接型） Ｓ型（スパイラル型）●

●

●

●

Ｄ 2 9

工事名称

建築場所

工事種別

構造種別

主要用途

屋上付属物

増築計画

付帯工事

特別な荷重

( 1 )

( 2 )

( 3 )

( 4 )

( 5 )

( 6 )

( 7 )

( 8 )

( 9 )

階　数

鉄筋コンクリ－ト造（ＲＣ） 壁式鉄筋コンクリ－ト造（ＷＲＣ）

鉄骨造（Ｓ） 鉄骨鉄筋コンクリ－ト造（ＳＲＣ）

広告塔

門、塀 擁　壁

新築 増築 増改築 改築

有 無

エレベ－タ

高架水槽

受水槽 ｔｏｎ倉庫積載荷重床用

人乗り ロ－プ式 油圧式

地下 地上 塔屋０階 ０階

●

N / ㎡

●

( 1 0 )構造計算ル－ト Ｘ方向ル－ト Ｙ方向ル－ト● ●

●

7 8 0 0

( 1 )直接基礎 ベタ基礎 布基礎 独立基礎 試験掘 有 無

有 無載荷試験
ｍ、深さ設計ＧＬ－ 支持層－地盤改良（深層混合処理工法）

長期許容支持力度 k N / ㎡

鉄骨工事は指示のない限り下記による( 1 )

日本建築学会「ＪＡＳＳ６」、「鉄骨精度検査基準」、「鉄骨工事技術指針」

鋼材倶楽部「建築鉄骨工事施工指針」

( 2 )工事監理者の承認を必要とするもの

製作工場

建設省告示第１１０３号による認定工場（大臣認定 グレ－ドまたは都登録 ランク）

材料規格証明書または試験成績書

鋼材 高力ボルト 特殊ボルト スタッドボルト

製作要領書 工作図 施工計画書

社内検査表

( 3 )工事監理者が行う検査項目

( 4 )接合部の溶接は下記によること

印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

現寸検査 組立・開先検査 製品検査 建方検査

日本建築学会「溶接工作規準、同解説Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」

( 5 )接合部の検査

( 6 )防錆塗装

注）現場溶接部については原則として第三者による全数検査を行うこと。

溶接部の検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）

検査箇所 検査方法
検査率又は検査数

超音波探傷試験

外観（目視）検査

マクロ試験・その他

第三者検査機関名

第三者 工事監理者

させるために自ら契約した検査会社をいう。

第三者検査機関とは、建築主、工事監理者又は工事施工者が、受入れ検査を代行

備　　考

社　内

％ ％

日本非破壊検査協会により認定された者

高力ボルトの締付けに使用する機器はよく調整されたものを使用し、締付けの順序は部材が十分密着するよう

締付け後の検査は、各締付け工法別に適切な締付けが行われているか検査する。

注意して行う。また、締付けは原則として２度締めとする。

である場合は、赤錆は発生しないままでよい。

赤錆状態であること。ただし、ショットブラスト、グリットブラストによる処理で表面あらさが５０Ｓ以上

以上の範囲でショットブラスト、グラインダ－掛け等を用いて除去した後、屋外に自然放置して発生した、

高力ボルトは「ＪＩＳ　Ｂ１１８６の高力ボルト」を標準よする。摩擦面の処理は黒皮などを座金外径２倍

防錆塗装の範囲は、高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリ－トで被覆される以外の部分とする。

現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調整は入念に行い、塗装は工場塗装と同じ錆止めペイントを

錆止めペイントは、 ２回塗りを標準とする。

使用し２回塗りとする。

個個個

※１
ＡＯＱＬ　４．０％
検査水準　第６水準

※１

※１

J I S　K 5 6 7 4

溶接部

必要に応じて記録写真を撮り保管すること。●

各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。●

諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。●

●

●

特記以外の梁貫通孔は原則として設けない。設ける場合は設計者の承認を得ること。

設備機器の架台及び基礎については工事監理者の承認を得ること。

床スラブ内に埋込む設備配管等はスラブ厚さの 1 / 3 以下とし , 管の間隔を管径の 3 倍以上かつ 5 ㎝以上を原則とする。

建築設備（昇降機を除く）、建築設備の支持構造部及び緊結金物は、腐食又は腐朽のおそれがないものとすること。

屋上から突出する水槽、煙突、冷却塔その他これらに類するものは、支持構造部又は建築物の構造耐

　力上主要な部分に、支持構造部は、建築物の構造耐力上主要な部分に緊結すること。

建築物に設ける給水、排水その他の配管設備は、

　・風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。

　・建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に配管スリーブを設ける等有効

な管の損傷防止のための措置を講ずること。

 ・管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生じるおそれがある場合において、伸縮継手又は可

　　撓継手を設ける等有効な損傷防止の措置を講ずること。

　・管を支持し、又は固定する場合においては、つり金物又は防振ゴムを用いる等有効な地震その他
　　の震動及び衝撃の緩和のための措置を講ずること。

法第 2 0 条第一号から第三号までの建築物に設ける屋上から突出する水槽、煙突その他これらに類するものにあっては、

建設省告示第 1 3 8 9 号により、風圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して構造耐力上安全なものとすること。

給湯設備は、風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。

満水時の質量が 1 5 k g を超える給湯設備については、地震に対して安全上支障のない構造として、平成 1 2 年建設省

告示第 1 3 8 8 号第５に規定する構造とすること。

　＊「給湯設備」：建築物に設ける電気給湯器その他の給湯設備で、屋上水槽等のうち給湯設備に該当するものを除いたもの。

●

●

●

●

●

●

無

図面に記載のない事項については、「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）」最新版による。

杭施工後は速やかに杭心ズレを測定し図面作成の上、工事監理者に報告し指示を受けること。

●

構  造  設  計  標  準  仕  様

１．建物概要 ３．地　盤

２．使用構造材料

４．地業工事

５．鉄筋コンクリ－ト工事 ６．鉄骨工事

７．設備関係

８．その他

●

キュービクル

●

3 3

２１

２１

●

●

●

● ● ● ●

●

柱

空調室外機

ダイヤフラム

胴縁

胴縁

●

●

●

●

1

●

●

● ● ● ●

●

●

● ● ● ●

●

M

●

●

●

●

●

●

●

●

1 0 0

1 0 0

％

％

土間コンクリ－ト

認定品（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）●

●

● ●

青森県下北郡風間浦村大字易国間　地内

2 階

車庫兼書庫

●

デッキプレート上

１階床板

2 4

2 4 1 8

1 8

1 5

1 5

●

●

●

大梁

小梁

山形鋼、溝形鋼
階段プレート

●

M 1 6 ( A B R 4 0 0 ) 間柱

（Ｓ－１１５図参照）

●

3 0 0

● ●

●

一級建築士登録　第 1 7 1 4 3 0 号

構造設計一級建築士　　第 4 6 1 号
内　海　重　光

構造設計

株式会社ファンビーム建築事務所　   　青森県知事　第 6 6 0 号

風間浦村　役場庁舎等建設工事   〈車庫兼書庫〉

（Ｓ－０２９図参照）

名久井 高渕 馬渡長畑



訂正 検印 担当主任担当 担当

縮尺

工事名Ｎｏ .

設計年月日 図面名称

図面番号
〒034-0094 青森県十和田市西二十二番町２－４１ FAX 0176(25)2101TEL 0176(25)2100（代）

一級　青森県知事登録　第３９７号

設　　　計

１級建築士登録第 号

長　畑　良　博

２１９７１７

株式会社 Ｒ６．３

２３４７－００

＜車庫兼書庫＞　鉄筋コンクリート構造配筋標準図（1）

Ｓ－０２５風間浦村　役場庁舎等建設工事

（定着、継手）独立基礎、杭基礎の場合

( 2 )

Ｌ2

/ 20ｌ
0ｌ

（継手範囲）
1 5 d 1 5 d

0ｌ / 4

Ｌ
2

※

Ｌ1

Ｌ2

2
Ｌ

（定着、継手）布基礎、べた基礎の場合

内端部外端部

※ 0 / 4
2 0 d

ｌ 0ｌ
0ｌ

/ 2
2 0 d

0 / 4ｌ ※

Ｌ2

1 5 d1Ｌ1 5 d

2
Ｌ

2
Ｌ

上端筋継手範囲 下端筋継手範囲 上端筋継手範囲

Ｌ2

地中梁の主筋、スタッドボルト（スタッド

小規模鉄骨造の柱脚固定の配筋

ジベル）による、おさまりに注意する

( 3 )

鉄骨柱Ｄ

H O O P  2 - D 1 3 以上

鉄骨柱Ｄ

以上1 2 5

H
O
O
P
 
@
1
0
0

地中梁上端筋

H O O P  2 - D 1 3 以上
以上1 2 5

H
O
O
P
 
@
1
5
0

地中梁下端筋

B . P 下端L

2
D

4
0
d
以

上

か
つ

　
以

上

3 0  ～ 5 0

Ｌ
1

以上1 5 0

ベース下の施工を慎重にする（半固定として行政指導されることもあるので留意すること）

主筋
3 0  ～ 5 0

B . PL 下端

主筋

地
中

梁

※上端主筋の定着は、やむを得ない
場合、上向きとすることができる

内端部

注）この継手範囲は、土間スラブなどの上載荷重が
　　ない場合である。
　　構造スラブなどの上載荷重がある場合は、大梁
　　と同様とする。

2Ｌ

Ｌ

1

3
-

D
1

3

※ ※※

Ｌ
2

※
※

※

D 1 0 - @ 2 0 0※印筋は　　　　　とする
3 0 0

以上

1 0 0 0 H

Ｌ
2

5 0 0 H＜ ≦

2 - D 1 6

4 5  ～ 6 0

配筋は同厚の壁リストにならう

Ｗの三角壁厚さは、　　以上又は地中梁幅とし、

梁
幅

5 0 0Ｈ≦　　は※印筋は不用とする

7 0

7
0

①

4 0 を４．埋戻し土のある場合は とする

ハンチを付けた場合（ａ≧３）

4
0

３．②の鉄筋は

１．耐圧版鉄筋の継手位置は床スラブにならう

但し上筋と下筋を読みかえる

２．①の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする

D 1 3 以上

直接基礎( 1 )
CL

1Ｄa =   + 2 d

b

以下3 0 0

ベース筋

の範囲

主筋間隔は

の範囲

主筋間隔の 1 . 5

2 0 0 以下

倍かつ

余長 4 d

フック無し

以
上

2
0
d

かぶり厚さ

C L

（両側）2 0 d 4 0 d （片側）

H O O P  @ 1 5 0

補強筋

H O O P  @ 1 5 0
Ｌ

2

2
Ｌ

5
0

基礎下端

コンクリート止め板

ＨＯＯＰ

補 強 筋

4 0 0

6 - D 1 3 8 - D 1 3

3 0 0  , 3 5 0  杭 径 4 5 0

1 0 - D 1 3

D 1 0 - @ 1 5 0

5 0 0

8 - D 1 6

6 0 0

1 0 - D 1 6

3 - D 1 6

基礎下端

4 5

1 5 0

1
5
0

l
1
.
5

へりあき

余
盛

コ
ン

ク
リ

ー
ト

8
0
0～

1
0
0
0

以
上

1
0
0

2 0 0以上

斫り部分

杭頭処理

現場打ちコンクリート杭( 2 )

4
5
d

重
ね

継
手

H O O P

1 0 d 又は重ね継手

筋の継手は片側溶接

4 0 d

フラットバー
スペーサー

@ 3 , 0 0 0

（各４ヶ所）

主筋のかぶりは

以上とする1 0 0

+ 1 0 0 0 以上かつ2×杭間隔は

杭
主

筋
4
0
d

CL

3 .

4 .

5 .

D 2 9

7

1 .

2 .

鉄筋径の差が

末端のフックは、定着および重ね継手の長さに含まない

継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする

継 手

直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継手長さとする

以上の異形鉄筋は、原則として、重ね継手としてはならない

㎜を超える場合は、圧接としてはならない

ガス圧接形状 3 ㎜以下

θ d

圧接面

1 . 4 d以上

圧接面

以下d / 4

d / 5 以下

圧接面

以上

θ＞ 8 0

d

1 . 1 d

( 1 )

外端部

0ｌ / 4※

Ｌ2

Ｗ1

1Ｌ

2 0 01

基礎接合部の補強( 4 )

2Ｌ

≧

②

a
1

1
5
d

Ｌ
3

ｏ
ｒ

2
Ｌ

( 3 ) べた基礎

b

4 5

a b

捨フープ
Ｄ1

d D

2
0
d
以

上

フック付

杭 基 礎( 2 )

C L

Ｌ1

1 . 5 以上Ｌ1a   4 0 0≧ 0 . 5

Ｌ1

1Ｌ約

( 4 )
重ね継手（下図のいずれかとする）

圧接継手

かぶり厚さ （単位：㎜）

ひびわれ 誘発目地部など鉄筋 のかぶり、

厚さが部 分的に減少する箇所 についても

最小かぶ り厚さを確保する。

かぶ り厚さ

を受けて ㎜ とすることができ る。4 0

( 3 )

( 4 )

( 5 )（）内は 仕上げがある場合。

㎜増しの値とする 。1 0軽量コン クリートの場合は、

㎜とする ことができる。3 0
( 1 )

( 2 )耐久性上 有効な仕上げのある 場合、工事監理者の 承認を受けて

4 0

耐久性上 有効な仕上げのある 場合、工事監理者の 承認を受けて

コンクリ ートの品質および施 工方法に応じ、工事 監理者の承認

〔注〕

㎜とする ことができる。

土に接しない部分

部 位

屋 根 ス ラ ブ

床 ス ラ ブ

非 耐 力 壁 屋 外

屋 内

屋 外
は り

屋 内

耐 力 壁

柱

擁 壁

柱・はり・床スラブ・耐力壁

基 礎 ・ 擁 壁
土 に 接 す る 部 分

（ ㎜ ）

3 0

4 0

4 0

5 0

5 0

5 0

7 0

設計かぶり厚さ

( 2 0 )

最少かぶり厚さ

（ ㎜）

4 0

4 0

6 0

3 0

4 0 ( 3 0 )

( 3 )

( 2 )

( 1 )

( 1 )

( 4 )

( 4 )

3 0

2 0

粗骨材の最大寸法の 1 . 2 5

( 5 ) 鉄筋のあき

丸鋼では径、異形鉄筋では呼び名に用いた数値

倍以上かつ

以上

2 5 以上

1 . 5 d

( 6 ) （ａ～ｆに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける。）

ｄ．柱、梁（基礎梁は除く）の出すみ部分の鉄筋（右図参照）

ａ．丸鋼　ｂ．あばら筋、帯筋　ｃ．煙突の鉄筋

ｆ．その他、本配筋標準に記載する箇所

ｅ．単純梁の下端筋

鉄筋のフック

丸　鋼異形鉄筋

あきd 0

間隔

d 0 d あ き d

間 隔
柱

梁

図の　印の鉄筋の重ね継手の

末端にはフックが必要

ＰＣ杭、又はＰＨＣ杭の全てに補強を行う( 1 )

所 定 の 位 置 に 止 ま っ た 場 合 所 定 よ り 低 く 止 ま っ た 場 合

ｌ＞

但しｌ≦ の場合

の場合は工事監理者の指示による

（地震力等の水平力を考慮する必要のある場合は、別途検討すること。）

Ｌ
1 D

a = 1 . 5 x（呼び名の数値）

6   - @ 1 0 0 0

a

a

a

4 d

a

6   - @ 1 0 0 0

a

a

4 d

( 6 ) 二段筋の保持

かつ、２本の一段太い鉄筋とする

1 0 0 以下とするＤの範囲の柱の帯筋は一段太いものか、又はダブル巻きとし＠

梁
Ｄ

2
Ｌ1

.
5
D

P
P

①

①

柱Ｄ

柱幅と斜材幅が異る 柱脚で斜材となる

5 0 dＬは 以上かつ ㎝以上とする3 0

Ｌ

1 2 d

2 d

l5 d

2 d

ｌは片面溶接 1 0 d

両面溶接 5 d 以上

とする

Ｌは中間部

1 . 5 巻以上

5 0 d かつ 以上3 0 0

末端部の添巻は

Ｌ

1 2 d

1 2 d

以上1 0 d

Ｗ型（溶接型）ロ

1 5 d

Ｓ型（スパイラル型）ハ

以上5 d

Ｌ 以上1 5 0
1

筋並びには りのせいが小さく、
鉄筋のフッ クは柱頭の四隅の鉄

2
Ｌ

以
上

4
0
0

さ が不足す る箇所に付ける

0
ｈ

0
ｈ

/
2
+
1
5
d

ｈ
0

/
2
+
1
5
d

ｈ
0

2
Ｌ

設 計応力に 対して必要な定着長

以
上

4
0
0

2
Ｌ

( 2 ) 柱主筋の定着

( 5 ) せいの高い梁のあばら筋

加工要領図

水平ハンチの場合のあばら筋加工要領

梁
幅

ハ
ン

チ

〇イ

D

D : 1 5 0 0 を超える場合

8
d

8
d

イ〇の拡大図

e   D / 6≦

6 d

1
0
0

又は同サイズ２本

帯筋より１サイズ太く

D

4
0
0

Ｌ
2

1
0
0

6 d

e e

1 5 d

6 d

＞e   D / 6

( 5 ) 絞り

注１．

注２．

1 . 5

2 - D 1 3①の鉄筋は

①

柱Ｄ 柱Ｄ

2
Ｌ

P
P

2
Ｌ

1
.
5
D

2
Ｌ

2
Ｌ

2
Ｌ

①

2

Ｌ

柱幅と斜材（柱又は梁）幅が同一

斜め柱・斜め梁( 4 )

主筋の位置をさける

注２．

注１． 第１帯筋は、梁づらに入れる

Ｗ型で現場溶接をする場合は

注３．

交互とする

フックおよび継手の位置は、

　型目6 d

8
d

6 d

日型

4 d

1 3 5

口型

6 d

イ Ｈ型（タガ型）
以下

〃

1

Ｐ1

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
Ｐ

1 5 0

1 5 0以下

｝
設
計
ピ
ッ
チ
以
下

第１帯筋

第１帯筋

帯 筋( 3 )

標
準

ｈ
0

0
ｈ

/
4

/
4

ｈ
0

/
2

0
ｈ

/
4

/
4

0
ｈ

圧 接継手 重ね継手

継手の 好ましい位置

0
ｈ

/
2

1
0
0
0

0
ｈ

柱主筋の継手( 1 )

( 4 )

ハンチ 梁幅 ハンチ

※｛
1

6～8

2
-
D

※
　

｛

柱

※一般のあばら筋と同様のものを２本束ねる

2 - D

鉄筋コンクリート構造配筋標準図 ( 1 )
基 　 礎4 .

一 般 事 項1 .

3 . 杭 地 中 梁5 .

6 . 柱

鉄筋の投影定着長さ( 4 )

鉄筋の種類
コンクリートの
設計基準強度 L a L b

２４，２７

２１

３０、３３ , ３６

SD2 9 5 A
SD2 9 5 B

２４，２７

２１

３０、３３ , ３６

SD3 4 5

２４，２７

２１

３０、３３ , ３６

SD3 9 0

１５ ｄ

１５ ｄ

１５ ｄ

１５ ｄ

１５ ｄ

１５ ｄ

１５ ｄ

１５ ｄ１５ ｄ

１５ ｄ

２０ ｄ ２０ ｄ

２０ ｄ

２０ ｄ

２０ ｄ

２０ ｄ

２０ ｄ

２０ ｄ

L a : 梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ

L b : 小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ

( 基礎梁、片持梁及び片持スラブを含む ）

( 片持小梁及び片持スラブを除く ）

軽量コンクリートの場合は、表の値に５ ｄ を加えたものとする。

３５ｄ
または２５ｄフック付

２０ｄ
または１０ｄフック付

１０ｄ
かつ１５０ｍｍ以上

５０ｄ
または３５ｄフック付
４５ｄ
または３５ｄフック付

４０ｄ
または３０ｄフック付

片持小梁は２５ ｄ 片持スラブは２５ ｄ

３０ｄ
または２０ｄフック付

２４，２７

２１

３０、３３ , ３６

SD3 9 0

４０ｄ
または３０ｄフック付
４０ｄ
または３０ｄフック付

３５ｄ
または２５ｄフック付

( 3 ) 鉄筋の定着及び重ね継手の長さ

普通、軽量コン

クリートの設計

一 般 ( L  )

小 梁 ス ラ ブ

定 着 の 長 さ

下 端 筋 ( L  )

特別の定着及び

重ね継手の長さ
基準強度の範囲

（Ｎ/ｍｍ2 ）

３５ｄ
または２５ｄフック付

４０ｄ
または３０ｄフック付

２ ( L  )

３

１

３５ｄ
または２５ｄフック付
３５ｄ
または２５ｄフック付

２０ｄ
または１０ｄフック付

１０ｄ
かつ１５０ｍｍ以上

４５ｄ
または３０ｄフック付

鉄筋の種類

２０ｄ
または１０ｄフック付

１０ｄ
かつ１５０ｍｍ以上

４０ｄ
または３０ｄフック付

片持小梁は２５ ｄ

片持小梁は２５ ｄ

片持スラブは２５ ｄ

片持スラブは２５ ｄ

２４，２７

２１

３０ｄ
または２０ｄフック付

３０、３３ , ３６
３０ｄ
または２０ｄフック付

３５ｄ
または２５ｄフック付

SD2 9 5 A
SD2 9 5 B

２４，２７

２１

３５ｄ
または２５ｄフック付

３０、３３ , ３６

SD3 4 5

※柱内に定着する大梁の主筋の定着長は４０ｄ以上とする。

( 2 ) 鉄筋中間部の折曲げの形状　鉄筋の折曲げ角度　　以下

図

d

R 以上
1 9  

D 1 9

D 1 6

1 6  

以下
D 1 6

1 6  

S R 2 3 5 , S D 2 9 5 A

S D 2 9 5 B , S D 3 4 5

鉄筋の種類

S R 2 3 5 , S D 2 9 5 A

S D 2 9 5 B , S D 3 4 5

鉄 筋の 径に よ鉄筋 の使 用 箇

所に よる 呼 称

スパイラル筋

あ ば ら 筋

帯 筋

上記以外の

鉄筋

以下

1 9  ～ 2 5  

D 1 9 ～ D 2 5

2 8  ～ 3 2  

D 2 9 ～ D 3 8

9 0

る 区 分

以上4 d

8 d

3 d 以上

以上6 d

鉄筋 の折 り 曲げ

内 のり 寸法（　）R  

以上

R

d

の 末端 部 ま たは ス ラ ブ と同 時 に

打 ち込 む Ｔ 形お よ び Ｌ 形梁 の キ

9 0折 曲角 度 　 　は ス ラ ブ 筋・ 壁 筋

ャ ップ タ イ にの み 用 い る。

キ ャッ プ タ イd

以
上

8
d

※ 片持 ス ラ ブ上 端 筋 の 先端

余 長 余
長

余
長

（※　　以上）6 d以上 4 d  （※　　以上）4 d  8 d以上4 d 以上鉄筋の余長

折曲げ内法寸法Ｒは、 S D 2 9 5 A ､ S D 2 9 5 B ､はS R 2 3 5

S D 3 4 5

以上、

の D 1 6

3 d

以下は、3 d 以上、D 1 9 以上4 d以上は

鉄筋末端部の折曲げの形状( 1 )

d

R

d

R

1 3 51 8 0 9 0

d

R図

折曲げ角度

2 . 鉄 筋 加 工 、 か ぶ り

構 造 図 面 に 記 載 さ れ た 事 項 は 、 本 標 準 図 に 優 先 し て 適 用 す る 。( 1 )
記 号( 2 )

ｒ　　半径 　　　中心線＠　　間隔

ＳＴ　　あばら筋 ＨＯＯＰ　　帯筋

CL

ｄ   異形棒鋼の呼び名に用いた数値　丸鋼では径

ｌ　　部材間の内法距離

Ｓ．ＨＯＯＰ　　補強帯筋 　　直径又は丸鋼

ｈ　　部材間の内法高さ

Ｄ   部材の成 Ｒ   直径

00

( 3 ) 本 標 準 図 、 構 造 図 面 に 記 載 の な い 事 項 に つ い て は 、 下 記 の 図 書 の
内 容 を 適 用 す る 。

・ 公 共 建 築 工 事 標 準 仕 様 所 （ 公 共 建 築 協 会 ） 　 　
・ 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 配 筋 指 針 （ 日 本 建 築 学 会 ）

一級建築士登録　第 1 7 1 4 3 0 号

構造設計一級建築士　　第 4 6 1 号
内　海　重　光

構造設計

株式会社ファンビーム建築事務所　   　青森県知事　第 6 6 0 号

名久井 高渕 馬渡長畑



訂正 検印 担当主任担当 担当

縮尺

工事名Ｎｏ .

設計年月日 図面名称

図面番号
〒034-0094 青森県十和田市西二十二番町２－４１ FAX 0176(25)2101TEL 0176(25)2100（代）

一級　青森県知事登録　第３９７号

設　　　計

１級建築士登録第 号

長　畑　良　博

２１９７１７

株式会社 Ｒ６．３

２３４７－００

＜車庫兼書庫＞　鉄筋コンクリート構造配筋標準図（2）

Ｓ－０２６風間浦村　役場庁舎等建設工事

鉄筋コンクリート構造配筋

2 - ( 3 )の標準図 による。( 1 )

L =

Ｂ

ＣＡ

長 辺 方 向

短 辺 方 向

短辺・長辺方向下端筋

上端筋

標準継手位置

周 囲 斜 め

各

各

各

各

各

各

1 - D 1 32 - D 1 3

2 - D 1 9

2 - D 1 3

2 - D 1 6

床板厚さＤ

＜Ｄ≦ 2 - D 1 3

Ｄ≦1 5 0

1 5 0 2 0 0

＜Ｄ≦2 0 0 3 0 0

2

がと れ る場 合 でも 柱 中心 線を

以上 又は

L 2

1 8 0

Ｂ

Ｃ Ｃ

Ｃ ＣＡ

Ａ

Ａ ＡＢ

l  / 4X l  / 4

l
 
/
4

X

こ え て中 間 折曲 げ テー ル 長 1 5 0

X

X

l
 
/
4

X

l
 y

l

L
6 0

バー サ ポー ト

D 1 0 - @ 2 0 0 8 0 0無筋部分

設計配筋間隔の／ピッチ1
2

長さ

長さ 2 L 1

以上

以上

a b c d e

D 1 3 - @ 2 0 0　ダブル

2 5 0

D 1 0 - @ 1 5 0

1 2 0 0×6 0 0 以下
２－Ｄ１６

2 D

1L
D 1 6

D
 
 
H
 
 
2
D

≦
≦

5 0 0 5 0 0

D 1 6

1L

D

2 D

D 1 3

2 D

5 0 0 5 0 0

D 1 0 - @ 2 0 0

D 1 0 - @ 2 0 0折 曲

3 0 0 5 0

D
D

D 1 3

6 0 0

D

8
d

D

D 1 3

L

L

1

1

1L
斜め 補 強筋

L
1

L 1

周囲 補強 筋

D 1 3

1L

1
L

D 1 3

D 1 3

1

2 L

2 - D 1 0 ( 9  )

２段4 - D 1 0 ( 9  )

D 1 0 ( 9  ) @ 3 0 0 以内

１段

6 0 0 不要Ｄ＜

以内で割り付ける

≦Ｄ　

D 1 0 ( 9  ) @ 1 0 0 0

6 0 0≦Ｄ＜

1 2 0 0

9 0 0≦Ｄ＜1 2 0 0

9 0 0
腹 筋

幅 止め 筋

印 は 幅止 め 筋

鉄筋 か 、又 は 、同 サイ ズ を２ 本 巻と する 。

つ り上 げ 筋は 、 一般 の あば ら筋 よ り、 １ サイ ズ太 い

補 強 あば ら筋 は 小梁 主 筋側( )

0

に必 ず 入る こ と。

0

CL

0l

つ り上 げ 筋

第 １あ ば ら筋 は 柱面 より 配 筋す る

6 d
6 d

8
d

6 d

6 d

は 継 手の 好 まし い 位置

平 面

D

D 1 6

1L

1L

2 D

D 1 0 - @ 1 5 0
H ≦

≦
D
 
 
H
 
 
2
D

8
d

6 d

4 d

D

4
d

幅 止筋

1
5
0
以

上

CL

※

フック付

D

柱幅

※ 柱 幅が 大き く て、 直 線部 だ けで

正

面

平　面

L 2

片
持

梁
筋

折
曲

げ

あ ば ら 筋
を入 れ る

0ｌ

4
d

腹 筋

斜めでもよい
下向きでもよい

斜めでもよい

一 般 階

折 曲げ 起 点は 中 心線 を こえ る
こ とを 原 則と す る。

最 上 階

つり あ げ筋
（梁 主 筋を 折 曲げ る とき ）

CL

7 5～1 0 0

継手位置は原則として下表による。

2 5 d

フ ック 付 きと す る。

1 5 d

1 0 d １５０かつ 　 　以 上

肩筋 　　 以 上

1 5 dL 2

D 1 3
D 1 3

L 1

L 1

1
0
d
以

上

D
以

下
D
以

下

２－Ｄ１６

L 1

L
1

2
0
0

注） 設備の小開口が連続してあく場合

は縦、横、斜補強筋とは別に開口

によって切られる鉄筋と同じ鉄筋

を開口をさけて補強する。

孔 と 孔の へり あ き1 0 0 以上

片持床スラブ

定着および継手

a

( 1 ) 一般床スラブb

床板開口部の補強（開口の径 程度の場合）( 4 ) 5 0 0

( 5 )

端部

床板段差

中央 中央

端部

( 6 )
( 7 )

土間コンクリート

軽作業の土間
釜場

a

間仕切壁との交叉部b

( 8 ) 打継ぎ補強（ダメ穴打継面について）

a 大梁

l0

柱幅が大きい場合

小梁の定着b

片持梁の定着c

（３) あばら筋、腹筋、幅止めの配置

( 2 ) 大梁主筋の継手

( 1 ) 定着

( 4 ) あばら筋の型

   両側床版付（Ｔ型）梁で○又は○とすることができる。

( イ）原則として○のフック先曲げとする。片側床版付（Ｌ型）梁で○、

a

a

c b

b

b

（ロ）フックの位置は○にあっては交互、○にあってはスラブ側とする。

S R C の場合 4
d

曲
げ

 
1
8
0

( 5 ) 幅止め筋の本数、加工  

とし、上端筋の下に配筋する。

b

径で

※の個所（入隅）は各階補強する。

3 - D 1 3

l = 1 , 5 0 0

a 補強筋は各 又はスラブ主筋の同一

l
l

※

屋根スラブの補強( 2 )

片持ちスラブ出隅部補強( 3 )

l
2

l
 
/
2

1

L 1

L
1

L
3

補
強

筋
の

定
着

l  / 21

l
2

l  / 21

l
 
/
2

1

出 隅部 分 の補 強筋

注 　　 　 とす る。l  ≧ l1 2 l  ≧ l1 2

出 隅 受け 部

注 　 　　 とす る 。

（ 出隅 部分 補 強配 筋 ）

l1 l1

（ 出隅 受 け部 配 筋）

一 般床 版配 力 筋
出 隅部

L
２

L
２

L２

L２

L２

２L

２L

1 5 d

2 0 d

0l  / 4

1 5 d 2 ｌ  / 3

2 5 d

端部先端

0

L２

l  / 4 0l  / 2 l  / 4

L
２

L１

0

連続端

正　面

0

最終端
/2

1

/2
1

CL

l 0

θ= 4 5

1 5 d1 5 d0l  / 4

l  / 62 5 d

B

B

B

l  / 4

2 0 d2 0 d

２L

La

ス ラブ に 上端 筋 があ る 場合

c 床に

d

b 柱に（平面図）

（ 非 耐力 壁 とス ラ ブが 取り 合 う場 合 ）

横 筋の 配置 は 上下 端 とも

配 置す る。

梁 、又 は床 面 に一 段 目を 一本 目 を配 置 する 。

縦筋 は 、柱 面 に

壁と壁（平面図）

ダブル配筋シングル配筋

a 梁に

D

柱

t 1 / 1 0 0は階 高 の 程度

を
超

え
る

2
L

か
つ

中
心

線

程 度

2L

程 度

かつ柱中心線を超える

ス ラブ に 上端 筋が な い場 合

〇イ

受筋 D 1０

D 1０受筋

〇 は 壁配 筋と 同 じ

〇イ

イ

定着

スリット部 （設計図に記入のあるとき）

部分スリットの場合

スリ ット 部 の鉄 筋 の被 り厚 さ は

かぶ り 厚さ の表 、 最少 か ぶ2 ( 4 )

り厚 さ以 上 とす る 。 W
W

t

≦W D / 6 , W

t

t / 2 ㎝かつ 72 5 0 2 5 0

4 0 0D 1 0 @

L
２

L
２

L２
L２
L２ L２ L２

L２L２

L２

L
２

L
２

L
２

L
２

a

D 1 3

D 1 3

D 1 3D 1 3 2 - D 1 3 2 - D 1 3

D 1 3

1 0 0 0

1 0 0 0
D 1 3

1 5 0
1 5 0

L２

( 1 )

( 2 )

L
２

補 強筋 は 、梁 主 筋の １段 落 し径 （

以 上） と する 。

あ ばら 補 強筋 は 、梁 と同 径 、同 ピ ッチ

と する 。

D 1 6

D ≧ 4 0 0

ピッ チ は、 梁 の腹 筋 と合 せる 。

の場 合 は補 強筋 を ３本 と する 。

腹 筋 D 1 0

増 打コ ン クリ ー ト補 強と 同 様と す る。

梁 下端 増 打コ ン クリ ート の 場合 も 上端

ハ ッチ 部 分は 増 打コ ンク リ ート を 示す 。

3
0
0

a

D

a

補強筋

3 0 0

D 1 0

補強筋幅止筋

補強筋

あ
ば

ら
補

強
筋

あばら補強筋梁( 2 )

)( 増築時の鉄筋継手工法を考慮して措置する。

将来増築予定のコンクリート増打ち部分は、

5
0
 

≧
L

1

L
1

D 1 3

≧
1

L

5
0
 

1

5 0  

≧ L

≧ 1L

5 0  5 0  

≧ 1L

D 1 3

D 1 3

( 1 ) 柱、梁 地中梁( 2 ) ( 3 ) 床版、壁

7 0 　＜　 ａ 　≦　 2 0 0

① 梁貫通補強筋の名称及び定着

下縦筋 下縦筋

上縦筋

縦筋

あばら筋

斜め筋

横筋

上縦筋
あばら筋

斜め筋

横筋

縦筋

L1

L1

1L

L1

L1

1L

ａ．100≦φ＜150 ｂ．150≦φ

② 補強基準配筋

□　在来型による補強は下記（2）による。

(2) 在来型梁貫通補強

1)． 孔の径は梁せいの1/3以下とし、孔が円形でない場合はこれの外接円とする。

2)． 孔の上下方向の位置は梁せい中心付近とし、梁中央部下端よりＤ/3（Ｄは梁せい）の範囲に

　　 設けてはならない。

3)． 孔は、柱面から、原則として、1.5Ｄ以上離す。ただし、基礎梁及び壁付帯梁は除く。

4)． 孔が並列する場合の中心間隔は、孔の径の平均値の３倍以上とする。

5)． 縦筋および上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。

6)． 補強筋は、主筋の内側とする。

7)． 孔の径が梁せいの1/10以下、かつ、150mm未満のものは鉄筋を緩やかに曲げることにより、

     開口部を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。

(3) その他

鉄筋コンクリート構造配筋標準図 ( 2 )
大 梁 、 小 梁 、 片 持 梁7 . 床 版8 .

9 .

(1) 梁貫通補強筋

梁貫通孔の補強は下記による。

１２ . 梁貫通補強筋

１１ . 増 築 予 定

壁

ハ ッ チ部 分 の面 積

補 強 タテ 筋

A ㎝2

A A A5 0 0 5 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1 5 0 0＜ ＜ ≦ ＜

4 - D 1 6 6 - D 1 6

≦

3 - D 1 6

※柱 と同 径 、同 ピ ッチ と する 。印 は 補強 筋

B

※

3 0 0 a

※

a3 0 0

ハ ッチ 部分 は 増打 コ ンク リー ト を示 す 。

増打するときは事前に設計者、

及び工事監理者と打合せのこと

柱

(

7 0 　＜　 ａ 　≦　 2 0 0a
3
0
0

( 1 )

柱 、 梁 増 打 コ ン ク リ ー ト 補 強１０ .

以内に壁、又は柱がある場合は除く

1
0
0
以

下

以 上

D 1 0 @ 6 0 0

D 1 0 @ 4 0 0

D 1 3

0
h

t

D 1 3

（但 し 、H ＞ 8 0 0 以 上 の場 合、

設 計図 に よる ）

t

D 1 0 @ 4 0 0
D 1 3

D 1 0

D 1 3h
0

h D 1 0 @ 6 0 0

D 1 0 @ 4 0 0

D 1 3

以下とする。但し直交方向 2 5 t

注）　はコンクリートブロック段数調節寸法とする。但し、 ≦ h2 0 0 4 0 0≦

注）継手部は必ずモルタルをてん充すること

h

h 0 ≦ 2 5 t注） かつ 3 5 0 0

H

以
下

1
0
0

以 上1 5 0 ダ ブルD 1 0 - @ 2 0 0

D 1 0 - @ 2 0 0 ダ ブル

D 1 0 @ 2 0 0

D 1 3
手摺、パラペット パラペット

手摺

下部防水立上りのある場合一般の場合

コンクリートブロック帳壁

H

D 1 3

1 2 0

D 1 3

L
１

L
１

L
１

L
１

L
１

L
２

L２ L２ L２ L２

L２ L２L２ L２

( 3 )

( 4 )

L
１

)

たて筋、よこ筋の配置( 5 )

階段を支持する壁については、たて筋を外側、よこ筋を内側として配筋する。
貫通孔径

100≦φ＜150

150≦φ＜200

200≦φ＜300

300≦φ＜400

斜め筋 縦  筋 横  筋 上下縦筋

■　既製品による補強は下記による。

■　使用する既製品は、大臣認定取得品（同等品）とする。

■　既製品の適用条件は認定内容の範囲内とする。

■　使用に際しては、事前に監理者に報告すること。

□　在来型　   　■既製品      □その他

■　在来型の使用に際しては、補強内容の詳細を事前に監理者に報告すること。
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仮付位置

（ｄ） 溶接姿勢

下向　Ｆ 上向　Ｏ横向　Ｈ立向　Ｖ

良

開先面

仮付溶接

裏はつり側にする。

（ａ） 本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの併用はしてはならない

（ｂ）

（ａ） 構造設計仕様による

適用範囲は、鋼材を用いる工事に適用し、かつ鋼材の厚さが４０㎜

（ｃ）

（ｃ）

（ｂ）

（ａ）

（２）　工作一般

高張力鋼のひずみきょう正は、冷間きょう正とする

（３）　高力ボルト接合

社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法、精度及び

鋼管部材の分岐継手部の相貫切断は、鋼管自動切断機による

鉄骨製作及び施工に先立って「鉄骨工事施工要領書」を提出し

以下のものとする

その他の結果を添付する

工事監理者の承認を得る

（ｃ）

（ＡＡＧ）

（ＧＣ）アーク手溶接 （ＭＣ）

溶接方法

サプマージアーク溶接機１式

（ロ）

（ハ）

セルフ（ノンガス）シールドアーク半自動溶接 （ＮＧＣ）

アークエアーガウジング機（直流） （ホ）

（ヘ）

アークエアーガウジング

ガスシールドアーク半自動溶接

溶接棒乾燥器

溶接電流を測定する電流計

溶接技能者

（ｂ）

（ａ）

溶接機器

溶接技能者は施工する溶接に適応する

交流アーク溶接機（イ） 　３００Ａ～５００Ａ （ニ） 炭酸ガスアーク半自動溶接機

の溶接技術検定試験に合格し引続き、半年以上溶接に従事している者とする

（４）　溶接接合

JIS Z3801 （手溶接）又は ＪＩＳ　Ｚ３８４１ （半自動溶接）

（ｅ）

（イ）

組立て溶接は溶接の始、終端、隅角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は

避ける

組立て溶接技能者は、原則として本工事に従事する者が行う

（ロ） 完全溶込み溶接部の仮付溶接は必ず裏はつり側に施工する

仮付不良 良 仮付不良

（ロ）

Ⅳ）

Ⅲ）

Ⅱ）

Ⅰ）

（イ）

（ｆ） 溶接施工

エンドタブ

接で６㎜、半自動溶接で９㎜以上とする

材質は母材と同質材料とし厚さは手溶

エンドタブの長さは、ＭＣ：３５㎜以上

エンドタブの材質は、母材と同質とする

エンドタブを取り付ける

完全溶込み溶接、部分溶込み溶接の両端部に母材と同厚で同開先形状の

裏あて金

ブレス鋼板タブ、固形タブ使用については、資料を提出して設計者

ＮＧＣ、ＧＣ：４０㎜以上とし特記のない場合は、

溶接終了後、母材より１０㎜程度残し切断して、グラインダー仕上とする

又は工事監理者の承認を得る

（ホ）

をいためない様に、養生を行う

現場溶接の開先面には、溶接に支障のない防錆材を塗布する。又、開先部

励行し、部材に確認マークをつける

規準図の溶接においてＡＡＧと記載のある部分は全て、溶接監理者の確認を

コンクリートに埋め込まれる部分及びコンクリートとの接触面で、コンクリートと

一体とする設計仕様になっている部分は、塗装をしない

（５）　塗　　装

（ハ）

のダブルアールとする

スカラップ　半径は３０～３５㎜と、１０㎜

（ニ） 裏はつり

スカラップはｒ＝２０㎜とする

r
ｒ＝３０～３５㎜

r=10

r=35

スカラップ

但し梁成がＤ＝１５０㎜未満の場合の

エンドタブ

３５㎜以上

かつ２ｔ以上

t

（１）　材料及び検査

ｔ≦６

アーク手溶接、ガスシールドアーク半自動溶接

１（片面溶接）

ｔ≦12

１（片面溶接）２（両面溶接） ２（両面溶接）

及びセルフシールドアーク半自動溶接
サブマージアーク自動溶接

Ｇ
Ｇ＝ｔ 6

ｔ ｔ ｔ

４）かど継手の開先標準（単位：mm）

6＜ｔ≦19 12＜ｔ≦19

2

7

ｔ 2
Ｓ

ｔ

7

2 ｔ 6
Ｓ

35° 35°45°

1/4 t≦Ｓ≦10 1/4 t≦Ｓ≦10

50°

19＜ｔ≦40 19＜ｔ≦40

7

2 D2

D1
ｔ

Ｓ
2

7

ｔ

2

ｔ

Ｓ
6

D2

D1

35° 35°45°
60°

60° 60°

D1 =2(ｔ－2) / 3

D2 =(ｔ－2) / 3

1/4 t≦Ｓ≦10

D2 =(ｔ－6) / 2

D1 =(ｔ－6) / 2

1/4 t≦Ｓ≦10

１）隅肉溶接の開先標準（単位：mm）

（アーク手溶接、ガスシールドアーク半自動溶接及びセルフシールドアーク半自動溶接）

ｔ≦16

１（片面溶接）

ｔ≦16 16＜ｔ≦40

２（両面溶接）

Ｓ

Ｓ

Ｓ

ｔ

Ｓ

Ｓ

Ｓ Ｓ

ｔ

Ｓ Ｓ

Ｓ

Ｓ

６０°

2

Ｓ

６０°

2

ｔ

２）隅肉溶接のサイズ（単位：mm）

15７

5

ｔ

ｓ

５

4

４

3

６

5

11

8

９

7

８

6

10

8

13

10

12

9

14

10 11

2519

11

16

12

22

13 15

28

17

32

19

36

21

40

24

（６）　接合部詳細図

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

F F

L

１
５

０
以

下

８０以下 根巻の場合

接しないこと
フランジが柱のＲに

内ダイヤフラム

θ＝７５°～１０５°

ｔ＞柱フランジのプレート厚

スカラップ部分は
回し溶接する

エンドタブが互に
あたらぬこと

以上かつ
１

０
０

以
上

内ダイヤフラム

F

H 1 H 2 A 1 2A

H 1 H 2 2AA 1

H 1 H 2 2AA 1

1 22

Ａ　－　Ａ　断面図

角のＲに接しないこと

内ダイヤフラムの場合は柱の

以
上

2
5

25 以上

ガス抜き

φ＝２０

平面詳細

（柱が途中で折れる場合，及梁成が異なる場合）

（２）　隅肉溶接

１）鋼管柱・角形鋼管柱（通しダイヤフラムの場合）

H 1B

H 1B

H 1B

TH 1

TH 1

TH 1
TH 1

H 1B

TH 1

F2

１）突合わせ継手の開先標準（単位：mm）

１（片面溶接）

ｔ≦６

アーク手溶接、ガスシールドアーク半自動溶接

及びセルフシールドアーク半自動溶接

２（両面溶接）

ｔ≦12

２（両面溶接）

サブマージアーク自動溶接

6＜ｔ≦19 12＜ｔ≦22

Ｇ
Ｇ＝ｔ

ｔ

6

ｔ ｔ ｔ

2

7

ｔ 2 ｔ

6

ｔ2 6

35° 45° 30°
60°

ｔ

19＜ｔ≦40 22＜ｔ≦40

7

2

ｔ
D1

D2

2

6

ｔ ｔ

2

6

D2
ｔ

D1

60°

60°

60°

35° 30°45°

D1 =(ｔ－6) / 2

D2 =(ｔ－6) / 2D2 =(ｔ－2) / 3

D1 =2(ｔ－2) / 3

１（片面溶接）

６＜ｔ≦40

２（両面溶接）

６＜ｔ≦19 19＜ｔ≦40

アーク手溶接、ガスシールドアーク半自動溶接及びセルフシールドアーク半自動溶接

0

7

Ｓ Ｓ
Ｓ

ｔ
2

Ｓ
Ｓ

ｔ ≧ 2
ｔ ≧ 0 ≧

60
°

60
°

75
°

45
°

2/3 (ｔ-2)1/3 (ｔ-2)

35° 45°
60°

1/4 t≦Ｓ≦10 1/4 t≦Ｓ≦10 1/4 t≦Ｓ≦10

３）部材が直交しない場合の開先標準（単位：mm）

ｔ≦６

アーク手溶接、ガスシールドアーク半自動溶接

及びセルフシールドアーク半自動溶接

１（片面溶接） １（片面溶接）

（サブマージアーク自動溶接）

２（両面溶接）

ｔ≦12

２（両面溶接）

6

2

Ｓ

ｔ

6

ｔ

Ｓ
2 ｔ ｔ

35° 35°

1/4 t≦Ｓ≦101/4 t≦Ｓ≦10

6＜ｔ≦19 12＜ｔ≦22

7

2
Ｓ

7

ｔ

Ｓ
Ｓ

2 ｔ
Ｓ

2 ｔ

Ｓ
Ｓ

6 ｔ

35° 35°45°
60°

1/4 t≦Ｓ≦10 1/4 t≦Ｓ≦10 1/4 t≦Ｓ≦101/4 t≦Ｓ≦10

19＜ｔ≦40

7

2

Ｓ

ＳＳ

６０
。

7
６０°

D1

D2
ｔ 2

Ｓ

ｔ

22＜ｔ≦40

2

Ｓ

ｔ 6
Ｓ

D1

D2
ｔ

35° 35°45°
60°

1/4 t≦Ｓ≦10 1/4 t≦Ｓ≦10
D2 =(ｔ－2) / 3

D1 =2(ｔ－2) / 3

D2 =(ｔ－6) / 2

D1 =(ｔ－6) / 2

1/4 t≦Ｓ≦10 1/4 t≦Ｓ≦10

１（片面溶接）

B

B B

B

B

B

B

B

B

B

T

T

T

T

A

A

A A

A

AT

T T

T

B

H 1 1A A 2

H 1 1A A 2H 2

H 1 H 12 A A 2

H 2H 1 H 1 H 2

H 1 H 2 H 1 H 2

H 2 H 1H 1 H 2

H 1 H 2

（１）　完全溶込み溶接

２）Ｔ型継手の開先標準（単位：mm）

BH 2

TH 2

ｔ

ｔ

ｔ

TH 1

F2

Ａ　－　Ａ　断面図

F2

F2

TH 1F2

TH 1

TH 1

TH 1

TH 1

TH 1

（アーク手溶接、ガスシールドアーク半自動溶接及びセルフシールドアーク半自動溶接）

16≦ｔ≦40

２（両面溶接）

部分とけこみ溶接

16

40

2

Ｓ D1 D2Ｓ

ｔ

D2 =(ｔ－6) / 2

D1 =(ｔ－6) / 2

1/4 t≦Ｓ≦10

45° 45°

（注）片面溶接を行う場合には、原則として、
　　　部分溶接を行わない側に隅肉溶接を行う。

（アーク手溶接、ガスシールドアーク半自動溶接及びセルフシールドアーク半自動溶接）

３（軽量形鋼Ｖ形溶接）２（丸鋼等両面溶接） ４（軽量形鋼レ形溶接）

ｔ≧３のときＳ＝ｔ

ｔ＜３のときＳ＝３ ｔ＜３のときＳ＝３

ｔ≧３のときＳ＝ｔ

Ｓ ｔ ｔ Ｓ

d/2

d/2

補　助　記　号

Ｌ　－　Ｐ

P

FL3 FL4

2H

２）Ｈ形鋼柱（柱通しの場合）

１）部分溶込み溶接の開先標準（単位：mm）

12≦ｔ≦40

１（片面溶接）

部分とけこみ溶接

22

13Ｄ 10

ｔ 12

1211

1916

Ｓ

3628

1413

25

15 15

32

Ｓ

Ｄ Ｓ

ｔ

1/4 t≦Ｓ≦10

45°

（４）　隅肉溶接

１）フレア溶接の開先標準（単位：mm）

１（丸鋼等片面溶接）

ｄ ｄ

ｄ ｄ

ｄ

d/2 d/2

d/2 d/2

d/2

d/2

d/2 d/2

（５）　溶接の補助記号

区　　　　分

現　　　　　　　　　接場　 　溶

全　　　　　　　　　接周　 　溶

全　周　現　場　溶　接

断続溶接の長さ及び間隔

（３）　部分溶込み溶接

P

FL1

H 1

FL2

平面詳細
H 1B

TH 1

TH 1TH 1

鉄骨構造標準図 （１）

２．溶接規準図１．一般事項

名久井 高渕 馬渡長畑



訂正 検印 担当主任担当 担当

縮尺

工事名Ｎｏ .

設計年月日 図面名称

図面番号
〒034-0094 青森県十和田市西二十二番町２－４１ FAX 0176(25)2101TEL 0176(25)2100（代）

一級　青森県知事登録　第３９７号

設　　　計

１級建築士登録第 号

長　畑　良　博

２１９７１７

株式会社 Ｒ６．３

２３４７－００

＜車庫兼書庫＞　鉄骨構造標準図（2）

Ｓ－０２８風間浦村　役場庁舎等建設工事

鉄骨構造標準図 （２）
３．継手規準図、その他

高力ボルト

（溶融亜鉛メッキ
　　高力ボルト含む）

普通ボルト

アンカーボルト

ボルトの孔称軸径　d

d + 2.0

d + 0.5

d + 5.0

d は27mm未満

－

－

孔径　（単位:mm）

（注）

epp

e p

M12

M16

M20

M22

M24

40 60

45 70

縁端距離 ボルト間隔
ねじの呼び

（注）母屋、胴縁類の取付け用ボルトの場合は、d+1.0とすることができる。

（２）縁端距離及びボルト間隔（単位：mm）

ゲージ
ねじの呼び

g
M12,M16,M20,M22

千鳥打ちのボルト間隔　Pt

M24

50

45

40

25

35

-

65

60

55

45

50

40

35

40

45

55

50

60

Pt

g

（３）千鳥打ちのゲージ及びボルト間隔（単位：mm）

g1 g2

B

g1
A

g1g2 g2

B

g3

B

※１　千鳥打ちとした場合

はＢ

A又

45

50

60

65

70

75

80

90

100

125

130

150

175

200

g1

25

28

35

35

40

40

45

50

55

50

50

55

60

60

g2

35

40

55

70

90

軸径

最大

12

16

16

20

20

22

22

24

24

24

24

24

24

24

B

100

125

150

175

200

250

300

350

400

g1

56

75

90

105

120

150

150

140

140

g2

40

70

90

軸径

最大

16

16

22

22

24

24

24

24

24

g3B

50

65

70

75

80

90

100

30

35

40

40

45

50

55

軸径

最大

12

20

20

22

22

24

24

※１

（注）引張材の接合部において、せん断力が３本以上並ばな
　　　い場合の縁端距離は、特記による。
　　　（特記がない場合はボルト軸径の2.5倍以上とする。）

（１）　ボルト孔の径

（４）形鋼のゲージ及びボルト最大軸径（単位：mm）

（５）大梁と小梁（ピン接合）

（６）梁と柱（ピン接合）

F2

F2 F2

※ガセットプレートのサイズ、寸法は特記による。

※ガセットプレートのサイズ、寸法は特記による。

（柱フランジに接合する場合） （柱ウェブに接合する場合）

F2

(1)注

d 1

最大

最小

切板製

平鋼製

種　類

ねじの呼び

本　数

取付ボルト

板厚

板厚

ねじの呼び（ｄ）

軸径

(2)

　鉄筋ブレース

ボルト端から取付ボル
ト穴心のあき（最小）

溶接長さ（許容差+10，0）

調整ねじの長さ　S（許容差+25,-8）

取付ボルト穴径　R（許容差0,-0.5）

はしあき　e1（許容差+5,0）

t

t

100

40

M12

1

e3

ＪＩＳ　Ｂ　１１８６　２種高力ボルト（Ｆ１０Ｔ）又は

ＪＩＳ　Ｂ　１１８０　中８ｇ　１０．９

50

52

6

25

6

28

40

17

115

M14

1

M16

125

17

45

28

6

25

6

59

55

M16

1

M16

60

66

9

32.5

9

34

50

21.5

140

M18

1

M20

150

21.5

50

34

9

32.5

9

66

75

M20

M20

1

175

21.5

50

38

9

37.5

9

70

85

M24

M20

2

85

73

9

37.5

9

38

55

23.5

165

M22

M22

1

9

9

55

23.5

M22

55

23.5

M22

M27 M30 M33

10.83

10.59

12.66

12.41

14.66

14.41

25.00

24.69

27.67

27.34

30.67

30.34

200 200 225

17 21.5

40 50

28 45 45 50

6

12

12

12

12

6

へりあき　e2
（許容差+10,0）

へりあき　e2
（許容差+10,0） 25 45 45 50

52 72 83 90

90 95 110

M16 M20

2 2 2

溶融亜鉛メッキ付き炭素鋼製品は、M10～M22とする。

溶融亜鉛メッキ付き炭素鋼製品は、全周溶接を施さなければならない。(2)

(3) 羽子板とカセットプレートとの接合は、表に示す取付けボルトを使用し、一面せん断（支圧）接合とする。

　羽子板ボルト

d

S

1
d

t

1
d

S

d

t

長さ

長さ

R

3e

e
2

1e

3e e 1

RR
e 1

e
2

60

FL2

FL2

せん断部にねじ部がかからない取付けボルトを選定しなければならない。

溶融亜鉛メッキ付き炭素鋼製品の場合は、JIS B 1186に規定する1種F8TAに準じるものを使用する。

e1,e2が確保されていれば形状は自由でよい。

(4)

(5)

（JIS規格品とする・・・JIS A 5540～5541）(８)

（７）柱-柱継手（角型鋼管の場合）

　（羽子板ボルトの形状および寸法　M12～M33）

16.33 18.33

16.07 18.07 20.07

22.00

21.69

20.33

梁との溶接およびコネクター

１６φ＝＠２００
アークスポット溶接

水平ブレース

受梁へのかかり寸法および端部処理

　（注）建築基準法に基づき認定（構造用および耐火構造用）を受けた合成床版用デッキプレートの取付け方法は、特記による。

スタッド材の標準形状・寸法

D

d

T

L

形状

ｍｍ ｍｍ ｍｍ ｍｍ
呼び名

軸径ｄ

13.0 22.0 10.0

16.0 29.0 10.0

19.0 32.0 10.0

22.0 35.0 10.0
φ２２ｍｍ

φ１９ｍｍ

φ１６ｍｍ

φ１３ｍｍ

スタッド材

頭径Ｄ 頭高さＴ

±0.3 ±0.4

±0.3 ±0.4

±0.3 ±0.4

±0.3 ±0.4

呼び長さＬ（標準）

80,100,120

80,100,120

80,100,130,150

80,100,130,150

ｅ≧３５ｍｍ

梁上通しの場合

e e e

既製品面戸（鉄板） 折曲加工

ee

あて板（鉄板） あて板（非金属）

50-400

e e

梁上切断の場合

スラブ端部の補足材 補足受材

50

Ｌ形鋼
50-200

F1

3050

PL50x6

PL-1.6

e

50-400

F1 BH 2

PL-1.6

３００以下 ６００以下

e
L-50x50x6 @<600

50-400

50-400

F2

F1
F1

（８）デッキプレート

PL-3.2

（９）頭付きスタッド (JIS　B　1198)

Ｌ－６５ｘ６５ｘ６以上 Ｌ－６５ｘ６５ｘ６以上

鉄骨梁

スライド構法挿入筋構法

ＡＬＣ壁パネル

鉄骨梁

スライドハタ金物

シーリング材

鉄筋９φまたはD10，l＝1000 鉄筋９φまたはD10，l＝1000

受け金物　ｱ) 6

鉄骨柱

フックボルト１２

鉄骨柱

フックボルト１２

シーリング材

ＡＬＣ壁パネル
シーリング材ＡＬＣ壁パネル

ボルト止め構法 カバープレート構法

カバープレート 　ｱ) 2.3

は３Φまたは     のうち小さい方とする。   ｅ ≧Ｈとする。

 　1

Φ

 　2

補強プレート

0～5 0～5

20

LC

50ｔf

ｔw ｔp

100以下

C

補強トラス

60° 0～5 0～5

B

ｔf

L

ｔf

F2

F1 F1

F1

F2

F2

F2

TH （自然開先）

ＡＬＣ壁パネル

シーリング材

タテカベプレート　ｱ) 6

（10）ALC取付要領

（11）梁貫通補強

H

e

 　1

5
0

 
　

2

5
0

１）補強プレート法

60°

Φ

50

２）補強トラス法

縦壁構法

横壁構法

エ
レ

ク
シ

ョ
ン

ヒ
ー

ス BH 1

BH 1

BH 1

（内ダイヤフラムがない場合）

（内ダイヤフラムがある場合）

F2

F2

一級建築士登録　第 1 7 1 4 3 0 号

構造設計一級建築士　　第 4 6 1 号
内　海　重　光

構造設計

株式会社ファンビーム建築事務所　   　青森県知事　第 6 6 0 号

150

80

内ダイヤフラム
（厚さは特記による）

名久井 高渕 馬渡長畑



訂正 検印 担当主任担当 担当

縮尺

工事名Ｎｏ .

設計年月日 図面名称

図面番号
〒034-0094 青森県十和田市西二十二番町２－４１ FAX 0176(25)2101TEL 0176(25)2100（代）

一級　青森県知事登録　第３９７号

設　　　計

１級建築士登録第 号

長　畑　良　博

２１９７１７

株式会社 Ｒ６．３

２３４７－００

A 1 : １／１００
A 3 : １／２００＜車庫兼書庫＞　基礎・１階床梁伏図、基礎リスト

Ｓ－０２９風間浦村　役場庁舎等建設工事

一級建築士登録　第 1 7 1 4 3 0 号

構造設計一級建築士　　第 4 6 1 号
内　海　重　光

構造設計

株式会社ファンビーム建築事務所　   　青森県知事　第 6 6 0 号

名久井 高渕 馬渡長畑

X1

Y1

No.5  TP 28.95m GL＝T.P 27.086m

地　　層深
さ

N

10 20 30 40 50

1
,
8
6
4

GL

1
,
5
5
0

凝　灰　岩

砂　　礫

火山灰質粘性土

値

13

75

150

250

250

214

5

X方向

Y
方

向

S=1/100基礎・１階床梁伏図 特記外は下記による。

1FL=GL+150

スラブ天端＝1FL-10

スラブ天端はフカシ厚を除く

基礎梁天端＝1FL-350

基礎下端＝ 1FL-1,700(GL-1,550)

X2 X3 X4 X5 X6

Y2

Y3

Y4

3
,
8
0
0

1
2
,
5
0
0

35,000

6,500 6,500 6,500 7,500 8,000

200

2
0
0

2
0
0

S1 S1 S1 S1 S1

S1 S1 S1 S1 S1

S1 S1 S1

F1 F1

F1F1 F1

F2 F2

F2

F2

F2F2

F3

F3

F3

F3

F3

F3 F3

F3

F3 F3

F3

F3

F3

2
0
0

2
0
0

200

C1 C1 C1 C1

C1 C1 C1 C1

C1C1 C1C1

C1 C1 C1 C1 C2

C2

C2 C2

C2

C2FG2 FG2 FG2 FG2 FG2

FG2 FG2 FG2 FG2 FG2

FG2 FG2 FG2

FG2FG2FG2

FG3 FG3

FG3FG3

F
G
1

F
G
1

F
G
1

F
G
1

F
G
1

F
G
1

F
G
1

F
G
1

F
G
1

F
G
1

F
G
1

F
G
1

F
G
1

F
G
1

F
G
1

F
G
1

F
G
1

F
G
1

4
,
3
5
0

4
,
3
5
0

特記外は下記による。
基礎リスト S=1/40

支持層は砂礫または凝灰岩

設計支持力は300kN/㎡（長期）

基礎下地業は下記による。

捨コンクリート

砕石

t=50

t=150

GL
1FL

基礎下端

1
5
0

1
,
5
5
0

4
5
0

5
0

1
5
0

2
0
0

基礎梁上端

9
0
0

1
,
0
5
0

1
,
0
5
0

1,050 1,050

2,100

2
,
1
0
0

GL
1FL

基礎下端

1
5
0

1
,
5
5
0

4
5
0

5
0

1
5
0

2
0
0

基礎梁上端

9
0
0

GL
1FL

基礎下端

1
5
0

1
,
5
5
0

4
5
0

5
0

1
5
0

2
0
0

基礎梁上端

9
0
0

9
0
0

9
0
0

900 900

1,800

1
,
8
0
0

1
,
5
0
0

1,500

750 750

7
5
0

7
5
0

は
か

ま
筋

　
8
-
D
1
3

はかま筋　8-D13
はかま筋　7-D13

は
か

ま
筋

　
7
-
D
1
3

は
か

ま
筋

　
6
-
D
1
3

はかま筋　6-D13

下端筋　13-D19

下
端

筋
　

1
3
-
D
1
9

下
端

筋
　

1
1
-
D
1
9

下端筋　11-D19
下端筋　7-D19

下
端

筋
　

7
-
D
1
9

F1 F2 F3

S1S1
S1 S1F

B
1

F
B
1

C0 C0



訂正 検印 担当主任担当 担当

縮尺

工事名Ｎｏ .

設計年月日 図面名称

図面番号
〒034-0094 青森県十和田市西二十二番町２－４１ FAX 0176(25)2101TEL 0176(25)2100（代）

一級　青森県知事登録　第３９７号

設　　　計

１級建築士登録第 号

長　畑　良　博

２１９７１７

株式会社 Ｒ６．３

２３４７－００

A1:１／４０
A3:１／８０＜車庫兼書庫＞　基礎梁、床版、柱脚、腰壁リスト

Ｓ－０３０風間浦村　役場庁舎等建設工事

一級建築士登録　第 1 7 1 4 3 0 号

構造設計一級建築士　　第 4 6 1 号
内　海　重　光

構造設計

株式会社ファンビーム建築事務所　   　青森県知事　第 6 6 0 号

備　考

1 . 増打ち要領 2 . 増打主筋定着 3 . 大梁主筋の上下

腹 筋 と 同 径 で ＠ 30 0

h
L
2

ス タ ー ラ ッ プ と 同 径 、
           同 間 隔

D22 @2 0 0

ス タ ー ラ ッ プ と 同 径 、
           同 間 隔

L2

E

腹 筋 と 同 径 で ＠ 300

D2 2  @20 0

5 0増 打 主 筋
(     )
大 梁 主 筋 は 上 端 筋 、 下 端 筋 と も 、 X方 向
      大 梁 主 筋 を 上 通 し と す る 。

X方 向 上 端 筋Y方 向 上 端 筋

X方 向 下 端 筋Y方 向 下 端 筋

h , E ＞ 1 0 0 のとき ( h , E ≦ 1 0 0 は不要）

名久井 高渕 馬渡長畑

位　置

S=1/40基礎梁リスト

符　号

断　面

上　端　筋

下　端　筋

b x D

STP

腹　筋

400 x 1,250

3. 幅止筋　D10＠1，0001. STP    -D13@200 2. 腹筋　6-D13 4. 梁下地業  捨コン t=50  砕石　t=60　特記外

床版リスト
1.1階床下地業は下記による。

捨コンクリート　t=50
砕石            t=60

符　号 位　置版　厚

上端筋

下端筋

短　辺　方　向

中　央端　部

長　辺　方　向

端　部 中　央

S1
D10・D13  @250

D10・D13  @250

D10・D13  @250

D10・D13  @250
180

柱脚リストS=1/40 S=1/40

1.柱脚コンクリート天端は,1FL-350とする。

主　筋

フープ

C1符  号

断　面

D13       @150

D13       @150

D13       @150

D13       @150

FG1 FG2 FG3

中　央X5 端 X4,X6 端端　部 中　央端　部 中　央

1
,
2
5
0

3
5
0

400

1
,
2
5
0

3
5
02-D19

400 x 1,250 400 x 1,250

4-D22

4-D22 3-D22

4-D224-D22

4-D22

4-D22

4-D22 4-D22

4-D224-D22

4-D226-D22

6-D22

2-D19

400

630

6
3
0

12-D19

□-D13　＠100

C2

630

6
3
0

12-D19

□-D13　＠100

630

6
3
0

12-D19

□-D13　＠100

C0

共通事項FB1

全　断

2-D19

1
,
2
5
0

3
5
0

3
5
0

400

300

7
0
0

300 x 700

4-D16

4-D16

-D10 @200

2-D13

2-D13

腰壁リスト S=1/40

符  号

断　面

たて筋

よこ筋

内部間仕切り壁外周部壁

D10 @200

D10 @200

シングル

シングル

20

4
5
0

3
5
d

D10 @200

D10 @200

シングル

シングル

120

4
5
0

3
5
d

120
80

D13 @200D13 @200 D13 @200 D10 @200

D13 D13



訂正 検印 担当主任担当 担当

縮尺

工事名Ｎｏ .

設計年月日 図面名称

図面番号
〒034-0094 青森県十和田市西二十二番町２－４１ FAX 0176(25)2101TEL 0176(25)2100（代）

一級　青森県知事登録　第３９７号

設　　　計

１級建築士登録第 号

長　畑　良　博

２１９７１７

株式会社 Ｒ６．３

２３４７－００

A 1 : １／１００
A 3 : １／２００＜車庫兼書庫＞　２階床梁伏図、Ｒ階床梁伏図

Ｓ－０３１風間浦村　役場庁舎等建設工事

一級建築士登録　第 1 7 1 4 3 0 号

構造設計一級建築士　　第 4 6 1 号
内　海　重　光

構造設計

株式会社ファンビーム建築事務所　   　青森県知事　第 6 6 0 号

名久井 高渕 馬渡長畑

X1

Y1

X方向

Y
方

向

X2 X3 X4 X5 X6

Y2

Y3

Y4

3
,
8
0
0

1
2
,
5
0
0

35,000

6,500 6,500 6,500 7,500 8,000

200

2
0
0

２階床梁伏図 S=1/100

X1

Y1

X方向

Y
方

向

X2 X3 X4 X5 X6
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Y3

Y4

3
,
8
0
0

1
2
,
5
0
0

35,000

6,500 6,500 6,500 7,500 8,000

200

2
0
0

2
0
0

S=1/100

特記外は下記による。

デッキプレート方向を示す。

特記外は下記による。

デッキプレート方向を示す。

Ｒ階床梁伏図

(   )は、梁天端＝2FL+400～+775

梁天端＝2FL-130

梁天端＝RFL(水上）±0～-325
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G2 G2 G2

C1
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C1 C1 C1

(
G
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折版（ハゼ形　H=166 t=0.8) 屋根ブレース
（梁上端フランジ取付）
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訂正 検印 担当主任担当 担当

縮尺

工事名Ｎｏ .

設計年月日 図面名称

図面番号
〒034-0094 青森県十和田市西二十二番町２－４１ FAX 0176(25)2101TEL 0176(25)2100（代）

一級　青森県知事登録　第３９７号

設　　　計

１級建築士登録第 号

長　畑　良　博

２１９７１７

株式会社 Ｒ６．３

２３４７－００

A 1 : １／１００
A 3 : １／２００＜車庫兼書庫＞　軸組図(1)

風間浦村　役場庁舎等建設工事

一級建築士登録　第 1 7 1 4 3 0 号

構造設計一級建築士　　第 4 6 1 号
内　海　重　光

構造設計

株式会社ファンビーム建築事務所　   　青森県知事　第 6 6 0 号

名久井 高渕 馬渡長畑
Ｓ－０３２

1FL設計GL

RFL(水下)

1
5
0

2
0
0

2FL

1
3
0

3
,
8
0
0

3
,
2
5
0

RFL(水上)

最高高さ
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1
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6,500 6,500 6,500 7,500 8,000

1
5
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3
7
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1FL設計GL

RFL(水下)

1
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2FL
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3
0

3
,
8
0
0

3
,
2
5
0

RFL(水上)
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5
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1
5
0
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3
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5

1FL設計GL

RFL(水下)

1
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2
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0
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1
3
0

3
,
8
0
0

3
,
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RFL(水上)
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8
,
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X1 X2 X3 X4 X5 X6

6,500 6,500 6,500 7,500 8,000

1
5
0

4
,
2
0
0

3
7
5

S=1/100Y1通り　軸組図

S=1/100Y2通り　軸組図

S=1/100Y3通り　軸組図

1
,
5
5
0

1
,
5
5
0

1
,
5
5
0

1
,
3
5
0

1
,
3
5
0

1
,
3
5
0

1
9
0

1
9
0

1
9
0

750200

750200

750200

750 750 750 750 750 750 750

750 750 750 750 750 750 750

750 750 750 750 750 750 750

750 200

750 200

750 200

G2 G2 G2

C1 C1 C1 C1

FG2 FG2 FG2 FG2 FG2F3 F3F2 F2 F3 F3

G2 G2 G2

C1 C1 C1C1

C2C2

FG2 FG2 FG2 FG3 FG3F3 F3F2 F1F1 F1

G2 G2 G2

C1 C1 C1 C1

FG3 FG3FG2FG2FG2 F1 F1 F2F3 F3 F3

G2G2G2

G2G2G2

G4G5

G2 G2 G2

HB1HB1HB1 HB1

HB1 HB1 HB1
T1T1 T1

35,000

35,000

35,000

特記外は下記による。

梁フカシ部分を示す。

C2 C2

G4G5

P0 P0 P0 P0 P0

P1P1

P0 P0 P0P0 P0 P0

C0 C0

B2 B2



訂正 検印 担当主任担当 担当

縮尺

工事名Ｎｏ .

設計年月日 図面名称

図面番号
〒034-0094 青森県十和田市西二十二番町２－４１ FAX 0176(25)2101TEL 0176(25)2100（代）

一級　青森県知事登録　第３９７号

設　　　計

１級建築士登録第 号

長　畑　良　博

２１９７１７

株式会社 Ｒ６．３

２３４７－００

A 1 : １／１００
A 3 : １／２００＜車庫兼書庫＞　軸組図(2)

風間浦村　役場庁舎等建設工事

一級建築士登録　第 1 7 1 4 3 0 号

構造設計一級建築士　　第 4 6 1 号
内　海　重　光

構造設計

株式会社ファンビーム建築事務所　   　青森県知事　第 6 6 0 号

名久井 高渕 馬渡長畑
Ｓ－０３３

1FL設計GL

RFL(水下)

1
5
0

2
0
0

2FL

1
3
0

3
,
8
0
0

3
,
2
5
0

RFL(水上)

最高高さ
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S=1/100
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12,500

S=1/100

S=1/100Y4通り　軸組図
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X1通り　軸組図 X2通り　軸組図 X3通り　軸組図

X4通り　軸組図 X5通り　軸組図 X6通り　軸組図
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特記外は下記による。

梁フカシ部分を示す。
C1 C1 C1 C1

C2 C2
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C2 C2
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C1 C1 C1 C1
C1 C1 C1 C1

C1 C1 C1 C1
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訂正 検印 担当主任担当 担当

縮尺

工事名Ｎｏ .

設計年月日 図面名称

図面番号
〒034-0094 青森県十和田市西二十二番町２－４１ FAX 0176(25)2101TEL 0176(25)2100（代）

一級　青森県知事登録　第３９７号

設　　　計

１級建築士登録第 号

長　畑　良　博

２１９７１７

株式会社 Ｒ６．３

２３４７－００

A1:１／３０
A3:１／６０

Ｓ－０３４風間浦村　役場庁舎等建設工事

＜車庫兼書庫＞　鉄骨部材リスト

一級建築士登録　第 1 7 1 4 3 0 号

構造設計一級建築士　　第 4 6 1 号
内　海　重　光

構造設計

株式会社ファンビーム建築事務所　   　青森県知事　第 6 6 0 号
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(中ボルトSS400）
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L=240
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3
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3
1
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5
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5
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1
5
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5
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以

上

3
2

3
1
0

5
5

5
5

1
5
0
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6
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上
4
2
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31055 55

Lib.PL-6

名久井 高渕 馬渡長畑

大梁リスト

特記外は下記による。

2）継手部のクリアランスは10ｍｍとする。

3) HTB 間隔60　はし空き40　とする。

1) プレートの材質はSA400Bとする。

4) HTBは F10T　とする。

S=1/30

符　号

主　材

形　状

フ
ラ
ン
ジ

ウ
ェ
ブ

S.PL
外

内

HTB

HTB

S.PL

G1 G2階

Ｒ　階

主　材

形　状

フ
ラ
ン
ジ

ウ
ェ
ブ

S.PL
外

内

HTB

HTB

S.PL

２　階

H-350x175x7x11(SN400B)

6-M20

16-M20

2PL-9x175x290

2PL-6x260x170

6-M20

16-M20

2PL-9x175x290

2PL-6x260x170

4PL-9x70x290 4PL-9x70x290

G3 G4

H-350x175x7x11(SN400B)

H-450x200x9x14(SN400B) H-450x200x9x14(SN400B) H-450x200x9x14(SN400B) H-450x200x9x14(SN400B)

24-M20

2PL-12x200x410

4PL-12x80x410

2PL-9x320x170

10-M20

24-M20

2PL-12x200x410

4PL-12x80x410

2PL-9x320x170

10-M20

24-M20

2PL-12x200x410

4PL-12x80x410

2PL-9x320x170

10-M20

G6G5

H-450x200x9x14(SN400B)

X4 端 X5 端

24-M20

2PL-12x200x410

4PL-12x80x410

2PL-9x320x170

10-M20

24-M20

2PL-12x200x410

4PL-12x80x410

2PL-9x320x170

10-M20

GPL-12

5-M20

H-250x125x6x9(SN400B)

GPL-9

2-M20

特記外は下記による。

1) プレートの材質はSS400とする。

2）継手部のクリアランスは10ｍｍとする。

3) HTB 間隔60　はし空き40　とする。

4) HTBは F10T　とする。

小梁リスト S=1/30

符　号

主　材

形　状

G.PL

HTB

符　号

主　材

形　状

G.PL

HTB

階段

ササラPL-6ｘ300

屋根ブレース

JISターンバックル筋交い　M16

KB1

H-300x150x6.5x9(SN400A)

45
45

60

1-M16

PL-9 （溶接長８０mm以上）PL-9

2-M20

B2 B3 B4

H-350x175x7x11(SN400A)H-300x150x6.5x9(SN400A)

HB1

H-250x125x6x9(SN400A)横使い

T1

2x溝形-125x65x6x8(SS400)

PL-12

6-M204-M20

PL-9

2-M20

PL-12

2-M16

B1B0

H-150x75x5x7(SN400A)

PL-6

2-M16

PL-6

2-M16

P1

H-200x100x5.5x8(SN400A)

H-250x125x6x9(SN400A)

特記外は下記による。

S=1/30

符　号

主　材

形　状

階

主　材

形　状

1)ダイヤフラムの材質はSN490Cとする。

2)ダイヤフラムの板厚は取り付く梁の最大

  フランジ厚+6ｍｍ以上とする。柱リスト

C1

□-250x250x12(BCR295)

□-250x250x9(BCR295)

２　階

１　階

C2

□-250x250x9(BCR295)

ベースパック　25-09V

柱部材

ベースプレート

アンカーボルト

コンクリート柱断面

立上り筋

フープ筋

ｺﾝｸﾘｰﾄ設計基準強度

□-250×250×12

420×420×36

4-M39(BPM-SD490)

630×630

ベースパック 25-12V ベースパック 25-09V

□-250×250×9

420×420×32

4-M36(BPM-SD490)

630×630

12-D19(SD345)

D13@100(SD295)

21N/mm 以上2

12-D19(SD345)

D13@100(SD295)

21N/mm 以上2

C1 C2

柱部材

ベースプレート

アンカーボルト

コンクリート柱断面

立上り筋

フープ筋

ｺﾝｸﾘｰﾄ設計基準強度

PL-6

2-M20

P0

□-100x100x3.2(STKR400)

H-450x200x9x14(SN400A)

PL-12PL-12

5-M20

溶接長55mm以上

羽子板PL-6



訂正 検印 担当主任担当 担当

縮尺

工事名Ｎｏ .

設計年月日 図面名称

図面番号
〒034-0094 青森県十和田市西二十二番町２－４１ FAX 0176(25)2101TEL 0176(25)2100（代）

一級　青森県知事登録　第３９７号

設　　　計

１級建築士登録第 号

長　畑　良　博

２１９７１７

株式会社 Ｒ６．３

２３４７－００

A1:１／３０
A3:１／６０

Ｓ－０３５風間浦村　役場庁舎等建設工事

＜車庫兼書庫＞　鉄骨架構詳細図 階段鉄骨詳細図

一級建築士登録　第 1 7 1 4 3 0 号

構造設計一級建築士　　第 4 6 1 号
内　海　重　光

構造設計

株式会社ファンビーム建築事務所　   　青森県知事　第 6 6 0 号

5
0

5
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1
2
5

200

350

75 75

BPL-16

A.Bolt 2-M16(ABR400)
定着板50x50x9

3
0
0

30
0

300

GPL-6(SS400)
HTB 2-M20

GPL-6(SS400)
HTB 2-M20

PL-6(SS400)

PL-6(SS400)

PL-6(SS400)

CPL-4.5
モルタルt=40

L-50x50x6(SS400)

CPL-4.5
モルタルt=40

CPL-4.5
モルタルt=40

CPL-4.5
モルタルt=40

L-50x50x6(SS400)
L-50x50x6(SS400)

L-50x50x6(SS400)

L-50x50x6(SS400)

L-50x50x6(SS400)
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x
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0
)
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-
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0
x
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x
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(
S
S
4
0
0
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L-50x50x6(SS400)

L-50x50x6(SS400)

PL-6x300(SS400)

PL-6x300(SS400)

PL-6x300(SS400)

PL-6x300(SS400)

名久井 高渕 馬渡長畑

RFL(水下)

RFL(水上)

3
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5
0

3
7
5

5
2
5

1C1

2C1

4
,
5
7
5

750 750 750 750 750

1C1

2C1

750200

1C1 1C1

8
0

5
0

2G2

2G5

RG2 RG2

2C1 2C1

2G1 2G1

RG1
RG1

2G6
2G6

2G2

T1

HB1HB1HB1

X2 6,500 7,500

X4X3

6,500 X5

Y1 Y2

4,350 4,350 Y3

設計GL

1FL

1
5
0

1
7
0

BPL下端

2FL

1
3
0

3
,
8
0
0

8
,
1
0
0

S=1/30X4通り　鉄骨架構詳細図Y1通り　鉄骨架構詳細図 S=1/30

設計GL

1FL
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2FL

1
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,
8
0
0

X1 X2 X2

Y4

Y3
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,
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2,320 2,500 1,680 1,680

S=1/30階段鉄骨詳細図

□
-
2
5
0
ｘ

2
5
0
ｘ

9
(
B
C
R
2
9
5
)

□
-
2
5
0
ｘ

2
5
0
ｘ

1
2
(
B
C
R
2
9
5
)

折版　H＝166　ｔ＝0.8□
-
2
5
0
ｘ

2
5
0
ｘ

9
(
B
C
R
2
9
5
)

□
-
2
5
0
ｘ

2
5
0
ｘ

1
2
(
B
C
R
2
9
5
)

デッキ合成スラブ
EZ50 t=1.2  山上コンクリート　t=80

□
-
2
5
0
ｘ

2
5
0
ｘ

9
(
B
C
R
2
9
5
)

□
-
2
5
0
ｘ

2
5
0
ｘ

9
(
B
C
R
2
9
5
)

□
-
2
5
0
ｘ

2
5
0
ｘ

1
2
(
B
C
R
2
9
5
)

□
-
2
5
0
ｘ

2
5
0
ｘ

1
2
(
B
C
R
2
9
5
)

H-450x200x9x14(SN400B) H-450x200x9x14(SN400B)

H-450x200x9x14(SN400B) H-450x200x9x14(SN400B)

H-450x200x9x14(SN400B)

H-250x125x6x9(SN400B)
H-250x125x6x9(SN400B)

H-350x175x7x11(SN400B) H-350x175x7x11(SN400B)

H-350x175x7x11(SN400B) H-350x175x7x11(SN400B)

H-350x175x7x11(SN400B)
H-350x175x7x11(SN400B)

H-350x175x7x11(SN400B) H-350x175x7x11(SN400B)

H-350x175x7x11(SN400B)

H-350x175x7x11(SN400B)

H-450x200x9x14(SN400B)

H-450x200x9x14(SN400B) H-450x200x9x14(SN400B) H-450x200x9x14(SN400B)

H-450x200x9x14(SN400B)

PL-19

PL-19

PL-22

PL-22

PL-19

PL-19

PL-22

PL-22
H-450x200x9x14(SN400B)2x溝形-125x65x6x8(SS400)

H-250x125x6x9(SN400A)H-250x125x6x9(SN400A)H-250x125x6x9(SN400A)

PL-9

PL-9 PL-9PL-6

PL-6

P
L
-
6

100x20x20x2.3

100x20x20x2.3100x20x20x2.3折版　H＝166　ｔ＝0.8

折版　H＝166　ｔ＝0.8

折版　H＝166　ｔ＝0.8

PL-9



訂正 検印 担当主任担当 担当

縮尺

工事名Ｎｏ .

設計年月日 図面名称

図面番号
〒034-0094 青森県十和田市西二十二番町２－４１ FAX 0176(25)2101TEL 0176(25)2100（代）

一級　青森県知事登録　第３９７号

設　　　計

１級建築士登録第 号

長　畑　良　博

２１９７１７

株式会社 Ｒ６．３

２３４７－００

A 1 : １／１００
A 3 : １／２００＜車庫兼書庫＞　胴縁図

Ｓ－０３６風間浦村　役場庁舎等建設工事

一級建築士登録　第 1 7 1 4 3 0 号

構造設計一級建築士　　第 4 6 1 号
内　海　重　光

構造設計

株式会社ファンビーム建築事務所　   　青森県知事　第 6 6 0 号

アンカーボルト　M16（ABR400）
L＝400　定着板9x50x50 @1800
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縁
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名久井 高渕 馬渡長畑
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Y4通り　胴縁図

Y1通り　胴縁図

X1通り　胴縁図 S=1/100X4通り　胴縁図 S=1/100X6通り　胴縁図

胴縁凡例

たて胴縁

開口補強

C-100x50x20x2.3 (SSC400)@600

□-100ｘ100ｘ3.2(STKR400)
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35,000
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訂正 検印 担当主任担当 担当

縮尺

工事名Ｎｏ .

設計年月日 図面名称

図面番号
〒034-0094 青森県十和田市西二十二番町２－４１ FAX 0176(25)2101TEL 0176(25)2100（代）

一級　青森県知事登録　第３９７号

設　　　計

１級建築士登録第 号

長　畑　良　博

２１９７１７

株式会社 Ｒ６．３

２３４７－００

＜車庫兼書庫＞　ベースパック柱脚工法標準図

Ｓ－０３７風間浦村　役場庁舎等建設工事

一級建築士登録　第 1 7 1 4 3 0 号

構造設計一級建築士　　第 4 6 1 号
内　海　重　光

構造設計

株式会社ファンビーム建築事務所　   　青森県知事　第 6 6 0 号

（一財）日本建築センターによる一般評定「BCJ評定-ST0093-18」（令和4年11月17日付）

●フレームベースはステコンアンカーにより水平に固定する。

●グラウト材のカクハンは、グラウト材１袋（6kg）に対して、計量カップで

●グラウト材の注入は、グラウトロートを注入座金にセットし、グラウト材の
自重圧により他の注入座金からグラウト材が噴き出るまで行う。

●柱脚部の捨コンの厚さは90mm以上とし、表面は平滑に仕上げる。

角形鋼管

●位置決めは、テンプレートの中心線と地墨等の柱心を合致させることにより
行い、標準許容差は下図による。

●レベルモルタルはベースパック
グラウト（グラウト材）を使用し
大きさは右図による。

ベースパック　型

□-150×150 ～ □-300×300 用

●アンカーボルト（フレーム）の組立ては、4隅のアンカーボルト4本で組立て

●本締めはグラウト材の充填前に行い、ダブルナットを標準とする。

(注)上記 1 ～ 10 の構成部材はベ－スパック構成部品として供給される。

●基礎立上がり高さは50mm以下とする。

●ベースパック柱脚工法の設計は「ベースパック柱脚工法設計ハンドブック」による。

形状（イ） 形状（ハ）

レベルモルタル（ベースパックグラウト）

AB A B (e) 呼び

(
e
)

M27

M30

M33

M36

注1)据付け高さが低い場合に短いアンカーボルトを使用する。

i) アンカーフレーム Aタイプの場合

呼び
L b X

M27 D29

M30 D32

M33 D35

ii) アンカーフレーム Cタイプ の場合

約３
０

ｍｍ

の水を加え、電動カクハン機で混練することにより行う。1.0～1.1

(注)上記 6 ～ 9 は現場状況により仕様が異なる場合がある。

g1 dt 材質

SS400

グラウトロ－ト

グラウト材
注入座金

（桟木等）

注入枠

角形鋼管

< Aタイプ > < Cタイプ 　>

X

M36

M27

M30

M33

M36

D38

※トップフープはダブルとし、

L

●本工法は、管理者又は施工者（元請）の管理のもとで実施するものとする。

●ベースプレート溶接部の施工管理は、鉄骨製作業者に属する鉄骨製作管理

技術者等による。

２/３　程度

1 アンカーボルト

2 注入座金

3 Ｍナット

4 ベースパックグラウト(グラウト材)

5 定着座金

6 テンプレート

7 フレームポスト

8 フレームベース

9 ステコンアンカー

  （コンクリートアンカー）

10 ベースプレート

３．構成部材・寸法
構成部材

柱脚の定着方法概要

ベースプレート アンカーボルト（Mアンカーボルト）

Mナット

定着座金

形状・材質 配筋

基礎立上がり

基礎工事

アンカーボルト据付け

配筋およびコンクリート打設

建方

アンカーボルトの本締め（弛み止め）

ベースパックグラウト(グラウト材)の注入
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ボルト孔

フレームベース

i) Aタイプ ii) Cタイプ

１．工法概要

２．柱

４．コンクリート柱型 ６．工事場施工

５．工場製作（溶接）

７．本工法の施工及び施工管理

d
異形部
呼び名

呼び
d

単位 mm 単位 mm

単位 mm

を行う。

異形部
呼び名

●配筋はアンカーボルト（フレーム）との取り合いを考慮する。

●コンクリート打設前にテンプレート位置精度を確認する。

ベースパックグラウト

注1) 注1)

記号
a

寸法(mm)

ベースプレート

採用

15-12V t≦12

17-12V

20-09V

20-12V

25-09V

25-12V

25-16V

30-09V

30-12V

30-16V

30-19V

□-150×150
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t≦9
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t≦16

t≦9
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t≦16

t≦19

4-M27

4-M30

4-M30

4-M33

4-M36

4-M39

8-M33

4-M39

8-M30

8-M36

8-M36 12-D22

本数-呼び
立上り筋

配筋

コンクリート柱型
最低h寸法

材質 形状

アンカーボルト柱

外径 板厚 寸法W(mm)

フレームベース

寸法X(mm)

フレームポスト間
J寸法

l1 l2

ベースパック

t d(mm) (mm)

ﾌﾚｰﾑ
ﾀｲﾌﾟ

A

A
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寸法D(mm)

■検査方法：溶接部の検査は超音波探傷検査により行う。

■施工管理：７．本工法の施工及び施工管理参照。

■ベースプレートの予熱

●気温(鋼材表面温度)が5゜C以上でのベースプレートの予熱は次に示

　す予熱温度標準により行う。その他必要に応じて適切な予熱をする。

(JASS 6　鉄骨工事による)●完全溶込み溶接とする。

■溶接方法（完全溶込み溶接)

■組立

●ベースプレートの中心線（ｹｶﾞｷ線）に柱材軸心を合わせる。

G

R

完全溶込み溶接の開先標準（JASS 6　鉄骨工事 2007年版より ）

図

ベ－スプレ－ト
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T(mm)
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ク
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接
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覆
被

ルート間隔G(mm)

標準値 許容差

ルート面R(mm)

標準値 許容差

開先角度α1(°)

標準値 許容差

溶接
姿勢

許容差 ・記号+∞は制限無しを示す。

・2段書きは「鉄骨精度検査基準」に規定する許容差（上段：管理許容差、下段括弧内：限界許容差）を示す。

板厚(mm)
溶接方法

SN490B

鋼種

予熱なし

低水素系被覆アーク溶接

CO ガスシールドアーク溶接

50 ℃

予熱なし

50 ℃

予熱なし

予熱なしSN490B

設計基準強度

※ただし基礎立上がり高さが50mmを超え300mm以下の場合、Ｌシリーズを使用することができる。

●コンクリ－ト

●鉄筋

普通コンクリートとし、設計基準強度

Ｄ

Ｄ

は21N/mm　以上とする。

●形状角形鋼管
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基準高さより誤差は

:柱心とテンプレ－トのけがき線との

許容差
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柱心 テンプレ－ト
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アンカ－ボルト
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12-D16

12-D19

12-D16

12-D19

12-D19

12-D19

12-D19

12-D22

12-D22

12-D22

標準ﾌﾚｰﾑ

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

アンカーフレーム形状および据付け時諸寸法

●ベースパックの据付け高さ（h寸法）はフレームベース下端からコンクリート柱型

　天端までを示す。据付けに最低限必要な高さ（最低h寸法）は下表に記載の値とする。
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i) アンカーフレーム Aタイプの場合

ii) アンカーフレーム Cタイプ の場合
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< 特Cタイプ >

※杭頭納まり及び配筋状況に合わせて特Cタイプを選択できる。

ｱﾝｶｰ

標準ﾌﾚｰﾑ 標準ﾌﾚｰﾑ

　柱型上端近くに配置する。

※立上り筋の頂部にはフックを設け

　なくてよい。

梁主筋

配筋仕様は下表による。
形状は正方形とし、寸法は下表に

記載の値とする。

□  下表標準柱型寸法からの変更あり

特記事項

□  下表標準配筋仕様からの変更あり

□  立上り筋に頂部フックが必要

上記内容によらない場合は下記による。

採用
(「柱型寸法最大・最小値一覧」による)

２

岡部株式会社 旭化成建材株式会社

2023年7月作成

TEL03(3624)5336 TEL03(3296)3515
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鋼種 採用２F値(N/mm )

235

BCR295

BCP235
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STKR400

TSC295

SN490B

SN490B
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SN490B

SN490B
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SN490B

SN490B
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SN490B
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iii) 特Cタイプ
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SN490B

SD345(D19,D22)

SD295(D13,D16)

【JIS G 3136】

ベースパック柱脚工法　標準図設計

施工

M36 D38

M33

M30 D32

D35

45

60770

720
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45

490

490

490

単位 mm

単位 mm

単位 mm

単位 mm

フープ筋
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101
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110
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テ
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レ
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柱
心

柱
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１．１

１．２

３．１ ３．２

３．３

３．４

４．１ ４．２

４．３

６．１

６．２

６．３

６．４

６．５

６．６

３．５

３．６

３．７

４．４

●本工法のうち６．２アンカーボルト据付け及び６．６ベースパックグラウトの

注入は、ベースパック・セレクトベース施工技術委員会によって認定された

有資格者（ベースパック施工管理技術者・施工技能者）が施工を実施し、

チェックシート等により施工管理を行うものとする。
C1

C2

名久井 高渕 馬渡長畑



訂正 検印 担当主任担当 担当

縮尺

工事名Ｎｏ .

設計年月日 図面名称

図面番号
〒034-0094 青森県十和田市西二十二番町２－４１ FAX 0176(25)2101TEL 0176(25)2100（代）

一級　青森県知事登録　第３９７号

設　　　計

１級建築士登録第 号

長　畑　良　博

２１９７１７

株式会社 Ｒ６．３

２３４７－００

＜車庫兼書庫＞　デッキ合成スラブ標準仕様書

DS1

Ｓ－０３８風間浦村　役場庁舎等建設工事

一級建築士登録　第 1 7 1 4 3 0 号

構造設計一級建築士　　第 4 6 1 号
内　海　重　光

構造設計

株式会社ファンビーム建築事務所　   　青森県知事　第 6 6 0 号

径、長さ、ピッチは構造図による。梁とデッキとの接合は

ＥＺ５０

接合位置は特記による。構造認定を受けた発射打込みびょうを使用すること。

 SPW ： 標準溶接径 18mm以上 ※溶接位置等は特記による。

　 普通      

　 頭付きｽﾀｯﾄﾞ

　 焼抜き栓溶接

品名

種類

デッキ山上厚さ (mm)

種 類 注     記

デッキプレート

コンクリート

溶接金網または

スーパーＥデッキ用システム部品

デッキプレート端部仕様

梁との接合形式

異形鉄筋

アークスポット溶接等による。（焼抜き栓溶接は不要）

EZ50

ｽｰﾊｰE

1.   設　　　　計

デッキプレート形状・寸法 システム部品

　 びょう打ち

2.  耐　火　設　計

3.   施　　　　工

コンクリ－ト打設

（ｄ）異形鉄筋の継手はＪＡＳＳ５による。

（ａ）規定のサイズを床全面に配筋する。

溶接金網又は異形鉄筋

小口ふさぎ・コンクリ－ト止め

（ｂ）コンクリ－トの強度がでるまでは、床面に重量物を置いたり振動を与

（ａ）コンクリートの初期乾燥収縮を防ぐ為、湿潤養生する。

（ｂ）単位水量の少ない、スランプの小さいコンクリ－トを入念に打設する。

（ａ）コンクリ－ト打設前にデッキプレ－ト面を充分清掃する。

（ｂ）かぶり厚さを確保するスペ－サ－を１ｍ以内に設置する。

小口ふさぎはデッキプレ－トの溝をふさがない独立したものを使用する。

開口部まわりは必ず鉄筋等で補強する。（5.開口部補強を参照。）

養　生9

5

8

7

開口部補強6

溶接金網又は異形鉄筋

（図５）

（図５）

ｽｰﾊﾟｰE

（図４）

EZ50

（ｂ）梁上を清掃し、所定の位置に墨出しをする。

搬入・保管・揚重・仮置・墨出し

（ｂ）頭付きスタッドの施工は ＪＡＳＳ６ による。

デッキプレートと梁との接合

工法・工程・割付け計画をたてる。（図１）

（f）焼抜き栓溶接（SPW）の溶接条件及び溶接機器仕様

（ａ）揚重は２点吊りとし、デッキプレ－トをワイ

（ａ）敷込み完了後風等で飛ばないように、デッキと梁とをア－クスポット溶接等で接合する。

（ｃ）焼抜き栓溶接の施工位置は特記による。特に指定がない場合には、図３の要領で行う。

（ｄ）施工者は焼抜き栓溶接講習会を受講した方が望ましい。

（図３）

4

2

割付け計画1

焼抜き栓溶接又は

発射打込みびょう

※構造認定を受けた発射打込みびょうメーカー：日本ヒルティ（株）,日本パワーファスニング（株）

ヤで傷つけないようにする。

（図４）　又は、エンドクロ－ズ製品を用いる。

えたりしない。

4-2.   標準納まり:S造（鉄骨造）の場合

ロ）開口部がデッキプレートのウェブにかかる場合は、プレートあるいは山形鋼による補強を行う。

　　ウェブにかからない場合は補強の必要はない。

イ）開口部がデッキプレートの上フランジ又は下フランジにあり、

１．φ110mm程度で開口が独立している場合

（Ｂ）コンクリート打設前にデッキプレートを切断し、孔あけする場合

ｃ ｃ

焼抜き栓溶接、発射打込みびょう焼抜き栓溶接、発射打込みびょう

溶接金網又は異形鉄筋

スーパーＥデッキ

※スペーサー：

梁耐火被覆

耐火補強筋

又は頭付きスタッド

※配筋はＪＡＳＳ５鉄筋コンクリート工事による

耐火補強筋

壁
又は頭付きスタッド

（デッキ各溝）

溶接金網又は異形鉄筋

コンクリート

(3)建物外周部デッキ幅方向

コンクリート

溶接金網又は異形鉄筋

又は頭付きスタッド

焼抜き栓溶接、発射打込みびょう

焼抜き栓溶接、発射打込みびょう

コンクリート

梁耐火被覆

焼抜き栓溶接、発射打込みびょう

(10)耐火補強筋の納まり（FP120FL-9114,FP060FL-9102）

梁耐火被覆

溶接金網又は

(8)デッキスパン方向梁継手部

コンクリート

又は頭付きｽﾀｯﾄﾞ

(5)デッキ幅方向デッキ連続

(9)デッキ幅方向梁継手部

コンクリート

溶接金網又は

梁耐火被覆

現場切断

（幅調整板）

ａ－ａ断面図

ｺﾝｸﾘｰﾄ

デッキ受材

（デッキ）
現場切断

柱

溶接金網又は

異形鉄筋

又は頭付きｽﾀｯﾄﾞ

発射打込みびょう

(6)デッキ幅方向デッキ振り分け

溶接金網又は

幅調整板

焼抜き栓溶接、

梁耐火被覆

ａ

(7)柱廻り

又は頭付きスタッド

溶接金網又は

梁耐火被覆

(4)デッキスパン方向（建物内部の大梁，小梁上）

溶接金網又

発射打込みびょう又は頭付きスタッド

焼抜き栓溶接、

梁耐火被覆

コンクリート

小口ふさぎ

(1)建物外周部デッキスパン方向

壁

コンクリート

焼抜き栓溶接、発射打込みびょう

又は頭付きスタッド

小口ふさぎ

梁耐火被覆

(2)建物外周部デッキスパン方向

溶接金網又は異形鉄筋

コンクリート

壁 壁

梁耐火被覆

デッキ

柱止りデッキ

デッキ受材

ａ

柱
梁

梁耐火被覆

梁耐火被覆

又は頭付きスタッド

焼抜き栓溶接、発射打込みびょう

異形鉄筋

切欠き

異形鉄筋

異形鉄筋

異形鉄筋

異形鉄筋

溶接金網又は

　　増加曲げモーメント

ａｔ＝

ａ）溝配筋方法

　　・所要配筋量は、ａt 又は ａd の大きい方。

耐火補強筋

ｂ）耐火補強筋を切断する場合

ｄ）連続して３谷（デッキ溝）以上に渡って開口が生じ、耐力補強筋が配筋できないような場合は適用外とする。

ｃ）開口の大きさが幅(w)600mm、奥行き(L)900mm程度を越える場合は、小梁を設けて補強する。尚、この場合連続

支持条件などの通則的耐火指定による条件に留意する。（W はデッキ幅方向を、L はデッキスパン方向を示すものとする。）

を切断

ロ）開口間の内法寸法≦３×開口径

6.  　ひび割れ拡大防止のための留意点(参考)

スパン

スパン （鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ梁）鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ梁
鉄骨梁

<式１>

<式２>

※注意

　　　　　また，Ｗが9.8を超える場合は9.8とする。

単純支持

<式１>

<式２>

連続支持

＜式２＞

単純支持

＜式１＞

＜式１＞

連続支持 ＜式２＞

は異形鉄筋

焼抜き栓溶接、

発射打込みびょう又は頭付きスタッド

溶接金網又は異形鉄筋

コンクリート

梁耐火被覆

発射打込みびょう又は頭付きスタッド

焼抜き栓溶接、

Ｅデッキ
スーパー

スーパー
Ｅデッキ

★先に孔をあける場合は、支保工を用いるか小梁でコンクリート打設時に必ずデッキを補強する。

★本仕様の範囲外の場合は、イ）小梁を設ける、ロ）鉄筋コンクリートスラブとして補強する等の処置を施す。

★合成スラブ開口周辺の上端には開口補強（D10以上）を施す。

★原則としてコンクリート硬化後にデッキプレートを切断し、孔あけ（箱抜き）とする。合成スラブの開口部補強

ａ

ｃ ｃ

ａ

＜式２＞

＜式１＞

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

SRC造

(特記)[　　　　]mm、下式による。

（単位：Ｎ）

打込みびょう

デッキ板厚

（g）焼抜き栓溶接１箇所当り短期せん断耐力

（単位：Ｎ）

溶接作業者資格

溶接棒及び溶接材料

溶　接　機

デッキ板厚（mm）

梁フランジ板厚（mm）

溶接　電流（A）

溶接　電圧（V）

アークタイム（sec）

溶接径（mm）

接

件

条

準

溶

標

又はエンジン溶接機230A以上

交流アーク溶接機AW250A以上

JIS Z 3801基本級以上又は

低水素系溶接棒φ4mm

JIS Z 3841基本級以上

（h）発射打込みびょう１箇所当り短期せん断耐力

５．早期に載荷したり、振動を与えない。

４．コンクリート打設後初期には湿潤養生を行い、充分な養生期間を設ける。

３．水セメント比の小さいコンクリートを用いる。

２．溶接金網は、所定の位置に配する。

１．デッキプレートは各溝で梁に接合する。

（Ｂ）施工上の留意点

３．スパンとスラブ厚さの比を小さくし、配筋量を大きくする。

２．ひびわれ拡大防止のため補強筋を設ける。(右図)

１．小梁の剛性を大きくする。

（Ａ）設計上の留意点

以下のひび割れ拡大防止の対策は、必要に応じて行なって下さい。

デッキプレート幅方向 デッキプレートスパン方向　溶接ピッチ（P）

溶接方法項目

　 耐火構造仕様(詳細は下記の通り)

※スペーサーの取り扱いはしておりません。

各メーカーへ問合せしてください。

梁耐火被覆

（図１）コンクリート打設時支持スパンのとり方

※Ｓ造の場合、耐火認定上のスパンは梁芯間距離とする。

（大梁）接合部2箇所 接合部2箇所中間1箇所

［ ］箇所 ［ ］箇所

（e）発射打込みびょうの施工は発射打込みびょうメーカーの施工要領による。施工位置は特記による。

板厚および表面処理 表面処理

4種の防錆性を有した塗料

（注）

なし

塗装

めっき

なし

塗装

めっき

仕様

*2

*2

[　　　]   

[　　　]   

特記無き限り下記とする。 特記は括弧内に記す。

　 軽量１種     

　 耐火要求なし

　 軽量２種

*5

*7

*8

*8

*7

*6

)，「Ｌ」は支持長さ（ｍ）を表す。

スパン

・大梁上の補強（例）

ひび割れ

デッキプレート

２．開口が連続している場合 ｂ）開口群

開口群を独立した一つの開口と見なし、

同様の補強とする。

１．開口が独立している場合

ｃ

はり構造断面仕様使用条件

認定条件

支持条件

認定番号耐火区分

品名 S造
コンクリート

EZ75

EZ50

　 85      　 90

　 100    

　 80      　 70       

　 95       

　 SEｽﾍﾟｰｻｰ       　 SEﾊﾝｶﾞｰ

*1 JIS G3352

*2 JIS K5621(2008)

1.2

1.6

Z12

Z12

Z27

Z27

　φ6-150 

18 以上

8～12

190～230

6 以上

1.2～1.6

 [                ]

[                ]

[   ]

4.4

ひび割れ
拡大防止筋

75

50

＊溝部換算スラブ厚さは、EZ50 24mm、EZ75 36mmです。

SEｽﾍﾟｰｻｰ

SEF

SEｸﾛｰｻﾞｰSEﾊﾝｶﾞｰ SEﾒﾝﾄﾞ

幅調整板

600

175

175125

125

120180

600

115 185

普通80以上

普通95以上

軽量85以上

普通90以上

軽量85以上

普通95以上

軽量90以上

普通95以上

軽量85以上

普通90以上

軽量85以上

普通80以上

軽量80以上

普通80以上

軽量80以上

普通90以上

軽量80以上

普通80以上

軽量80以上

厚さ(mm)

許容荷重許容ｽﾊﾟﾝ

ﾋﾟｯﾁ

溶接ピッチ（P）：特記無き限り600mm以下とする。

P＝MIN（　600　,　P1　）

P１＝ｑ／Qm　x　1000

ｑ：１箇所当りの短期せん断耐力

スーパー
Ｅデッキ

スーパー
Ｅデッキ

FB65x6等

Ｅデッキ
スーパー

デッキ受材

デッキ受材
FB65x6等

スーパー
Ｅデッキ

コンクリート コンクリート

スーパー
Ｅデッキ

スーパー
Ｅデッキ

スーパー
Ｅデッキ

以上
以上

50mm
以上

開口（Ｗ）

M

・定着長さ：開口端より40D以上

・記号　ａ：耐力補強筋（上下端共）
　　　　ｂ：開口補強（配力筋）、D13以上
　　　　ｃ：開口補強、D10以上

・耐力補強筋の所要断面積：

　　　　ｄ：耐火補強筋、D13以上

Ｍ：開口によって生じる隣接スラブの

・かぶり　：30mm以上

　　・耐火補強筋　ｄ：

ａd

n

ｎ：切断された耐火補強筋の本数

ａd：所要鉄筋サイズ

ａ）φ150mm程度

□600x900程度の開口部と

c）□600x900程度

ｂ）□300程度

ａ）φ150mm程度

ｃ：D10（上端）

ａ：D22（上・下端）

ｂ：D13（上端）

ａ

例)補強筋 D10@200

耐火補強筋：D13

ピッチ1.0m以下D13D13

SEｽﾍﾟｰｻｰ等

b

b

ｆｔ・ｊ

板厚(mm)

溶接金網 

異形鉄筋 

(JIS G3551)

(JIS G3112,3117)

（図２）

敷込み・仮止め

（ｂ）幅方向の調整は、幅調整板（フラッシング）を用いる。

（ｃ）デッキプレートと大梁との接合ができるように、デッキプレート山部が梁上にこないように納める。（図２）

3

大梁

デッキ山部

※許容スパンは日鉄ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄｶﾀﾛｸﾞ等を参照。

デッキ合成スラブ
設計･施工標準仕様書

タイプ

AスーパーＥデッキ EZ50，EZ75
4-3. 標準納まり:ＲＣ造またはＳＲＣ造の場合

横筋

重ね代寸法（溶接金網の横筋間の寸法）

溶接金網

<溶接金網>

コンクリート

スーパーＥデッキ スーパーＥデッキ

<異形鉄筋>

エンクロデッキの

<デッキプレートスパン方向>

場合の納まり

<デッキプレート幅方向>

4-1.   溶接金網又は異形鉄筋の納り(共通)

鉄骨梁

鉄骨梁

スパン

（普通・軽量）
＊梁の耐火被覆は、

鉄骨梁

スパン

  必要に応じて行う。
＊梁の耐火被覆は、

鉄骨梁
必要に応じて行う。

※ 左右のスパン比は原則均等とするが、最大3：2までとする。

種類の記号 *1

異形鉄筋

溶接金網又は

普通コンクリート 小口ふさぎ
釘打

プレート

デッキ

梁型枠

又はSRC梁

RC梁

スーパーＥデッキ

普通コンクリート

溶接金網又は異形鉄筋
SDP1T

SDP2

SDP2G

SDP2G

30

50

溶接金網又は

異形鉄筋

合成デッキ

合成デッキ
ｽｰﾊﾟｰＥﾃﾞｯｷ

（普通・軽量）

D13
耐火補強筋 溶接金網又は

異形鉄筋異形鉄筋
溶接金網又は耐火補強筋

D13

（普通・軽量）
異形鉄筋 D10@200以下

寸法はφ6-150x150を示す

又（　）内寸法はφ6-100x100を示す

梁にのみ込み:30mm

スーパーＥデッキ

梁へ定着:150mm以上

耐火補強筋 D13

mm
30

mm
40

10mm以上

耐火補強筋
13（デッキ各溝）

RC梁 又は SRC梁

<FP120FL-9114又はFP060FL-9102（単純支持）耐火補強筋タイプ>

<FP120FL-9108又はFP060FL-9096(連続支持)>

設計基準強度 (N/mm2)

   ｴﾝﾄﾞｸﾛｰｽﾞ        　 小口ﾌｻｷﾞ

  φ6-100 

RC造

*3 *4

(kN/m2)(m)

3.6以下

2.7以下

3.4以下

2.7以下

3.4以下

3.0以下

3.4以下

3.4以下

3.6以下

2.7以下

EZ50

EZ75

EZ50

EZ75

EZ50

EZ75

EZ50

EZ75

または

または

または

または

または

D10-
200x200

150x150
φ6-

200x200
D10-

D10-
200x200

100x100
φ6-

200x200
D10-

φ6-
150x150

100x100
φ6-

200x200

D10-

200x200
D10-

100x100
φ6-

　（注）　式中の「Ｗ」は許容荷重(kN/m 2

SPW

デッキ板厚 1.2mm 1.6mm

7,350 11,025

1.2mm

4,000 5,300

1.6mm

30mm

200mm以上
（150mm以上） 重ね代45d以上

30mm

200mm以下

Ｅデッキ
スーパー

40mm

30mm

50mm以上50mm以上

150mm以上 150mm以上

30mm

30mm

150mm以上

30mm

1

D16

2 3

D19 D22 or 2-D16

（Ａ）箱抜きの場合

5.    開  口  部  補  強　(例)

50mm 50mm

30（ｃ）溶接金網の継手は（１メッシュ＋５０ｍｍ）以上重ねる。(図６)

のうち大きい値以上

重ね代　150mmまたは1メッシュ＋50mm

（図６）

（ａ）デッキ相互をカン合させながら敷込む。(接合部で幅調整をしてはならない。)

40

30

150 150

30

40

150 150

30

5050

30

50

　 EZ50 　  EZ75  

FB65x6等

5.4　 床２時間

　 床１時間

コンクリートが漏れるおそれがある場合は、デッキプレート相互を溶接する。

Qm：１ｍ当りの設計水平せん断力

400mm以上

400mm以上

50mm以上

様書・同解説のうちＪＡＳＳ５鉄筋コンクリ－ト工事及びＪＡＳＳ６鉄骨工事」、合成スラブ工業

会編「大臣認定・無被覆耐火構法　合成スラブの設計・施工マニュアル」、日鉄デッキプレート

合成スラブの設計・施工は（一社）日本鋼構造協会編「デッキプレ－ト床構造設計・施工規準」

カタログ及び設計・施工便覧による。

(一社)日本建築学会編「各種合成構造設計指針・同解説」、(一社)日本建築学会編「建築工事標準仕

　 D10-200 　

FP120FL

FP060FL

FP060FL

FP120FL

-9102

-9096

-9114

-9108

*3 許容スパンは,鉄骨梁で支持する場合はその芯間距離とし,RC梁で支持する場合は梁の内法寸法とすること。本表の許容スパンは耐火認定の条件

  であるので,別途施工時の許容スパンを確認すること。

*5 鉄筋比は,0.2%以上としなければならないので,同時打ちでスラブ増打ちをする場合は注意すること。

*7 スパンが3.4mを超える場合は,梁との接合を頭付きスタッド(径16mm以上,ピッチ300mm以下)を使用すること。

*8 耐火補強筋(D13)をデッキプレートの各溝中央にかぶり40mmで配すること。

  ただし,耐火補強筋(*6 参照)を用いる場合は端部補強筋は不要。

*6 デッキプレートの梁へののみ込み代を30mm以上とすること。端部補強(D13以上,L=1m)を梁への定着長さ150mmで配すること。

*9 この耐火条件に適合しない場合は,FP060FL-9128あるいはFP120FL-9129(吹付けﾛｯｸｳｰﾙ被覆耐火構造)を適用すること。

ｽｰﾊﾟｰＥﾃﾞｯｷ

コンクリート

コンクリート

コンクリート

（小梁） 各谷1箇所

ａ

ｃ

ａ

ｂ
ｃ

W ≧40D

ｂ

≧40D

≧40D

Ｌ
ｄ

ｃ ａ ｂ

ｄ

ａ
ｃ

ｃ

ａ

ｂ

ａ：かぶり30mm以上
ａt又はａdの大きい方

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ：D10（上端）

ｃｃ ｃ ｃ

ｃ：D10（上端）

ｃ
ａ

ｃ
ａ

b

b

ｃ：D10（上端）

ａ：D16（上・下端）
ｂ：D13（上端）

ｃ ｃ

ｂ：D13（上端）、ｃ：D10（上端）
ａ：D13（上・下端）

b

b

ｃ

W≦600mm

仮想開口

ａ

それ以外はD22
ａ：W,L≦300の場合はD16

ｂ：D13(上端)、ｃ：D10(上端)

L≦
900mm

ｃ

ｃ

ｃ ｃ ｃ

ａ ａ ａ

ｃｃ

b

b

ｃ

ｃ

注：合成スラブの補強として、

（イ，ロ共通）

開口補強（ｃ：D10）は行う。

2418       21      

*4 許容荷重は,全荷重(固定荷重+積載荷重)からスラブ自重を差し引いた数値である。

小口ふさぎ
※1

※1

※1 溶接方法等は合成スラブ工業会Q&Aを参照 ※1 溶接方法等は合成スラブ工業会Q&Aを参照 ※1 溶接方法等は合成スラブ工業会Q&Aを参照

※1

W = 5.4×(2.7／L) 2

W = 5.4×(3.4／L) 2

イ）開口間の内法寸法＞３x開口径

名久井 高渕 馬渡長畑



訂正 検印 担当主任担当 担当

縮尺

工事名Ｎｏ .

設計年月日 図面名称

図面番号
〒034-0094 青森県十和田市西二十二番町２－４１ FAX 0176(25)2101TEL 0176(25)2100（代）

一級　青森県知事登録　第３９７号

設　　　計

１級建築士登録第 号

長　畑　良　博

２１９７１７

株式会社 Ｒ６．３

２３４７－００

＜車庫兼防災備蓄倉庫＞　構造設計標準仕様

風間浦村　役場庁舎等建設工事 Ｓ－０３９

( 1 )コンクリ－ト

( 4 )鉄　骨

( 5 )ボルト

( 6 )屋根、床、壁

( 1 )地盤調査資料

( 2 )地盤調査計画

( 3 )地盤調査及び試験杭の結果により、杭長・杭種、直接基礎の深さ・形状を

変更する場合もある

( 4 )ボ－リング標準貫入値、土質構成（基礎・杭の位置を明記）

( 2 )杭基礎

( 1 )コンクリ－ト

型　枠( 3 )

適用箇所

S T K R 4 0 0

S M 4 9 0 A

S S C 4 0 0

使用箇所

S N 4 0 0 A

S N 4 0 0 B

B C R 2 9 5

B C P 2 3 5

B C P 3 2 5

種　類

鋼　材

S S 4 0 0

種　類 使用箇所

S N 4 0 0 C

S N 4 9 0 B

S N 4 9 0 C S T K 4 0 0

鋼　材

高力ボルト

中ボルト

アンカ－ボルト

頭付きスタッド

F 1 0 T S 1 0 T M 1 2 M 1 6 M 2 0 M 2 2

高力ボルトすべり係数試験 否要

折　版 型式 Ｈ＝ 厚

有 敷地内 近隣 ボ－リング調査 水平地盤反力係数の測定 平板載荷試験（　　　　　　　　　　　）

ボ－リング調査 標準貫入試験静的貫入試験 水平地盤反力係数の測定

土質試験 物理探査 平板載荷試験

深
度 土質

Ｎ
値 標準貫入試験

調査地番

支持地盤

孔口標高と設計ＧＬ高さの関係

5

孔内水位

設計ＧＬ－ ｍ

2 0

1 5

2 4

1 0

支持層－

杭　種

杭仕様 施工計画書承認 杭施工結果報告書

本数 特記事項杭径　 ( m m ) 杭の先端の深さ　 ( m )

備　考材　料 施工法 材料 合板厚　１２　 m / m を標準とする。

型枠存置期間

セメントの

種類

１５℃以上

５℃未満

コンクリ－トの

圧縮強度

種　類

部　位 はり下

３

５

８

注 1 ）

注 3 ）

片持ばり、庇、スパン９．０ｍ以上のはり下は、工事監理者の指示による。

注 2 ）大ばりの支柱の盛りかえは行わない。また、その他のはりの場合も原則として行わない。

種　類 備　考
設計基準強度 スランプ
Ｆ c ＝Ｎ／ m m c m２

普通

普通

普通

普通

混和剤

普通

普通 軽量

●

Ｍ１６

存置期間の

平均気温

材令（日）

コンクリ－ト
の

Ｍ１２

（地盤改良後）

デッキプレ－ト

合成フロアーデッキプレ－ト

ＡＥ減水剤標準型、高性能ＡＥ減水剤

設計支持力　 ( ｋＮ )

無調査予定 有

基礎、はり側、柱、壁

５℃－１５℃

５ . ０Ｎ／ｍｍ 2

せ　き　板 支　　柱

スラブ下

設 計 基 準
強 度 以 上

普通ポルト

ランドセメント

高炉セメント

Ｂ種

早強ポルト

ランドセメント

普通ポルト

ランドセメント

高炉セメント

Ｂ種

早強ポルト

ランドセメント

左記のすべて
のコンクリート

設計基準の８５％以上または１２
以上であり、施工中の荷重に対し
て安全であることを確認すること。

5

７

１０

Ｎ / ｍｍ 2

１７

２５

２８

２８

２８

２８

２８

２８

２８

２

３

５

８

１２

１５

スラブ下及び梁下のせき板は、原則として支柱を取り外した後に取り外す。

●

●

試験杭 有 無 本 有 無試験堀 ヶ所

調合計画は、工事開始前に工事監理者の承認を得ること。

フレッシュコンクリ－トの塩化物測定は、原則として工事現場で（財）国土開発技術研究センタ－の技術評価を

測定検査の回数は、通常の場合、１日１回以上とし、１回の検査における測定試験は、同一試料から取り分けて

３回行い、その平均値を試験値とする。

寒中、暑中、その他特殊コンクリ－トの適用を受ける期間に当たる場合は、工事監理者の承認を得ること。

うけた測定器を用いて行い、試験結果を一回の測定ごとに撮影した写真（カラ－）を保管し承認を得る。

一回に採取する供試体は、適当な間隔をおいた３台の運搬車からその必要本数を採取する。

なお、供試体の数量は、特別指示なき場合は、１回当たり６本以上とし、そのうち４週用に３本を用いる。

、２５℃以上の場合は１２０分以内とする。

ポンプ打ちコンクリ－トのポンプ圧送に際しては、コンクリ－ト圧送技士または同等以上の技能を有する者が

従事すること。なお、打ち込み継続中における打継ぎ時間間隔の限度は、外気温が２５℃未満の場合は１５０分

また、打ち込み量が１５０ｍ　をこえる場合は１５０ｍ　ごとまたは、その端数ごとに一回を標準とする。３ ３

基礎、基礎梁 ●

●

コンクリ－トはＪＩＳ認定工場の製品とし施工に関してはＪＡＳＳ５による。

( 2 )コンクリ－トブロック（ＣＢ）

( 3 )鉄　筋

S D 2 9 5 A

S D 3 4 5

S D 3 9 0

異形鉄筋

径 使用箇所

壁、スラブ、他 重ね継手

ガス圧接継手

種　類 備　考

梁・柱主筋

Ｄ１０～Ｄ１６ ●●

Ｄ１９～Ｄ２５

構造体コンクリート強度の確認 材令

養生

2 8 日 5 6 日

現場封かん 現場水中 標準

セメントは、普通ポルトランドセメントを標準とする。

構造体コンクリ－ト現場の圧縮強度試験供試体（ＪＡＳＳ５Ｔ－６０３）採取は打ち込み工区ごと、

打ち込み日ごととする。打込み量が 1 5 0 m を超える場合は 1 5 0 m ごと、またはその端数ごとに１回とする。

乾燥、振動等によって、コンクリートの凝結及び硬化が妨げられないように養生をおこなう。

鉄　筋( 2 )

鉄筋はＪＩＳ　Ｇ３１１２の規格品を標準とする。施工は、標準図に記載されている事項を除き

J A S S 5 による。

鉄筋の加工寸法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長さは下記による。

「鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図（１）（２）」、「壁式鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図（１）（２）」

Ｄ１９未満は、すべて重ね継手とする。継手（Ｄ１９以上）をガス圧接とする場合は、日本圧接協会

「鉄筋のガス圧接工事標準仕様書」による。

有外観検査 有 有引張試験 超音波探傷試験無、 無、● ● ●

ガス圧接部の抜き取り検査は、同一作業班が同一日に施工した圧接箇所を１ロットとし、

１ロットに対し、３０箇所を無作為に抜取る。

高強度せん断補強筋は、 J I S  G  3 1 3 7  に規定される D 種 1 号適合品とする。

機械式継手を用いる場合は「鉄筋の継手の構造方法を定める件」（平成１２年５月３１日　建設省告示

第１４６３号）に基ずく性能を有するものとし、工事監理者の承認を得ること。

柱の帯筋（フ－プ）の加工方法は

Ｈ型（タガ型） Ｗ型（溶接型） Ｓ型（スパイラル型）●

●

●

●

Ｄ 2 9

工事名称

建築場所

工事種別

構造種別

主要用途

屋上付属物

増築計画

付帯工事

特別な荷重

( 1 )

( 2 )

( 3 )

( 4 )

( 5 )

( 6 )

( 7 )

( 8 )

( 9 )

階　数

鉄筋コンクリ－ト造（ＲＣ） 壁式鉄筋コンクリ－ト造（ＷＲＣ）

鉄骨造（Ｓ） 鉄骨鉄筋コンクリ－ト造（ＳＲＣ）

広告塔

門、塀 擁　壁

新築 増築 増改築 改築

有 無

エレベ－タ

高架水槽

受水槽 ｔｏｎ倉庫積載荷重床用

人乗り ロ－プ式 油圧式

地下 地上 塔屋０階 ０階

●

N / ㎡

●

( 1 0 )構造計算ル－ト Ｘ方向ル－ト Ｙ方向ル－ト● ●

●

7 8 0 0

( 1 )直接基礎 ベタ基礎 布基礎 独立基礎 試験掘 有 無

有 無載荷試験
ｍ、深さ設計ＧＬ－ 支持層－地盤改良（深層混合処理工法）

長期許容支持力度 k N / ㎡

鉄骨工事は指示のない限り下記による( 1 )

日本建築学会「ＪＡＳＳ６」、「鉄骨精度検査基準」、「鉄骨工事技術指針」

鋼材倶楽部「建築鉄骨工事施工指針」

( 2 )工事監理者の承認を必要とするもの

製作工場

建設省告示第１１０３号による認定工場（大臣認定 グレ－ドまたは都登録 ランク）

材料規格証明書または試験成績書

鋼材 高力ボルト 特殊ボルト スタッドボルト

製作要領書 工作図 施工計画書

社内検査表

( 3 )工事監理者が行う検査項目

( 4 )接合部の溶接は下記によること

印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

現寸検査 組立・開先検査 製品検査 建方検査

日本建築学会「溶接工作規準、同解説Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」

( 5 )接合部の検査

( 6 )防錆塗装

注）現場溶接部については原則として第三者による全数検査を行うこと。

溶接部の検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）

検査箇所 検査方法
検査率又は検査数

超音波探傷試験

外観（目視）検査

マクロ試験・その他

第三者検査機関名

第三者 工事監理者

させるために自ら契約した検査会社をいう。

第三者検査機関とは、建築主、工事監理者又は工事施工者が、受入れ検査を代行

備　　考

社　内

％ ％

日本非破壊検査協会により認定された者

高力ボルトの締付けに使用する機器はよく調整されたものを使用し、締付けの順序は部材が十分密着するよう

締付け後の検査は、各締付け工法別に適切な締付けが行われているか検査する。

注意して行う。また、締付けは原則として２度締めとする。

である場合は、赤錆は発生しないままでよい。

赤錆状態であること。ただし、ショットブラスト、グリットブラストによる処理で表面あらさが５０Ｓ以上

以上の範囲でショットブラスト、グラインダ－掛け等を用いて除去した後、屋外に自然放置して発生した、

高力ボルトは「ＪＩＳ　Ｂ１１８６の高力ボルト」を標準よする。摩擦面の処理は黒皮などを座金外径２倍

防錆塗装の範囲は、高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリ－トで被覆される以外の部分とする。

現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調整は入念に行い、塗装は工場塗装と同じ錆止めペイントを

錆止めペイントは、 ２回塗りを標準とする。

使用し２回塗りとする。

個個個

※１
ＡＯＱＬ　４．０％
検査水準　第６水準

※１

※１

J I S　K 5 6 7 4

溶接部

必要に応じて記録写真を撮り保管すること。●

各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。●

諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。●

●

●

特記以外の梁貫通孔は原則として設けない。設ける場合は設計者の承認を得ること。

設備機器の架台及び基礎については工事監理者の承認を得ること。

床スラブ内に埋込む設備配管等はスラブ厚さの 1 / 3 以下とし , 管の間隔を管径の 3 倍以上かつ 5 ㎝以上を原則とする。

建築設備（昇降機を除く）、建築設備の支持構造部及び緊結金物は、腐食又は腐朽のおそれがないものとすること。

屋上から突出する水槽、煙突、冷却塔その他これらに類するものは、支持構造部又は建築物の構造耐

　力上主要な部分に、支持構造部は、建築物の構造耐力上主要な部分に緊結すること。

建築物に設ける給水、排水その他の配管設備は、

　・風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。

　・建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に配管スリーブを設ける等有効

な管の損傷防止のための措置を講ずること。

 ・管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生じるおそれがある場合において、伸縮継手又は可

　　撓継手を設ける等有効な損傷防止の措置を講ずること。

　・管を支持し、又は固定する場合においては、つり金物又は防振ゴムを用いる等有効な地震その他
　　の震動及び衝撃の緩和のための措置を講ずること。

法第 2 0 条第一号から第三号までの建築物に設ける屋上から突出する水槽、煙突その他これらに類するものにあっては、

建設省告示第 1 3 8 9 号により、風圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して構造耐力上安全なものとすること。

給湯設備は、風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。

満水時の質量が 1 5 k g を超える給湯設備については、地震に対して安全上支障のない構造として、平成 1 2 年建設省

告示第 1 3 8 8 号第５に規定する構造とすること。

　＊「給湯設備」：建築物に設ける電気給湯器その他の給湯設備で、屋上水槽等のうち給湯設備に該当するものを除いたもの。

●

●

●

●

●

●

無

図面に記載のない事項については、「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）」最新版による。

杭施工後は速やかに杭心ズレを測定し図面作成の上、工事監理者に報告し指示を受けること。

●

構  造  設  計  標  準  仕  様

１．建物概要 ３．地　盤

２．使用構造材料

４．地業工事

５．鉄筋コンクリ－ト工事 ６．鉄骨工事

７．設備関係

８．その他

●

キュービクル

●

3 3

２１

２１

●

●

●

● ● ● ●

●

柱

空調室外機

ダイヤフラム

胴縁

胴縁

●

●

●

●

1

●

●

● ● ● ●

●

●

● ● ● ●

●

M

●

●

●

●

●

●

●

●

1 0 0

1 0 0

％

％

土間コンクリ－ト

認定品（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）●

●

● ●

青森県下北郡風間浦村大字易国間　地内

2 階

●

デッキプレート上

１階床板

2 4

2 4 1 8

1 8

1 5

1 5

●

●

●

大梁

小梁

山形鋼、溝形鋼
階段プレート

●

M 1 6 ( A B R 4 0 0 ) 間柱

●

3 0 0

● ●

●

車庫兼倉庫

（Ｓ－２１４図参照）

一級建築士登録　第 1 7 1 4 3 0 号

構造設計一級建築士　　第 4 6 1 号
内　海　重　光

構造設計

株式会社ファンビーム建築事務所　   　青森県知事　第 6 6 0 号

風間浦村　役場庁舎等建設工事   〈車庫兼防災備蓄倉庫〉

（Ｓ－０４４図参照）

名久井 高渕 馬渡長畑



訂正 検印 担当主任担当 担当

縮尺

工事名Ｎｏ .

設計年月日 図面名称

図面番号
〒034-0094 青森県十和田市西二十二番町２－４１ FAX 0176(25)2101TEL 0176(25)2100（代）

一級　青森県知事登録　第３９７号

設　　　計

１級建築士登録第 号

長　畑　良　博

２１９７１７

株式会社 Ｒ６．３

２３４７－００

＜車庫兼防災備蓄倉庫＞　鉄筋コンクリート構造配筋標準図（1）

風間浦村　役場庁舎等建設工事 Ｓ－０４０

（定着、継手）独立基礎、杭基礎の場合

( 2 )

Ｌ2

/ 20ｌ
0ｌ

（継手範囲）
1 5 d 1 5 d

0ｌ / 4

Ｌ
2

※

Ｌ1

Ｌ2

2
Ｌ

（定着、継手）布基礎、べた基礎の場合

内端部外端部

※ 0 / 4
2 0 d

ｌ 0ｌ
0ｌ

/ 2
2 0 d

0 / 4ｌ ※

Ｌ2

1 5 d1Ｌ1 5 d

2
Ｌ

2
Ｌ

上端筋継手範囲 下端筋継手範囲 上端筋継手範囲

Ｌ2

地中梁の主筋、スタッドボルト（スタッド

小規模鉄骨造の柱脚固定の配筋

ジベル）による、おさまりに注意する

( 3 )

鉄骨柱Ｄ

H O O P  2 - D 1 3 以上

鉄骨柱Ｄ

以上1 2 5

H
O
O
P
 
@
1
0
0

地中梁上端筋

H O O P  2 - D 1 3 以上
以上1 2 5

H
O
O
P
 
@
1
5
0

地中梁下端筋

B . P 下端L

2
D

4
0
d
以

上

か
つ

　
以

上

3 0  ～ 5 0

Ｌ
1

以上1 5 0

ベース下の施工を慎重にする（半固定として行政指導されることもあるので留意すること）

主筋
3 0  ～ 5 0

B . PL 下端

主筋

地
中

梁

※上端主筋の定着は、やむを得ない
場合、上向きとすることができる

内端部

注）この継手範囲は、土間スラブなどの上載荷重が
　　ない場合である。
　　構造スラブなどの上載荷重がある場合は、大梁
　　と同様とする。

2Ｌ

Ｌ

1

3
-

D
1

3

※ ※※

Ｌ
2

※
※

※

D 1 0 - @ 2 0 0※印筋は　　　　　とする
3 0 0

以上

1 0 0 0 H

Ｌ
2

5 0 0 H＜ ≦

2 - D 1 6

4 5  ～ 6 0

配筋は同厚の壁リストにならう

Ｗの三角壁厚さは、　　以上又は地中梁幅とし、

梁
幅

5 0 0Ｈ≦　　は※印筋は不用とする

7 0

7
0

①

4 0 を４．埋戻し土のある場合は とする

ハンチを付けた場合（ａ≧３）

4
0

３．②の鉄筋は

１．耐圧版鉄筋の継手位置は床スラブにならう

但し上筋と下筋を読みかえる

２．①の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする

D 1 3 以上

直接基礎( 1 )
CL

1Ｄa =   + 2 d

b

以下3 0 0

ベース筋

の範囲

主筋間隔は

の範囲

主筋間隔の 1 . 5

2 0 0 以下

倍かつ

余長 4 d

フック無し

以
上

2
0
d

かぶり厚さ

C L

（両側）2 0 d 4 0 d （片側）

H O O P  @ 1 5 0

補強筋

H O O P  @ 1 5 0
Ｌ

2

2
Ｌ

5
0

基礎下端

コンクリート止め板

ＨＯＯＰ

補 強 筋

4 0 0

6 - D 1 3 8 - D 1 3

3 0 0  , 3 5 0  杭 径 4 5 0

1 0 - D 1 3

D 1 0 - @ 1 5 0

5 0 0

8 - D 1 6

6 0 0

1 0 - D 1 6

3 - D 1 6

基礎下端

4 5

1 5 0

1
5
0

l
1
.
5

へりあき

余
盛

コ
ン

ク
リ

ー
ト

8
0
0～

1
0
0
0

以
上

1
0
0

2 0 0以上

斫り部分

杭頭処理

現場打ちコンクリート杭( 2 )

4
5
d

重
ね

継
手

H O O P

1 0 d 又は重ね継手

筋の継手は片側溶接

4 0 d

フラットバー
スペーサー

@ 3 , 0 0 0

（各４ヶ所）

主筋のかぶりは

以上とする1 0 0

+ 1 0 0 0 以上かつ2×杭間隔は

杭
主

筋
4
0
d

CL

3 .

4 .

5 .

D 2 9

7

1 .

2 .

鉄筋径の差が

末端のフックは、定着および重ね継手の長さに含まない

継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする

継 手

直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継手長さとする

以上の異形鉄筋は、原則として、重ね継手としてはならない

㎜を超える場合は、圧接としてはならない

ガス圧接形状 3 ㎜以下

θ d

圧接面

1 . 4 d以上

圧接面

以下d / 4

d / 5 以下

圧接面

以上

θ＞ 8 0

d

1 . 1 d

( 1 )

外端部

0ｌ / 4※

Ｌ2

Ｗ1

1Ｌ

2 0 01

基礎接合部の補強( 4 )

2Ｌ

≧

②

a
1

1
5
d

Ｌ
3

ｏ
ｒ

2
Ｌ

( 3 ) べた基礎

b

4 5

a b

捨フープ
Ｄ1

d D

2
0
d
以

上

フック付

杭 基 礎( 2 )

C L

Ｌ1

1 . 5 以上Ｌ1a   4 0 0≧ 0 . 5

Ｌ1

1Ｌ約

( 4 )
重ね継手（下図のいずれかとする）

圧接継手

かぶり厚さ （単位：㎜）

ひびわれ 誘発目地部など鉄筋 のかぶり、

厚さが部 分的に減少する箇所 についても

最小かぶ り厚さを確保する。

かぶ り厚さ

を受けて ㎜ とすることができ る。4 0

( 3 )

( 4 )

( 5 )（）内は 仕上げがある場合。

㎜増しの値とする 。1 0軽量コン クリートの場合は、

㎜とする ことができる。3 0
( 1 )

( 2 )耐久性上 有効な仕上げのある 場合、工事監理者の 承認を受けて

4 0

耐久性上 有効な仕上げのある 場合、工事監理者の 承認を受けて

コンクリ ートの品質および施 工方法に応じ、工事 監理者の承認

〔注〕

㎜とする ことができる。

土に接しない部分

部 位

屋 根 ス ラ ブ

床 ス ラ ブ

非 耐 力 壁 屋 外

屋 内

屋 外
は り

屋 内

耐 力 壁

柱

擁 壁

柱・はり・床スラブ・耐力壁

基 礎 ・ 擁 壁
土 に 接 す る 部 分

（ ㎜ ）

3 0

4 0

4 0

5 0

5 0

5 0

7 0

設計かぶり厚さ

( 2 0 )

最少かぶり厚さ

（ ㎜）

4 0

4 0

6 0

3 0

4 0 ( 3 0 )

( 3 )

( 2 )

( 1 )

( 1 )

( 4 )

( 4 )

3 0

2 0

粗骨材の最大寸法の 1 . 2 5

( 5 ) 鉄筋のあき

丸鋼では径、異形鉄筋では呼び名に用いた数値

倍以上かつ

以上

2 5 以上

1 . 5 d

( 6 ) （ａ～ｆに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける。）

ｄ．柱、梁（基礎梁は除く）の出すみ部分の鉄筋（右図参照）

ａ．丸鋼　ｂ．あばら筋、帯筋　ｃ．煙突の鉄筋

ｆ．その他、本配筋標準に記載する箇所

ｅ．単純梁の下端筋

鉄筋のフック

丸　鋼異形鉄筋

あきd 0

間隔

d 0 d あ き d

間 隔
柱

梁

図の　印の鉄筋の重ね継手の

末端にはフックが必要

ＰＣ杭、又はＰＨＣ杭の全てに補強を行う( 1 )

所 定 の 位 置 に 止 ま っ た 場 合 所 定 よ り 低 く 止 ま っ た 場 合

ｌ＞

但しｌ≦ の場合

の場合は工事監理者の指示による

（地震力等の水平力を考慮する必要のある場合は、別途検討すること。）

Ｌ
1 D

a = 1 . 5 x（呼び名の数値）

6   - @ 1 0 0 0

a

a

a

4 d

a

6   - @ 1 0 0 0

a

a

4 d

( 6 ) 二段筋の保持

かつ、２本の一段太い鉄筋とする

1 0 0 以下とするＤの範囲の柱の帯筋は一段太いものか、又はダブル巻きとし＠

梁
Ｄ

2
Ｌ1

.
5
D

P
P

①

①

柱Ｄ

柱幅と斜材幅が異る 柱脚で斜材となる

5 0 dＬは 以上かつ ㎝以上とする3 0

Ｌ

1 2 d

2 d

l5 d

2 d

ｌは片面溶接 1 0 d

両面溶接 5 d 以上

とする

Ｌは中間部

1 . 5 巻以上

5 0 d かつ 以上3 0 0

末端部の添巻は

Ｌ

1 2 d

1 2 d

以上1 0 d

Ｗ型（溶接型）ロ

1 5 d

Ｓ型（スパイラル型）ハ

以上5 d

Ｌ 以上1 5 0
1

筋並びには りのせいが小さく、
鉄筋のフッ クは柱頭の四隅の鉄

2
Ｌ

以
上

4
0
0

さ が不足す る箇所に付ける

0
ｈ

0
ｈ

/
2
+
1
5
d

ｈ
0

/
2
+
1
5
d

ｈ
0

2
Ｌ

設 計応力に 対して必要な定着長

以
上

4
0
0

2
Ｌ

( 2 ) 柱主筋の定着

( 5 ) せいの高い梁のあばら筋

加工要領図

水平ハンチの場合のあばら筋加工要領

梁
幅

ハ
ン

チ

〇イ

D

D : 1 5 0 0 を超える場合

8
d

8
d

イ〇の拡大図

e   D / 6≦

6 d

1
0
0

又は同サイズ２本

帯筋より１サイズ太く

D

4
0
0

Ｌ
2

1
0
0

6 d

e e

1 5 d

6 d

＞e   D / 6

( 5 ) 絞り

注１．

注２．

1 . 5

2 - D 1 3①の鉄筋は

①

柱Ｄ 柱Ｄ

2
Ｌ

P
P

2
Ｌ

1
.
5
D

2
Ｌ

2
Ｌ

2
Ｌ

①

2

Ｌ

柱幅と斜材（柱又は梁）幅が同一

斜め柱・斜め梁( 4 )

主筋の位置をさける

注２．

注１． 第１帯筋は、梁づらに入れる

Ｗ型で現場溶接をする場合は

注３．

交互とする

フックおよび継手の位置は、

　型目6 d

8
d

6 d

日型

4 d

1 3 5

口型

6 d

イ Ｈ型（タガ型）
以下

〃

1

Ｐ1

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
Ｐ

1 5 0

1 5 0以下

｝
設
計
ピ
ッ
チ
以
下

第１帯筋

第１帯筋

帯 筋( 3 )

標
準

ｈ
0

0
ｈ

/
4

/
4

ｈ
0

/
2

0
ｈ

/
4

/
4

0
ｈ

圧 接継手 重ね継手

継手の 好ましい位置

0
ｈ

/
2

1
0
0
0

0
ｈ

柱主筋の継手( 1 )

( 4 )

ハンチ 梁幅 ハンチ

※｛
1

6～8

2
-
D

※
　

｛

柱

※一般のあばら筋と同様のものを２本束ねる

2 - D

鉄筋コンクリート構造配筋標準図 ( 1 )
基 　 礎4 .

一 般 事 項1 .

3 . 杭 地 中 梁5 .

6 . 柱

鉄筋の投影定着長さ( 4 )

鉄筋の種類
コンクリートの
設計基準強度 L a L b

２４，２７

２１

３０、３３ , ３６

SD2 9 5 A
SD2 9 5 B

２４，２７

２１

３０、３３ , ３６

SD3 4 5

２４，２７

２１

３０、３３ , ３６

SD3 9 0

１５ ｄ

１５ ｄ

１５ ｄ

１５ ｄ

１５ ｄ

１５ ｄ

１５ ｄ

１５ ｄ１５ ｄ

１５ ｄ

２０ ｄ ２０ ｄ

２０ ｄ

２０ ｄ

２０ ｄ

２０ ｄ

２０ ｄ

２０ ｄ

L a : 梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ

L b : 小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ

( 基礎梁、片持梁及び片持スラブを含む ）

( 片持小梁及び片持スラブを除く ）

軽量コンクリートの場合は、表の値に５ ｄ を加えたものとする。

３５ｄ
または２５ｄフック付

２０ｄ
または１０ｄフック付

１０ｄ
かつ１５０ｍｍ以上

５０ｄ
または３５ｄフック付
４５ｄ
または３５ｄフック付

４０ｄ
または３０ｄフック付

片持小梁は２５ ｄ 片持スラブは２５ ｄ

３０ｄ
または２０ｄフック付

２４，２７

２１

３０、３３ , ３６

SD3 9 0

４０ｄ
または３０ｄフック付
４０ｄ
または３０ｄフック付

３５ｄ
または２５ｄフック付

( 3 ) 鉄筋の定着及び重ね継手の長さ

普通、軽量コン

クリートの設計

一 般 ( L  )

小 梁 ス ラ ブ

定 着 の 長 さ

下 端 筋 ( L  )

特別の定着及び

重ね継手の長さ
基準強度の範囲

（Ｎ/ｍｍ2 ）

３５ｄ
または２５ｄフック付

４０ｄ
または３０ｄフック付

２ ( L  )

３

１

３５ｄ
または２５ｄフック付
３５ｄ
または２５ｄフック付

２０ｄ
または１０ｄフック付

１０ｄ
かつ１５０ｍｍ以上

４５ｄ
または３０ｄフック付

鉄筋の種類

２０ｄ
または１０ｄフック付

１０ｄ
かつ１５０ｍｍ以上

４０ｄ
または３０ｄフック付

片持小梁は２５ ｄ

片持小梁は２５ ｄ

片持スラブは２５ ｄ

片持スラブは２５ ｄ

２４，２７

２１

３０ｄ
または２０ｄフック付

３０、３３ , ３６
３０ｄ
または２０ｄフック付

３５ｄ
または２５ｄフック付

SD2 9 5 A
SD2 9 5 B

２４，２７

２１

３５ｄ
または２５ｄフック付

３０、３３ , ３６

SD3 4 5

※柱内に定着する大梁の主筋の定着長は４０ｄ以上とする。

( 2 ) 鉄筋中間部の折曲げの形状　鉄筋の折曲げ角度　　以下

図

d

R 以上
1 9  

D 1 9

D 1 6

1 6  

以下
D 1 6

1 6  

S R 2 3 5 , S D 2 9 5 A

S D 2 9 5 B , S D 3 4 5

鉄筋の種類

S R 2 3 5 , S D 2 9 5 A

S D 2 9 5 B , S D 3 4 5

鉄 筋の 径に よ鉄筋 の使 用 箇

所に よる 呼 称

スパイラル筋

あ ば ら 筋

帯 筋

上記以外の

鉄筋

以下

1 9  ～ 2 5  

D 1 9 ～ D 2 5

2 8  ～ 3 2  

D 2 9 ～ D 3 8

9 0

る 区 分

以上4 d

8 d

3 d 以上

以上6 d

鉄筋 の折 り 曲げ

内 のり 寸法（　）R  

以上

R

d

の 末端 部 ま たは ス ラ ブ と同 時 に

打 ち込 む Ｔ 形お よ び Ｌ 形梁 の キ

9 0折 曲角 度 　 　は ス ラ ブ 筋・ 壁 筋

ャ ップ タ イ にの み 用 い る。

キ ャッ プ タ イd

以
上

8
d

※ 片持 ス ラ ブ上 端 筋 の 先端

余 長 余
長

余
長

（※　　以上）6 d以上 4 d  （※　　以上）4 d  8 d以上4 d 以上鉄筋の余長

折曲げ内法寸法Ｒは、 S D 2 9 5 A ､ S D 2 9 5 B ､はS R 2 3 5

S D 3 4 5

以上、

の D 1 6

3 d

以下は、3 d 以上、D 1 9 以上4 d以上は

鉄筋末端部の折曲げの形状( 1 )

d

R

d

R

1 3 51 8 0 9 0

d

R図

折曲げ角度

2 . 鉄 筋 加 工 、 か ぶ り

構 造 図 面 に 記 載 さ れ た 事 項 は 、 本 標 準 図 に 優 先 し て 適 用 す る 。( 1 )
記 号( 2 )

ｒ　　半径 　　　中心線＠　　間隔

ＳＴ　　あばら筋 ＨＯＯＰ　　帯筋

CL

ｄ   異形棒鋼の呼び名に用いた数値　丸鋼では径

ｌ　　部材間の内法距離

Ｓ．ＨＯＯＰ　　補強帯筋 　　直径又は丸鋼

ｈ　　部材間の内法高さ

Ｄ   部材の成 Ｒ   直径

00

( 3 ) 本 標 準 図 、 構 造 図 面 に 記 載 の な い 事 項 に つ い て は 、 下 記 の 図 書 の
内 容 を 適 用 す る 。

・ 公 共 建 築 工 事 標 準 仕 様 所 （ 公 共 建 築 協 会 ） 　 　
・ 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 配 筋 指 針 （ 日 本 建 築 学 会 ）

一級建築士登録　第 1 7 1 4 3 0 号

構造設計一級建築士　　第 4 6 1 号
内　海　重　光

構造設計

株式会社ファンビーム建築事務所　   　青森県知事　第 6 6 0 号

名久井 高渕 馬渡長畑



訂正 検印 担当主任担当 担当

縮尺

工事名Ｎｏ .

設計年月日 図面名称

図面番号
〒034-0094 青森県十和田市西二十二番町２－４１ FAX 0176(25)2101TEL 0176(25)2100（代）

一級　青森県知事登録　第３９７号

設　　　計

１級建築士登録第 号

長　畑　良　博

２１９７１７

株式会社 Ｒ６．３
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＜車庫兼防災備蓄倉庫＞　鉄筋コンクリート構造配筋標準図（2）

風間浦村　役場庁舎等建設工事 Ｓ－０４１

鉄筋コンクリート構造配筋

2 - ( 3 )の標準図 による。( 1 )

L =

Ｂ

ＣＡ

長 辺 方 向

短 辺 方 向

短辺・長辺方向下端筋

上端筋

標準継手位置

周 囲 斜 め

各

各

各

各

各

各

1 - D 1 32 - D 1 3

2 - D 1 9

2 - D 1 3

2 - D 1 6

床板厚さＤ

＜Ｄ≦ 2 - D 1 3

Ｄ≦1 5 0

1 5 0 2 0 0

＜Ｄ≦2 0 0 3 0 0

2

がと れ る場 合 でも 柱 中心 線を

以上 又は

L 2

1 8 0

Ｂ

Ｃ Ｃ

Ｃ ＣＡ

Ａ

Ａ ＡＢ

l  / 4X l  / 4

l
 
/
4

X

こ え て中 間 折曲 げ テー ル 長 1 5 0

X

X

l
 
/
4

X

l
 y

l

L
6 0

バー サ ポー ト

D 1 0 - @ 2 0 0 8 0 0無筋部分

設計配筋間隔の／ピッチ1
2

長さ

長さ 2 L 1

以上

以上

a b c d e

D 1 3 - @ 2 0 0　ダブル

2 5 0

D 1 0 - @ 1 5 0

1 2 0 0×6 0 0 以下
２－Ｄ１６

2 D

1L
D 1 6

D
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2
D

≦
≦

5 0 0 5 0 0

D 1 6

1L

D

2 D

D 1 3

2 D

5 0 0 5 0 0

D 1 0 - @ 2 0 0

D 1 0 - @ 2 0 0折 曲

3 0 0 5 0

D
D

D 1 3

6 0 0

D

8
d

D

D 1 3

L

L

1

1

1L
斜め 補 強筋

L
1

L 1

周囲 補強 筋

D 1 3

1L

1
L

D 1 3

D 1 3

1

2 L

2 - D 1 0 ( 9  )

２段4 - D 1 0 ( 9  )

D 1 0 ( 9  ) @ 3 0 0 以内

１段

6 0 0 不要Ｄ＜

以内で割り付ける

≦Ｄ　

D 1 0 ( 9  ) @ 1 0 0 0

6 0 0≦Ｄ＜

1 2 0 0

9 0 0≦Ｄ＜1 2 0 0

9 0 0
腹 筋

幅 止め 筋

印 は 幅止 め 筋

鉄筋 か 、又 は 、同 サイ ズ を２ 本 巻と する 。

つ り上 げ 筋は 、 一般 の あば ら筋 よ り、 １ サイ ズ太 い

補 強 あば ら筋 は 小梁 主 筋側( )

0

に必 ず 入る こ と。

0

CL

0l

つ り上 げ 筋

第 １あ ば ら筋 は 柱面 より 配 筋す る

6 d
6 d

8
d

6 d

6 d

は 継 手の 好 まし い 位置

平 面

D

D 1 6

1L

1L

2 D

D 1 0 - @ 1 5 0
H ≦

≦
D
 
 
H
 
 
2
D

8
d

6 d

4 d

D

4
d

幅 止筋

1
5
0
以

上

CL

※

フック付

D

柱幅

※ 柱 幅が 大き く て、 直 線部 だ けで

正

面

平　面

L 2

片
持

梁
筋

折
曲

げ

あ ば ら 筋
を入 れ る

0ｌ

4
d

腹 筋

斜めでもよい
下向きでもよい

斜めでもよい

一 般 階

折 曲げ 起 点は 中 心線 を こえ る
こ とを 原 則と す る。

最 上 階

つり あ げ筋
（梁 主 筋を 折 曲げ る とき ）

CL

7 5～1 0 0

継手位置は原則として下表による。

2 5 d

フ ック 付 きと す る。

1 5 d

1 0 d １５０かつ 　 　以 上

肩筋 　　 以 上

1 5 dL 2

D 1 3
D 1 3

L 1

L 1

1
0
d
以

上

D
以

下
D
以

下

２－Ｄ１６

L 1

L
1

2
0
0

注） 設備の小開口が連続してあく場合

は縦、横、斜補強筋とは別に開口

によって切られる鉄筋と同じ鉄筋

を開口をさけて補強する。

孔 と 孔の へり あ き1 0 0 以上

片持床スラブ

定着および継手

a

( 1 ) 一般床スラブb

床板開口部の補強（開口の径 程度の場合）( 4 ) 5 0 0

( 5 )

端部

床板段差

中央 中央

端部

( 6 )
( 7 )

土間コンクリート

軽作業の土間
釜場

a

間仕切壁との交叉部b

( 8 ) 打継ぎ補強（ダメ穴打継面について）

a 大梁

l0

柱幅が大きい場合

小梁の定着b

片持梁の定着c

（３) あばら筋、腹筋、幅止めの配置

( 2 ) 大梁主筋の継手

( 1 ) 定着

( 4 ) あばら筋の型

   両側床版付（Ｔ型）梁で○又は○とすることができる。

( イ）原則として○のフック先曲げとする。片側床版付（Ｌ型）梁で○、

a

a

c b

b

b

（ロ）フックの位置は○にあっては交互、○にあってはスラブ側とする。

S R C の場合 4
d

曲
げ

 
1
8
0

( 5 ) 幅止め筋の本数、加工  

とし、上端筋の下に配筋する。

b

径で

※の個所（入隅）は各階補強する。

3 - D 1 3

l = 1 , 5 0 0

a 補強筋は各 又はスラブ主筋の同一

l
l

※

屋根スラブの補強( 2 )

片持ちスラブ出隅部補強( 3 )

l
2

l
 
/
2

1

L 1

L
1

L
3

補
強

筋
の

定
着

l  / 21

l
2

l  / 21

l
 
/
2

1

出 隅部 分 の補 強筋

注 　　 　 とす る。l  ≧ l1 2 l  ≧ l1 2

出 隅 受け 部

注 　 　　 とす る 。

（ 出隅 部分 補 強配 筋 ）

l1 l1

（ 出隅 受 け部 配 筋）

一 般床 版配 力 筋
出 隅部

L
２

L
２

L２

L２

L２

２L

２L

1 5 d

2 0 d

0l  / 4

1 5 d 2 ｌ  / 3

2 5 d

端部先端

0

L２

l  / 4 0l  / 2 l  / 4

L
２

L１

0

連続端

正　面

0

最終端
/2

1

/2
1

CL

l 0

θ= 4 5

1 5 d1 5 d0l  / 4

l  / 62 5 d

B

B

B

l  / 4

2 0 d2 0 d

２L

La

ス ラブ に 上端 筋 があ る 場合

c 床に

d

b 柱に（平面図）

（ 非 耐力 壁 とス ラ ブが 取り 合 う場 合 ）

横 筋の 配置 は 上下 端 とも

配 置す る。

梁 、又 は床 面 に一 段 目を 一本 目 を配 置 する 。

縦筋 は 、柱 面 に

壁と壁（平面図）

ダブル配筋シングル配筋

a 梁に

D

柱

t 1 / 1 0 0は階 高 の 程度

を
超

え
る

2
L

か
つ

中
心

線

程 度

2L

程 度

かつ柱中心線を超える

ス ラブ に 上端 筋が な い場 合

〇イ

受筋 D 1０

D 1０受筋

〇 は 壁配 筋と 同 じ

〇イ

イ

定着

スリット部 （設計図に記入のあるとき）

部分スリットの場合

スリ ット 部 の鉄 筋 の被 り厚 さ は

かぶ り 厚さ の表 、 最少 か ぶ2 ( 4 )

り厚 さ以 上 とす る 。 W
W

t

≦W D / 6 , W

t

t / 2 ㎝かつ 72 5 0 2 5 0

4 0 0D 1 0 @

L
２

L
２

L２
L２
L２ L２ L２

L２L２

L２

L
２

L
２

L
２

L
２

a

D 1 3

D 1 3

D 1 3D 1 3 2 - D 1 3 2 - D 1 3

D 1 3

1 0 0 0

1 0 0 0
D 1 3

1 5 0
1 5 0

L２

( 1 )

( 2 )

L
２

補 強筋 は 、梁 主 筋の １段 落 し径 （

以 上） と する 。

あ ばら 補 強筋 は 、梁 と同 径 、同 ピ ッチ

と する 。

D 1 6

D ≧ 4 0 0

ピッ チ は、 梁 の腹 筋 と合 せる 。

の場 合 は補 強筋 を ３本 と する 。

腹 筋 D 1 0

増 打コ ン クリ ー ト補 強と 同 様と す る。

梁 下端 増 打コ ン クリ ート の 場合 も 上端

ハ ッチ 部 分は 増 打コ ンク リ ート を 示す 。

3
0
0

a

D

a

補強筋

3 0 0

D 1 0

補強筋幅止筋

補強筋

あ
ば

ら
補

強
筋

あばら補強筋梁( 2 )

)( 増築時の鉄筋継手工法を考慮して措置する。

将来増築予定のコンクリート増打ち部分は、

5
0
 

≧
L

1

L
1

D 1 3

≧
1

L

5
0
 

1

5 0  

≧ L

≧ 1L

5 0  5 0  

≧ 1L

D 1 3

D 1 3

( 1 ) 柱、梁 地中梁( 2 ) ( 3 ) 床版、壁

7 0 　＜　 ａ 　≦　 2 0 0

① 梁貫通補強筋の名称及び定着

下縦筋 下縦筋

上縦筋

縦筋

あばら筋

斜め筋

横筋

上縦筋
あばら筋

斜め筋

横筋

縦筋

L1

L1

1L

L1

L1

1L

ａ．100≦φ＜150 ｂ．150≦φ

② 補強基準配筋

□　在来型による補強は下記（2）による。

(2) 在来型梁貫通補強

1)． 孔の径は梁せいの1/3以下とし、孔が円形でない場合はこれの外接円とする。

2)． 孔の上下方向の位置は梁せい中心付近とし、梁中央部下端よりＤ/3（Ｄは梁せい）の範囲に

　　 設けてはならない。

3)． 孔は、柱面から、原則として、1.5Ｄ以上離す。ただし、基礎梁及び壁付帯梁は除く。

4)． 孔が並列する場合の中心間隔は、孔の径の平均値の３倍以上とする。

5)． 縦筋および上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。

6)． 補強筋は、主筋の内側とする。

7)． 孔の径が梁せいの1/10以下、かつ、150mm未満のものは鉄筋を緩やかに曲げることにより、

     開口部を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。

(3) その他

鉄筋コンクリート構造配筋標準図 ( 2 )
大 梁 、 小 梁 、 片 持 梁7 . 床 版8 .

9 .

(1) 梁貫通補強筋

梁貫通孔の補強は下記による。

１２ . 梁貫通補強筋

１１ . 増 築 予 定

壁

ハ ッ チ部 分 の面 積

補 強 タテ 筋

A ㎝2

A A A5 0 0 5 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1 5 0 0＜ ＜ ≦ ＜

4 - D 1 6 6 - D 1 6

≦

3 - D 1 6

※柱 と同 径 、同 ピ ッチ と する 。印 は 補強 筋

B

※

3 0 0 a

※

a3 0 0

ハ ッチ 部分 は 増打 コ ンク リー ト を示 す 。

増打するときは事前に設計者、

及び工事監理者と打合せのこと

柱

(

7 0 　＜　 ａ 　≦　 2 0 0a
3
0
0

( 1 )

柱 、 梁 増 打 コ ン ク リ ー ト 補 強１０ .

以内に壁、又は柱がある場合は除く

1
0
0
以

下

以 上

D 1 0 @ 6 0 0

D 1 0 @ 4 0 0

D 1 3

0
h

t

D 1 3

（但 し 、H ＞ 8 0 0 以 上 の場 合、

設 計図 に よる ）

t

D 1 0 @ 4 0 0
D 1 3

D 1 0

D 1 3h
0

h D 1 0 @ 6 0 0

D 1 0 @ 4 0 0

D 1 3

以下とする。但し直交方向 2 5 t

注）　はコンクリートブロック段数調節寸法とする。但し、 ≦ h2 0 0 4 0 0≦

注）継手部は必ずモルタルをてん充すること

h

h 0 ≦ 2 5 t注） かつ 3 5 0 0

H

以
下

1
0
0

以 上1 5 0 ダ ブルD 1 0 - @ 2 0 0

D 1 0 - @ 2 0 0 ダ ブル

D 1 0 @ 2 0 0

D 1 3
手摺、パラペット パラペット

手摺

下部防水立上りのある場合一般の場合

コンクリートブロック帳壁

H

D 1 3

1 2 0

D 1 3

L
１

L
１

L
１

L
１

L
１

L
２

L２ L２ L２ L２

L２ L２L２ L２

( 3 )

( 4 )

L
１

)

たて筋、よこ筋の配置( 5 )

階段を支持する壁については、たて筋を外側、よこ筋を内側として配筋する。
貫通孔径

100≦φ＜150

150≦φ＜200

200≦φ＜300

300≦φ＜400

斜め筋 縦  筋 横  筋 上下縦筋

■　既製品による補強は下記による。

■　使用する既製品は、大臣認定取得品（同等品）とする。

■　既製品の適用条件は認定内容の範囲内とする。

■　使用に際しては、事前に監理者に報告すること。

□　在来型　   　■既製品      □その他

■　在来型の使用に際しては、補強内容の詳細を事前に監理者に報告すること。
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＜車庫兼防災備蓄倉庫＞　鉄骨構造標準図（1）
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仮付位置

（ｄ） 溶接姿勢

下向　Ｆ 上向　Ｏ横向　Ｈ立向　Ｖ

良

開先面

仮付溶接

裏はつり側にする。

（ａ） 本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの併用はしてはならない

（ｂ）

（ａ） 構造設計仕様による

適用範囲は、鋼材を用いる工事に適用し、かつ鋼材の厚さが４０㎜

（ｃ）

（ｃ）

（ｂ）

（ａ）

（２）　工作一般

高張力鋼のひずみきょう正は、冷間きょう正とする

（３）　高力ボルト接合

社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法、精度及び

鋼管部材の分岐継手部の相貫切断は、鋼管自動切断機による

鉄骨製作及び施工に先立って「鉄骨工事施工要領書」を提出し

以下のものとする

その他の結果を添付する

工事監理者の承認を得る

（ｃ）

（ＡＡＧ）

（ＧＣ）アーク手溶接 （ＭＣ）

溶接方法

サプマージアーク溶接機１式

（ロ）

（ハ）

セルフ（ノンガス）シールドアーク半自動溶接 （ＮＧＣ）

アークエアーガウジング機（直流） （ホ）

（ヘ）

アークエアーガウジング

ガスシールドアーク半自動溶接

溶接棒乾燥器

溶接電流を測定する電流計

溶接技能者

（ｂ）

（ａ）

溶接機器

溶接技能者は施工する溶接に適応する

交流アーク溶接機（イ） 　３００Ａ～５００Ａ （ニ） 炭酸ガスアーク半自動溶接機

の溶接技術検定試験に合格し引続き、半年以上溶接に従事している者とする

（４）　溶接接合

JIS Z3801 （手溶接）又は ＪＩＳ　Ｚ３８４１ （半自動溶接）

（ｅ）

（イ）

組立て溶接は溶接の始、終端、隅角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は

避ける

組立て溶接技能者は、原則として本工事に従事する者が行う

（ロ） 完全溶込み溶接部の仮付溶接は必ず裏はつり側に施工する

仮付不良 良 仮付不良

（ロ）

Ⅳ）

Ⅲ）

Ⅱ）

Ⅰ）

（イ）

（ｆ） 溶接施工

エンドタブ

接で６㎜、半自動溶接で９㎜以上とする

材質は母材と同質材料とし厚さは手溶

エンドタブの長さは、ＭＣ：３５㎜以上

エンドタブの材質は、母材と同質とする

エンドタブを取り付ける

完全溶込み溶接、部分溶込み溶接の両端部に母材と同厚で同開先形状の

裏あて金

ブレス鋼板タブ、固形タブ使用については、資料を提出して設計者

ＮＧＣ、ＧＣ：４０㎜以上とし特記のない場合は、

溶接終了後、母材より１０㎜程度残し切断して、グラインダー仕上とする

又は工事監理者の承認を得る

（ホ）

をいためない様に、養生を行う

現場溶接の開先面には、溶接に支障のない防錆材を塗布する。又、開先部

励行し、部材に確認マークをつける

規準図の溶接においてＡＡＧと記載のある部分は全て、溶接監理者の確認を

コンクリートに埋め込まれる部分及びコンクリートとの接触面で、コンクリートと

一体とする設計仕様になっている部分は、塗装をしない

（５）　塗　　装

（ハ）

のダブルアールとする

スカラップ　半径は３０～３５㎜と、１０㎜

（ニ） 裏はつり

スカラップはｒ＝２０㎜とする

r
ｒ＝３０～３５㎜

r=10

r=35

スカラップ

但し梁成がＤ＝１５０㎜未満の場合の

エンドタブ

３５㎜以上

かつ２ｔ以上

t

（１）　材料及び検査

ｔ≦６

アーク手溶接、ガスシールドアーク半自動溶接

１（片面溶接）

ｔ≦12

１（片面溶接）２（両面溶接） ２（両面溶接）

及びセルフシールドアーク半自動溶接
サブマージアーク自動溶接

Ｇ
Ｇ＝ｔ 6

ｔ ｔ ｔ

４）かど継手の開先標準（単位：mm）

6＜ｔ≦19 12＜ｔ≦19

2

7

ｔ 2
Ｓ

ｔ

7

2 ｔ 6
Ｓ

35° 35°45°

1/4 t≦Ｓ≦10 1/4 t≦Ｓ≦10

50°

19＜ｔ≦40 19＜ｔ≦40

7

2 D2

D1
ｔ

Ｓ
2

7

ｔ

2

ｔ

Ｓ
6

D2

D1

35° 35°45°
60°

60° 60°

D1 =2(ｔ－2) / 3

D2 =(ｔ－2) / 3

1/4 t≦Ｓ≦10

D2 =(ｔ－6) / 2

D1 =(ｔ－6) / 2

1/4 t≦Ｓ≦10

１）隅肉溶接の開先標準（単位：mm）

（アーク手溶接、ガスシールドアーク半自動溶接及びセルフシールドアーク半自動溶接）

ｔ≦16

１（片面溶接）

ｔ≦16 16＜ｔ≦40

２（両面溶接）

Ｓ

Ｓ

Ｓ

ｔ

Ｓ

Ｓ

Ｓ Ｓ

ｔ

Ｓ Ｓ

Ｓ

Ｓ

６０°

2

Ｓ

６０°

2

ｔ

２）隅肉溶接のサイズ（単位：mm）

15７

5

ｔ

ｓ

５

4

４

3

６

5

11

8

９

7

８

6

10

8

13

10

12

9

14

10 11

2519

11

16

12

22

13 15

28

17

32

19

36

21

40

24

（６）　接合部詳細図

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

F F

L

１
５

０
以

下

８０以下 根巻の場合

接しないこと
フランジが柱のＲに

内ダイヤフラム

θ＝７５°～１０５°

ｔ＞柱フランジのプレート厚

スカラップ部分は
回し溶接する

エンドタブが互に
あたらぬこと

以上かつ
１

０
０

以
上

内ダイヤフラム

F

H 1 H 2 A 1 2A

H 1 H 2 2AA 1

H 1 H 2 2AA 1

1 22

Ａ　－　Ａ　断面図

角のＲに接しないこと

内ダイヤフラムの場合は柱の

以
上

2
5

25 以上

ガス抜き

φ＝２０

平面詳細

（柱が途中で折れる場合，及梁成が異なる場合）

（２）　隅肉溶接

１）鋼管柱・角形鋼管柱（通しダイヤフラムの場合）

H 1B

H 1B

H 1B

TH 1

TH 1

TH 1
TH 1

H 1B

TH 1

F2

１）突合わせ継手の開先標準（単位：mm）

１（片面溶接）

ｔ≦６

アーク手溶接、ガスシールドアーク半自動溶接

及びセルフシールドアーク半自動溶接

２（両面溶接）

ｔ≦12

２（両面溶接）

サブマージアーク自動溶接

6＜ｔ≦19 12＜ｔ≦22

Ｇ
Ｇ＝ｔ

ｔ

6

ｔ ｔ ｔ

2

7

ｔ 2 ｔ

6

ｔ2 6

35° 45° 30°
60°

ｔ

19＜ｔ≦40 22＜ｔ≦40

7

2

ｔ
D1

D2

2

6

ｔ ｔ

2

6

D2
ｔ

D1

60°

60°

60°

35° 30°45°

D1 =(ｔ－6) / 2

D2 =(ｔ－6) / 2D2 =(ｔ－2) / 3

D1 =2(ｔ－2) / 3

１（片面溶接）

６＜ｔ≦40

２（両面溶接）

６＜ｔ≦19 19＜ｔ≦40

アーク手溶接、ガスシールドアーク半自動溶接及びセルフシールドアーク半自動溶接

0

7

Ｓ Ｓ
Ｓ

ｔ
2

Ｓ
Ｓ

ｔ ≧ 2
ｔ ≧ 0 ≧

60
°

60
°

75
°

45
°

2/3 (ｔ-2)1/3 (ｔ-2)

35° 45°
60°

1/4 t≦Ｓ≦10 1/4 t≦Ｓ≦10 1/4 t≦Ｓ≦10

３）部材が直交しない場合の開先標準（単位：mm）

ｔ≦６

アーク手溶接、ガスシールドアーク半自動溶接

及びセルフシールドアーク半自動溶接

１（片面溶接） １（片面溶接）

（サブマージアーク自動溶接）

２（両面溶接）

ｔ≦12

２（両面溶接）

6

2

Ｓ

ｔ

6

ｔ

Ｓ
2 ｔ ｔ

35° 35°

1/4 t≦Ｓ≦101/4 t≦Ｓ≦10

6＜ｔ≦19 12＜ｔ≦22

7

2
Ｓ

7

ｔ

Ｓ
Ｓ

2 ｔ
Ｓ

2 ｔ

Ｓ
Ｓ

6 ｔ

35° 35°45°
60°

1/4 t≦Ｓ≦10 1/4 t≦Ｓ≦10 1/4 t≦Ｓ≦101/4 t≦Ｓ≦10

19＜ｔ≦40

7

2

Ｓ

ＳＳ

６０
。

7
６０°

D1

D2
ｔ 2

Ｓ

ｔ

22＜ｔ≦40

2

Ｓ

ｔ 6
Ｓ

D1

D2
ｔ

35° 35°45°
60°

1/4 t≦Ｓ≦10 1/4 t≦Ｓ≦10
D2 =(ｔ－2) / 3

D1 =2(ｔ－2) / 3

D2 =(ｔ－6) / 2

D1 =(ｔ－6) / 2

1/4 t≦Ｓ≦10 1/4 t≦Ｓ≦10

１（片面溶接）

B

B B

B

B

B

B

B

B

B

T

T

T

T

A

A

A A

A

AT

T T

T

B

H 1 1A A 2

H 1 1A A 2H 2

H 1 H 12 A A 2

H 2H 1 H 1 H 2

H 1 H 2 H 1 H 2

H 2 H 1H 1 H 2

H 1 H 2

（１）　完全溶込み溶接

２）Ｔ型継手の開先標準（単位：mm）

BH 2

TH 2

ｔ

ｔ

ｔ

TH 1

F2

Ａ　－　Ａ　断面図

F2

F2

TH 1F2

TH 1

TH 1

TH 1

TH 1

TH 1

（アーク手溶接、ガスシールドアーク半自動溶接及びセルフシールドアーク半自動溶接）

16≦ｔ≦40

２（両面溶接）

部分とけこみ溶接

16

40

2

Ｓ D1 D2Ｓ

ｔ

D2 =(ｔ－6) / 2

D1 =(ｔ－6) / 2

1/4 t≦Ｓ≦10

45° 45°

（注）片面溶接を行う場合には、原則として、
　　　部分溶接を行わない側に隅肉溶接を行う。

（アーク手溶接、ガスシールドアーク半自動溶接及びセルフシールドアーク半自動溶接）

３（軽量形鋼Ｖ形溶接）２（丸鋼等両面溶接） ４（軽量形鋼レ形溶接）

ｔ≧３のときＳ＝ｔ

ｔ＜３のときＳ＝３ ｔ＜３のときＳ＝３

ｔ≧３のときＳ＝ｔ

Ｓ ｔ ｔ Ｓ

d/2

d/2

補　助　記　号

Ｌ　－　Ｐ

P

FL3 FL4

2H

２）Ｈ形鋼柱（柱通しの場合）

１）部分溶込み溶接の開先標準（単位：mm）

12≦ｔ≦40

１（片面溶接）

部分とけこみ溶接

22

13Ｄ 10

ｔ 12

1211

1916

Ｓ

3628

1413

25

15 15

32

Ｓ

Ｄ Ｓ

ｔ

1/4 t≦Ｓ≦10

45°

（４）　隅肉溶接

１）フレア溶接の開先標準（単位：mm）

１（丸鋼等片面溶接）

ｄ ｄ

ｄ ｄ

ｄ

d/2 d/2

d/2 d/2

d/2

d/2

d/2 d/2

（５）　溶接の補助記号

区　　　　分

現　　　　　　　　　接場　 　溶

全　　　　　　　　　接周　 　溶

全　周　現　場　溶　接

断続溶接の長さ及び間隔

（３）　部分溶込み溶接

P

FL1

H 1

FL2

平面詳細
H 1B

TH 1

TH 1TH 1

鉄骨構造標準図 （１）

２．溶接規準図１．一般事項

名久井 高渕 馬渡長畑



訂正 検印 担当主任担当 担当

縮尺

工事名Ｎｏ .

設計年月日 図面名称

図面番号
〒034-0094 青森県十和田市西二十二番町２－４１ FAX 0176(25)2101TEL 0176(25)2100（代）

一級　青森県知事登録　第３９７号

設　　　計

１級建築士登録第 号

長　畑　良　博

２１９７１７

株式会社 Ｒ６．３

２３４７－００

＜車庫兼防災備蓄倉庫＞　鉄骨構造標準図（2）

風間浦村　役場庁舎等建設工事 Ｓ－０４３

鉄骨構造標準図 （２）
３．継手規準図、その他

高力ボルト

（溶融亜鉛メッキ
　　高力ボルト含む）

普通ボルト

アンカーボルト

ボルトの孔称軸径　d

d + 2.0

d + 0.5

d + 5.0

d は27mm未満

－

－

孔径　（単位:mm）

（注）

epp

e p

M12

M16

M20

M22

M24

40 60

45 70

縁端距離 ボルト間隔
ねじの呼び

（注）母屋、胴縁類の取付け用ボルトの場合は、d+1.0とすることができる。

（２）縁端距離及びボルト間隔（単位：mm）

ゲージ
ねじの呼び

g
M12,M16,M20,M22

千鳥打ちのボルト間隔　Pt

M24

50

45

40

25

35

-

65

60

55

45

50

40

35

40

45

55

50

60

Pt

g

（３）千鳥打ちのゲージ及びボルト間隔（単位：mm）

g1 g2

B

g1
A

g1g2 g2

B

g3

B

※１　千鳥打ちとした場合

はＢ

A又

45

50

60

65

70

75

80

90

100

125

130

150

175

200

g1

25

28

35

35

40

40

45

50

55

50

50

55

60

60

g2

35

40

55

70

90

軸径

最大

12

16

16

20

20

22

22

24

24

24

24

24

24

24

B

100

125

150

175

200

250

300

350

400

g1

56

75

90

105

120

150

150

140

140

g2

40

70

90

軸径

最大

16

16

22

22

24

24

24

24

24

g3B

50

65

70

75

80

90

100

30

35

40

40

45

50

55

軸径

最大

12

20

20

22

22

24

24

※１

（注）引張材の接合部において、せん断力が３本以上並ばな
　　　い場合の縁端距離は、特記による。
　　　（特記がない場合はボルト軸径の2.5倍以上とする。）

（１）　ボルト孔の径

（４）形鋼のゲージ及びボルト最大軸径（単位：mm）

（５）大梁と小梁（ピン接合）

（６）梁と柱（ピン接合）

F2

F2 F2

※ガセットプレートのサイズ、寸法は特記による。

※ガセットプレートのサイズ、寸法は特記による。

（柱フランジに接合する場合） （柱ウェブに接合する場合）

F2

(1)注

d 1

最大

最小

切板製

平鋼製

種　類

ねじの呼び

本　数

取付ボルト

板厚

板厚

ねじの呼び（ｄ）

軸径

(2)

　鉄筋ブレース

ボルト端から取付ボル
ト穴心のあき（最小）

溶接長さ（許容差+10，0）

調整ねじの長さ　S（許容差+25,-8）

取付ボルト穴径　R（許容差0,-0.5）

はしあき　e1（許容差+5,0）

t

t

100

40

M12

1

e3

ＪＩＳ　Ｂ　１１８６　２種高力ボルト（Ｆ１０Ｔ）又は

ＪＩＳ　Ｂ　１１８０　中８ｇ　１０．９

50

52

6

25

6

28

40

17

115

M14

1

M16

125

17

45

28

6

25

6

59

55

M16

1

M16

60

66

9

32.5

9

34

50

21.5

140

M18

1

M20

150

21.5

50

34

9

32.5

9

66

75

M20

M20

1

175

21.5

50

38

9

37.5

9

70

85

M24

M20

2

85

73

9

37.5

9

38

55

23.5

165

M22

M22

1

9

9

55

23.5

M22

55

23.5

M22

M27 M30 M33

10.83

10.59

12.66

12.41

14.66

14.41

25.00

24.69

27.67

27.34

30.67

30.34

200 200 225

17 21.5

40 50

28 45 45 50

6

12

12

12

12

6

へりあき　e2
（許容差+10,0）

へりあき　e2
（許容差+10,0） 25 45 45 50

52 72 83 90

90 95 110

M16 M20

2 2 2

溶融亜鉛メッキ付き炭素鋼製品は、M10～M22とする。

溶融亜鉛メッキ付き炭素鋼製品は、全周溶接を施さなければならない。(2)

(3) 羽子板とカセットプレートとの接合は、表に示す取付けボルトを使用し、一面せん断（支圧）接合とする。

　羽子板ボルト

d

S

1
d

t

1
d

S

d

t

長さ

長さ

R

3e

e
2

1e

3e e 1

RR
e 1

e
2

60

FL2

FL2

せん断部にねじ部がかからない取付けボルトを選定しなければならない。

溶融亜鉛メッキ付き炭素鋼製品の場合は、JIS B 1186に規定する1種F8TAに準じるものを使用する。

e1,e2が確保されていれば形状は自由でよい。

(4)

(5)

（JIS規格品とする・・・JIS A 5540～5541）(８)

（７）柱-柱継手（角型鋼管の場合）

　（羽子板ボルトの形状および寸法　M12～M33）

16.33 18.33

16.07 18.07 20.07

22.00

21.69

20.33

梁との溶接およびコネクター

１６φ＝＠２００
アークスポット溶接

水平ブレース

受梁へのかかり寸法および端部処理

　（注）建築基準法に基づき認定（構造用および耐火構造用）を受けた合成床版用デッキプレートの取付け方法は、特記による。

スタッド材の標準形状・寸法

D

d

T

L

形状

ｍｍ ｍｍ ｍｍ ｍｍ
呼び名

軸径ｄ

13.0 22.0 10.0

16.0 29.0 10.0

19.0 32.0 10.0

22.0 35.0 10.0
φ２２ｍｍ

φ１９ｍｍ

φ１６ｍｍ

φ１３ｍｍ

スタッド材

頭径Ｄ 頭高さＴ

±0.3 ±0.4

±0.3 ±0.4

±0.3 ±0.4

±0.3 ±0.4

呼び長さＬ（標準）

80,100,120

80,100,120

80,100,130,150

80,100,130,150

ｅ≧３５ｍｍ

梁上通しの場合

e e e

既製品面戸（鉄板） 折曲加工

ee

あて板（鉄板） あて板（非金属）

50-400

e e

梁上切断の場合

スラブ端部の補足材 補足受材

50

Ｌ形鋼
50-200

F1

3050

PL50x6

PL-1.6

e

50-400

F1 BH 2

PL-1.6

３００以下 ６００以下

e
L-50x50x6 @<600

50-400

50-400

F2

F1
F1

（８）デッキプレート

PL-3.2

（９）頭付きスタッド (JIS　B　1198)

Ｌ－６５ｘ６５ｘ６以上 Ｌ－６５ｘ６５ｘ６以上

鉄骨梁

スライド構法挿入筋構法

ＡＬＣ壁パネル

鉄骨梁

スライドハタ金物

シーリング材

鉄筋９φまたはD10，l＝1000 鉄筋９φまたはD10，l＝1000

受け金物　ｱ) 6

鉄骨柱

フックボルト１２

鉄骨柱

フックボルト１２

シーリング材

ＡＬＣ壁パネル
シーリング材ＡＬＣ壁パネル

ボルト止め構法 カバープレート構法

カバープレート 　ｱ) 2.3

は３Φまたは     のうち小さい方とする。   ｅ ≧Ｈとする。

 　1

Φ

 　2

補強プレート

0～5 0～5

20

LC

50ｔf

ｔw ｔp

100以下

C

補強トラス

60° 0～5 0～5

B

ｔf

L

ｔf

F2

F1 F1

F1

F2

F2

F2

TH （自然開先）

ＡＬＣ壁パネル

シーリング材

タテカベプレート　ｱ) 6

（10）ALC取付要領

（11）梁貫通補強

H

e

 　1

5
0

 
　

2

5
0

１）補強プレート法

60°

Φ

50

２）補強トラス法

縦壁構法

横壁構法

エ
レ

ク
シ

ョ
ン

ヒ
ー

ス BH 1

BH 1

BH 1

（内ダイヤフラムがない場合）

（内ダイヤフラムがある場合）

F2

F2

一級建築士登録　第 1 7 1 4 3 0 号

構造設計一級建築士　　第 4 6 1 号
内　海　重　光

構造設計

株式会社ファンビーム建築事務所　   　青森県知事　第 6 6 0 号

150

80

内ダイヤフラム
（厚さは特記による）

名久井 高渕 馬渡長畑



訂正 検印 担当主任担当 担当

縮尺

工事名Ｎｏ .

設計年月日 図面名称

図面番号
〒034-0094 青森県十和田市西二十二番町２－４１ FAX 0176(25)2101TEL 0176(25)2100（代）

一級　青森県知事登録　第３９７号

設　　　計

１級建築士登録第 号

長　畑　良　博

２１９７１７

株式会社 Ｒ６．３

２３４７－００

A 1 : １／１００
A 3 : １／２００＜車庫兼防災備蓄倉庫＞　基礎・１階床梁伏図、基礎リスト

風間浦村　役場庁舎等建設工事 Ｓ－０４４

一級建築士登録　第 1 7 1 4 3 0 号

構造設計一級建築士　　第 4 6 1 号
内　海　重　光

構造設計

株式会社ファンビーム建築事務所　   　青森県知事　第 6 6 0 号

名久井 高渕 馬渡長畑

7,500 6,500 6,000 6,000 6,000

4
,
0
0
0

4
,
0
0
0

8
,
0
0
0

3,500

35,500

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7
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Y2

Y3

1FL-110

F1
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F2 F2 F2 F2

F2F3 F3 F3 F3 F3
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F3 F3 F3 F3 F3
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S1

S1

S1

S1

S1

S1

S1

S1

S1

S1

S2

S2

S2 S3

FG2 FG2 FG2 FG2 FG2

FG2 FG2 FG2

FG2FG2FG2FG2FG2

FG3
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F
G
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F
G
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G
1

F
G
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G
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G
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G
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No.5  TP 28.95m GL＝T.P 27.086m

地　　層深
さ

N
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1
,
8
6
4

GL

1
,
5
5
0

凝　灰　岩

砂　　礫

火山灰質粘性土

値

13

75

150

250

250

214

5

X方向

Y
方

向

GL
1FL

基礎下端

1
5
0

1
,
5
5
0

4
5
0

5
0

1
5
0

2
0
0

基礎梁上端

9
0
0

1
,
0
5
0

1
,
0
5
0
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2
,
1
0
0
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1FL

基礎下端

1
5
0

1
,
5
5
0

4
5
0

5
0

1
5
0

2
0
0

基礎梁上端

9
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0
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1FL

基礎下端

1
5
0

1
,
5
5
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4
5
0

5
0

1
5
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2
0
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基礎梁上端

9
0
0
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9
0
0

900 900
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1
,
8
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1
,
5
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1,500
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は
か

ま
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8
-
D
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はかま筋　8-D13
はかま筋　7-D13

は
か

ま
筋

　
7
-
D
1
3

は
か

ま
筋

　
6
-
D
1
3

はかま筋　6-D13

下端筋　13-D19

下
端

筋
　

1
3
-
D
1
9

下
端

筋
　

1
1
-
D
1
9

下端筋　11-D19
下端筋　7-D19

下
端

筋
　

7
-
D
1
9

S=1/100基礎・１階床梁伏図 特記外は下記による。

1FL=GL+150

スラブ天端＝1FL-10

スラブ天端はフカシ厚を除く

基礎下端＝ 1FL-1,700(GL-1,550)

特記外は下記による。
基礎リスト S=1/40

支持層は砂礫または凝灰岩

設計支持力は300kN/㎡（長期）

基礎下地業は下記による。

捨コンクリート

砕石

t=50

t=150

F1 F2 F3

1FL-10

1FL-200

FG4 FG4

FB1

1
,
9
0
0

1,8501,650

FG3

F
B
1

C1

C1 C1

C1 C1

C1

C1

C1 C1

C1 C1 C1

C1C1

C1C1C1C1C1 C1 C1

1FL-700

基礎梁天端＝1FL-350

F
G
1

F
G
1

A A

A



訂正 検印 担当主任担当 担当

縮尺

工事名Ｎｏ .

設計年月日 図面名称

図面番号
〒034-0094 青森県十和田市西二十二番町２－４１ FAX 0176(25)2101TEL 0176(25)2100（代）

一級　青森県知事登録　第３９７号

設　　　計

１級建築士登録第 号

長　畑　良　博

２１９７１７

株式会社 Ｒ６．３

２３４７－００

＜車庫兼防災備蓄倉庫＞　基礎梁、床版、柱脚、腰壁リスト
A1:１／４０、１/３０
A3:１／８０、１/６０

風間浦村　役場庁舎等建設工事 Ｓ－０４５

一級建築士登録　第 1 7 1 4 3 0 号

構造設計一級建築士　　第 4 6 1 号
内　海　重　光

構造設計

株式会社ファンビーム建築事務所　   　青森県知事　第 6 6 0 号

備　考

1 . 増打ち要領 2 . 増打主筋定着 3 . 大梁主筋の上下

腹 筋 と 同 径 で ＠ 300

h
L
2

ス タ ー ラ ッ プ と 同 径 、
           同 間 隔

D22  @20 0

ス タ ー ラ ッ プ と 同 径 、
           同 間 隔

L2

E

腹 筋 と 同 径 で ＠ 30 0

D 2 2 @2 00

5 0増 打 主 筋
(     )
大 梁 主 筋 は 上 端 筋 、 下 端 筋 と も 、 X方 向
      大 梁 主 筋 を 上 通 し と す る 。

X方 向 上 端 筋Y方 向 上 端 筋

X方 向 下 端 筋Y方 向 下 端 筋

h , E ＞ 1 0 0 のとき ( h , E ≦ 1 0 0 は不要）

名久井 高渕 馬渡長畑

位　置

S=1/40基礎梁リスト

符　号

断　面

上　端　筋

下　端　筋

b x D

STP

腹　筋

FG1 FG3

外　端 内　端中　央 全　断

4-D22

4-D22

400 x 1,250 400 x 1,250

3-D22

4-D223-D22

3-D22

3-D22

3-D22

2-D19

1
,
2
5
0

3
5
0

400

2-D19

400

1
,
2
5
0

3
5
0

3. 幅止筋　D10＠1，0001. STP    -D13@200 2. 腹筋　6-D13 4. 梁下地業  捨コン t=50  砕石　t=60　特記外

床版リスト
1.1階床下地業は下記による。

捨コンクリート　t=50
砕石            t=60

符　号 位　置版　厚

上端筋

下端筋

上端筋

下端筋

上端筋

下端筋

短　辺　方　向

中　央端　部

長　辺　方　向

端　部 中　央

S1

S2

S3

D10・D13  @250

D10・D13  @250

D10・D13  @250

D10・D13  @250

D10・D13  @200

D10・D13  @200 D10・D13  @200

180

150

200

D10・D13  @200 D10・D13  @200

D10・D13  @200

D10・D13  @200

D10・D13  @200

D13       @200

D13       @200

D13       @200

D13       @200

D13       @200

D13       @200

D13       @200

D13       @200

柱脚リストS=1/40 S=1/40

1.柱脚コンクリート天端は,1FL-350とする。

主　筋

フープ

C1

630

6
3
0

12-D19

□-D13　＠100

符  号

断　面

D13       @150

D13       @150

D13       @150

D13       @150

FB1

全　断

300 x 700

-D10 @200

3
5
02-D13

300

7
0
0

FG2

端　部 中　央

400 x 1,250

3-D22

3-D224-D22

4-D22

-D13 @150

2-D19

1
,
2
5
0

3
5
0

400

端　部 中　央

400 x 1,250

3-D22

-D13 @150

2-D19

1
,
2
5
0

3
5
0

400

FG4

6-D22

6-D224-D22

2-D13

4-D16

4-D16

腰壁リスト S=1/40

符  号

断　面

たて筋

よこ筋

内部間仕切り壁外周部壁

D10 @200

D10 @200

シングル

シングル

20

4
5
0

3
5
d

D10 @200

D10 @200

シングル

シングル

120

4
5
0

3
5
d

120
80

1,400 x 3,100

1
0
0

2
0
0

1
8
0

L2

発電機基礎 S=1/30

2
0
0

1
8
0

L2

S=1/30

3
0
0

120 1202,000

1FL 1FL

防油堤

D13 @200D13 @200 D10 @200D13 @200 D13 @200

D13 D13

D13 @200シンダーコンクリート（Fc21）

捨てコンクリート　t=50

砕石  t=60

捨てコンクリート　t=50

砕石  t=60

D13

D10 @200 D10 @200

シンダーコンクリート（Fc21）



訂正 検印 担当主任担当 担当

縮尺

工事名Ｎｏ .

設計年月日 図面名称

図面番号
〒034-0094 青森県十和田市西二十二番町２－４１ FAX 0176(25)2101TEL 0176(25)2100（代）

一級　青森県知事登録　第３９７号

設　　　計

１級建築士登録第 号

長　畑　良　博

２１９７１７

株式会社 Ｒ６．３

２３４７－００

A 1 : １／１００
A 3 : １／２００＜車庫兼防災備蓄倉庫＞　２階床梁伏図、Ｒ階床梁伏図

風間浦村　役場庁舎等建設工事 Ｓ－０４６

一級建築士登録　第 1 7 1 4 3 0 号

構造設計一級建築士　　第 4 6 1 号
内　海　重　光

構造設計

株式会社ファンビーム建築事務所　   　青森県知事　第 6 6 0 号

名久井 高渕 馬渡長畑

7,500 6,500 6,000 6,000 6,000

35,500

X1 X2 X3 X4 X5

7,500 6,500 6,000 6,000 6,000

4
,
0
0
0

4
,
0
0
0

8
,
0
0
0

3,500

35,500

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7

Y1

Y2

Y3

Ｒ階床梁伏図

２階床梁伏図 S=1/100

S=1/100

特記外は下記による。

特記外は下記による。

B2 B2

B2B2 B1 B1 B1 B1 B1 B1 B1 B1 B1
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4
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4
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4
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4
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4
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4
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B
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B
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B
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B
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B
1

デッキプレート方向を示す。

G4 G4

G4G4

G4 G4 G2 G2 G2

G2
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G
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G
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G
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G
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G
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G
1

G4 G4

G4G4

G4 G4 G2 G2 G2

G2G2G2

G2 G2 G2 G3

G3

G3

C1 C1 C1 C1 C1 C1 C1

C1C1

C1C1

C1C1

C1 C1C1 C1 C1

C1C1C1

DS1 DS1

DS1

DS1 DS1 DS1 DS1 DS1 DS1 DS1 DS1 DS1 DS1 DS1 DS1 DS1 DS1 DS1

DS1 DS1 DS1 DS1 DS1 DS1 DS1 DS1 DS1 DS1 DS1 DS1 DS1 DS1 DS1

B2

B
1

1
,
7
7
5

1,6901,810

屋根ブレース
（梁上端フランジ取付）

折版（ハゼ形　H=166 t=0.8)

DW

A A

A

G3

1
,
7
7
5

3,500

X6 X7

G
1

G
1

1,810 1,690

G3

E

4
,
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0
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Y3 5
0
0

4
,
0
0
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8
,
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Y2

B
1

B3



訂正 検印 担当主任担当 担当

縮尺

工事名Ｎｏ .

設計年月日 図面名称

図面番号
〒034-0094 青森県十和田市西二十二番町２－４１ FAX 0176(25)2101TEL 0176(25)2100（代）

一級　青森県知事登録　第３９７号

設　　　計

１級建築士登録第 号

長　畑　良　博

２１９７１７

株式会社 Ｒ６．３

２３４７－００

A 1 : １／１００
A 3 : １／２００＜車庫兼防災備蓄倉庫＞　軸組図

風間浦村　役場庁舎等建設工事 Ｓ－０４７

一級建築士登録　第 1 7 1 4 3 0 号

構造設計一級建築士　　第 4 6 1 号
内　海　重　光

構造設計

株式会社ファンビーム建築事務所　   　青森県知事　第 6 6 0 号

名久井 高渕 馬渡長畑

7,500 6,500 6,000 6,000 6,000 3,500

35,500

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7

7,500 6,500 6,000 6,000 6,000 3,500

35,500

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7

S=1/100

7,500 6,500 6,000 6,000 6,000 3,500

35,500

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7

S=1/100

Y1 Y2 Y3

8,000

Y1 Y2 Y3

8,000

Y1 Y2 Y3

4,000 4,000

8,000

Y1 Y2 Y3

4,000 4,000

8,000

Y1 Y2 Y3

4,000 4,000

8,000

S=1/100 S=1/100 S=1/100

S=1/100 S=1/100

S=1/100

Y1通り　軸組図

Y2通り　軸組図

Y3通り　軸組図

X1通り　軸組図 X2通り　軸組図

X3,X4,X5通り　軸組図 X6通り　軸組図

X7通り　軸組図

特記外は下記による。

750200

750200

750200

750 200

750 200

750 200
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750 750 750 750 750 750 750 750 750 750
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梁フカシ部分を示す。
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750750750750200 200
C1C1C1

G1

750750750750200 200

C1C1C1

G1G1

750750750750200 200

C1C1C1

G1G1

750 200750200 750750
C1C1C1

G1G1

750750750750200 200
C1C1C1

G1G1
G4

G2 G2 G2 T1T1T1T1

HB1 HB1 HB1 HB1

KB1

FG2 FG2 FG2 FG2 FG2 FG3F2F3 F3 F3 F3 F3 F3
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訂正 検印 担当主任担当 担当

縮尺

工事名Ｎｏ .

設計年月日 図面名称

図面番号
〒034-0094 青森県十和田市西二十二番町２－４１ FAX 0176(25)2101TEL 0176(25)2100（代）

一級　青森県知事登録　第３９７号

設　　　計

１級建築士登録第 号

長　畑　良　博

２１９７１７

株式会社 Ｒ６．３

２３４７－００

＜車庫兼防災備蓄倉庫＞　鉄骨部材リスト
A1:１／３０
A3:１／６０

風間浦村　役場庁舎等建設工事 Ｓ－０４８

一級建築士登録　第 1 7 1 4 3 0 号

構造設計一級建築士　　第 4 6 1 号
内　海　重　光

構造設計

株式会社ファンビーム建築事務所　   　青森県知事　第 6 6 0 号
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BPL-16

A.Bolt 2-M16(ABR400)
定着板50x50x9

5
0

5
0
1
0
0

2
0
0

150

5
0

5
0
1
0
0

2
0
0

150

PL-6  

2-M12
(中ボルトSS400）

PL-6  

2-M12
(中ボルトSS400）

BPL-12

A.Bolt 2-M12(SS400)
L=240

BPL-12

A.Bolt 2-M12(SS400)
L=240

PL-6

2-M16

3
6

310

3
1
0

55 55

5
5

5
5

1
5
0

50 270 50

5
0

6
3
0

630

4
2
0

420

6
5
0
以

上

Lib.PL-6

名久井 高渕 馬渡長畑

柱部材

ベースプレート

アンカーボルト

コンクリート柱断面

立上り筋

フープ筋

ｺﾝｸﾘｰﾄ設計基準強度

□-250×250×12

420×420×36

4-M39(BPM-SD490)

630×630

12-D19(SD345)

D13@100(SD295)

21N/mm 以上2

ベースパック 25-12V

大梁リスト

特記外は下記による。

2）継手部のクリアランスは10ｍｍとする。

3) HTB 間隔60　はし空き40　とする。

1) プレートの材質はSA400Bとする。

4) HTBは F10T　とする。

S=1/30

符　号

主　材

形　状

フ
ラ
ン
ジ

ウ
ェ
ブ

S.PL
外

内

HTB

HTB

S.PL

G1 G2階

Ｒ　階

主　材

形　状

フ
ラ
ン
ジ

ウ
ェ
ブ

S.PL
外

内

HTB

HTB

S.PL

２　階

G3 G4

H-350x175x7x11(SN400B) H-350x175x7x11(SN400B) H-350x175x7x11(SN400B)

H-400x200x8x13(SN400B) H-400x200x8x13(SN400B) H-400x200x8x13(SN400B)

H-500x200x10x16(SN400B)

H-600x200x11x17(SN400B)

6-M20

16-M20

2PL-9x175x290

2PL-6x260x170

6-M20

16-M20

2PL-9x175x290

2PL-6x260x170

6-M20

16-M20

2PL-9x175x290

2PL-6x260x170

2PL-12x200x410

4PL-12x80x410

24-M20

10-M20

2PL-9x320x170

4PL-9x70x290 4PL-9x70x290 4PL-9x70x290

2PL-12x200x410

4PL-12x80x410

2PL-9x440x290

24-M20

16-M20

2PL-9x200x410

4PL-9x80x410

24-M20

2PL-9x260x170

8-M20

2PL-9x200x410

4PL-9x80x410

24-M20

2PL-9x260x170

8-M20

2PL-9x200x410

4PL-9x80x410

24-M20

2PL-9x260x170

8-M20

特記外は下記による。

S=1/30

符　号

主　材

形　状

階

主　材

形　状

1)ダイヤフラムの材質はSN490Cとする。

2)ダイヤフラムの板厚は取り付く梁の最大

  フランジ厚+6ｍｍ以上とする。柱リスト

C1

□-250x250x12(BCR295)

□-250x250x9(BCR295)

２　階

１　階

特記外は下記による。

1) プレートの材質はSS400とする。

2）継手部のクリアランスは10ｍｍとする。

3) HTB 間隔60　はし空き40　とする。

4) HTBは F10T　とする。

小梁リスト S=1/30

符　号 B1 B2 B3

主　材

形　状

G.PL

HTB

B4

H-350x175x7x11(SN400A)H-250x125x6x9(SN400A)H-200x100x5.5x8(SN400A) H-300x150x6.5x9(SN400A)

PL-6

2-M16

PL-9

2-M20

PL-12 PL-12

6-M204-M20

HB1

H-250x125x6x9(SN400A)横使い

階段

ササラPL-6ｘ300

屋根ブレース

JISターンバックル筋交い　M16

45
45

60

1-M16

PL-9 （溶接長８０mm以上）

KB1

H-300x150x6.5x9(SN400A)

PL-9

2-M20

T1

2x溝形-125x65x6x8(SS400)

PL-9

2-M20

PL-12

2-M16

PL-6

2-M20

P0

□-100x100x3.2(STKR400)

A C,E(ELV用鉄骨） (ELV用鉄骨）

H-100x100x6x8(SN400A) H-100x100x6x8(SN400A)

溶接長55mm以上

羽子板PL-6



訂正 検印 担当主任担当 担当

縮尺

工事名Ｎｏ .

設計年月日 図面名称

図面番号
〒034-0094 青森県十和田市西二十二番町２－４１ FAX 0176(25)2101TEL 0176(25)2100（代）

一級　青森県知事登録　第３９７号

設　　　計

１級建築士登録第 号

長　畑　良　博

２１９７１７

株式会社 Ｒ６．３

２３４７－００

A1:１／３０
A3:１／６０＜車庫兼防災備蓄倉庫＞　鉄骨架構詳細図

風間浦村　役場庁舎等建設工事 Ｓ－０４９

一級建築士登録　第 1 7 1 4 3 0 号

構造設計一級建築士　　第 4 6 1 号
内　海　重　光

構造設計

株式会社ファンビーム建築事務所　   　青森県知事　第 6 6 0 号
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75 75

BPL-16

A.Bolt 2-M16(ABR400)
定着板50x50x9

PL-6(SS400)

PL-6(SS400)

L-50x50x6(SS400)

L-50x50x6(SS400)

L-50x50x6(SS400)

L-50x50x6(SS400)L-50x50x6(SS400)

L-50x50x6(SS400)

PL-6x300(SS400)

PL-6x300(SS400)

PL-6x300(SS400)
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CPL-4.5
モルタルt=40PL-6(SS400)

GPL-6(SS400)
HTB 2-M20

GPL-6(SS400)
HTB 2-M20

梁フカシ

名久井 高渕 馬渡長畑

設計GL

1FL

2FL
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BPL下端

1
3
0 8
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1C1 1C1 1C1 1C1
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2G4
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RFL(水下)
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RG1
RG1

750 750 750 750 750750 750200

X3 X4

X2

Y1 Y2
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6,500 6,000 6,000 4,000 4,000

X5

Y1通り　鉄骨架構詳細図 X4通り　鉄骨架構詳細図S=1/30 S=1/30
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150
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S=1/30階段鉄骨詳細図
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デッキ合成スラブ
EZ50 t=1.2  山上コンクリート　t=80

デッキ合成スラブ
EZ50 t=1.2  山上コンクリート　t=80

PL-19

PL-25

PL-25

PL-19

PL-19

H-400x200x8x13(SN400B) H-400x200x8x13(SN400B) H-400x200x8x13(SN400B) H-400x200x8x13(SN400B) H-400x200x8x13(SN400B)

H-250x125x6x9(SN400A)H-250x125x6x9(SN400A)

2x溝形-125x65x6x8(SS400)

PL-19

PL-19

H-250x125x6x9(SN400A)

2x溝形-125x65x6x8(SS400)

H-500x200x10x16(SN400B) H-500x200x10x16(SN400B)
H-350x175x7x11(SN400B) H-350x175x7x11(SN400B) H-350x175x7x11(SN400B) H-350x175x7x11(SN400B) H-350x175x7x11(SN400B)

H-350x175x7x11(SN400B)
H-350x175x7x11(SN400B)

H-350x175x7x11(SN400B) H-350x175x7x11(SN400B)
H-350x175x7x11(SN400B)

折版　H＝166　ｔ＝0.8

折版　H＝166　ｔ＝0.8

折版　H＝166　ｔ＝0.8

PL-22

PL-22
PL-19

PL-19

PL-19

PL-19

PL-19

C-100x50x20x2.3(SSC400)
C-100x50x20x2.3(SSC400)

CPL-4.5
モルタルt=40

CPL-4.5
モルタルt=40

L-50x50x6(SS400)

L-50x50x6(SS400)

H-600x200x11x17(SN400B) H-600x200x11x17(SN400B)



訂正 検印 担当主任担当 担当

縮尺

工事名Ｎｏ .

設計年月日 図面名称

図面番号
〒034-0094 青森県十和田市西二十二番町２－４１ FAX 0176(25)2101TEL 0176(25)2100（代）

一級　青森県知事登録　第３９７号

設　　　計

１級建築士登録第 号

長　畑　良　博

２１９７１７

株式会社 Ｒ６．３

２３４７－００

＜車庫兼防災備蓄倉庫＞　胴縁図
A 1 : １／１００、２０
A 3 : １／２００，４０

風間浦村　役場庁舎等建設工事 Ｓ－０５０

一級建築士登録　第 1 7 1 4 3 0 号

構造設計一級建築士　　第 4 6 1 号
内　海　重　光

構造設計

株式会社ファンビーム建築事務所　   　青森県知事　第 6 6 0 号

アンカーボルト　M16（ABR400）
L＝400　定着板9x50x50 @1800
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名久井 高渕 馬渡長畑
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Y1通り　胴縁図

Y3通り　胴縁図

X1通り　胴縁図 X7通り　胴縁図
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訂正 検印 担当主任担当 担当

縮尺

工事名Ｎｏ .

設計年月日 図面名称

図面番号
〒034-0094 青森県十和田市西二十二番町２－４１ FAX 0176(25)2101TEL 0176(25)2100（代）

一級　青森県知事登録　第３９７号

設　　　計

１級建築士登録第 号

長　畑　良　博

２１９７１７

株式会社 Ｒ６．３

２３４７－００

＜車庫兼防災備蓄倉庫＞　ベースパック柱脚工法標準図

風間浦村　役場庁舎等建設工事 Ｓ－０５１

一級建築士登録　第 1 7 1 4 3 0 号

構造設計一級建築士　　第 4 6 1 号
内　海　重　光

構造設計

株式会社ファンビーム建築事務所　   　青森県知事　第 6 6 0 号

（一財）日本建築センターによる一般評定「BCJ評定-ST0093-18」（令和4年11月17日付）

●フレームベースはステコンアンカーにより水平に固定する。

●グラウト材のカクハンは、グラウト材１袋（6kg）に対して、計量カップで

●グラウト材の注入は、グラウトロートを注入座金にセットし、グラウト材の
自重圧により他の注入座金からグラウト材が噴き出るまで行う。

●柱脚部の捨コンの厚さは90mm以上とし、表面は平滑に仕上げる。

角形鋼管

●位置決めは、テンプレートの中心線と地墨等の柱心を合致させることにより
行い、標準許容差は下図による。

●レベルモルタルはベースパック
グラウト（グラウト材）を使用し
大きさは右図による。

ベースパック　型

□-150×150 ～ □-300×300 用

●アンカーボルト（フレーム）の組立ては、4隅のアンカーボルト4本で組立て

●本締めはグラウト材の充填前に行い、ダブルナットを標準とする。

(注)上記 1 ～ 10 の構成部材はベ－スパック構成部品として供給される。

●基礎立上がり高さは50mm以下とする。

●ベースパック柱脚工法の設計は「ベースパック柱脚工法設計ハンドブック」による。

形状（イ） 形状（ハ）

レベルモルタル（ベースパックグラウト）

AB A B (e) 呼び

(
e
)

M27

M30

M33

M36

注1)据付け高さが低い場合に短いアンカーボルトを使用する。

i) アンカーフレーム Aタイプの場合

呼び
L b X

M27 D29

M30 D32

M33 D35

ii) アンカーフレーム Cタイプ の場合

約３
０

ｍｍ

の水を加え、電動カクハン機で混練することにより行う。1.0～1.1

(注)上記 6 ～ 9 は現場状況により仕様が異なる場合がある。

g1 dt 材質

SS400

グラウトロ－ト

グラウト材
注入座金

（桟木等）

注入枠

角形鋼管

< Aタイプ > < Cタイプ 　>

X

M36

M27

M30

M33

M36

D38

※トップフープはダブルとし、

L

●本工法は、管理者又は施工者（元請）の管理のもとで実施するものとする。

●ベースプレート溶接部の施工管理は、鉄骨製作業者に属する鉄骨製作管理

技術者等による。

２/３　程度

1 アンカーボルト

2 注入座金

3 Ｍナット

4 ベースパックグラウト(グラウト材)

5 定着座金

6 テンプレート

7 フレームポスト

8 フレームベース

9 ステコンアンカー

  （コンクリートアンカー）

10 ベースプレート

３．構成部材・寸法
構成部材

柱脚の定着方法概要

ベースプレート アンカーボルト（Mアンカーボルト）

Mナット

定着座金

形状・材質 配筋

基礎立上がり

基礎工事

アンカーボルト据付け

配筋およびコンクリート打設

建方

アンカーボルトの本締め（弛み止め）

ベースパックグラウト(グラウト材)の注入

d

120 X b

d

L L

120 X 50

d d

F値295N/mm 以下

●材質

PM27

記号

M33

M36

適用
a1 c t d

a
2

d

注入口

t

M27

M30PM30

PM33

PM36

アンカーボルト

a
1

a2

注入座金

c

ボルト孔

フレームベース

i) Aタイプ ii) Cタイプ

１．工法概要

２．柱

４．コンクリート柱型 ６．工事場施工

５．工場製作（溶接）

７．本工法の施工及び施工管理

d
異形部
呼び名

呼び
d

単位 mm 単位 mm

単位 mm

を行う。

異形部
呼び名

●配筋はアンカーボルト（フレーム）との取り合いを考慮する。

●コンクリート打設前にテンプレート位置精度を確認する。

ベースパックグラウト

注1) 注1)

記号
a

寸法(mm)

ベースプレート

採用

15-12V t≦12

17-12V

20-09V

20-12V

25-09V

25-12V

25-16V

30-09V

30-12V

30-16V

30-19V

□-150×150

□-175×175

□-200×200

□-200×200

□-250×250

□-250×250

□-250×250

□-300×300

□-300×300

□-300×300

□-300×300

t≦12

t≦9

t≦12

t≦9

t≦12

t≦16

t≦9

t≦12

t≦16

t≦19

4-M27

4-M30

4-M30

4-M33

4-M36

4-M39

8-M33

4-M39

8-M30

8-M36

8-M36 12-D22

本数-呼び
立上り筋

配筋

コンクリート柱型
最低h寸法

材質 形状

アンカーボルト柱

外径 板厚 寸法W(mm)

フレームベース

寸法X(mm)

フレームポスト間
J寸法

l1 l2

ベースパック

t d(mm) (mm)

ﾌﾚｰﾑ
ﾀｲﾌﾟ

A

A

A

A

C

寸法D(mm)

■検査方法：溶接部の検査は超音波探傷検査により行う。

■施工管理：７．本工法の施工及び施工管理参照。

■ベースプレートの予熱

●気温(鋼材表面温度)が5゜C以上でのベースプレートの予熱は次に示

　す予熱温度標準により行う。その他必要に応じて適切な予熱をする。

(JASS 6　鉄骨工事による)●完全溶込み溶接とする。

■溶接方法（完全溶込み溶接)

■組立

●ベースプレートの中心線（ｹｶﾞｷ線）に柱材軸心を合わせる。

G

R

完全溶込み溶接の開先標準（JASS 6　鉄骨工事 2007年版より ）

図

ベ－スプレ－ト

α
1

適用板厚
T(mm)

溶接
方法

ア

ク
｜

溶
接

T

覆
被

ルート間隔G(mm)

標準値 許容差

ルート面R(mm)

標準値 許容差

開先角度α1(°)

標準値 許容差

溶接
姿勢

許容差 ・記号+∞は制限無しを示す。

・2段書きは「鉄骨精度検査基準」に規定する許容差（上段：管理許容差、下段括弧内：限界許容差）を示す。

板厚(mm)
溶接方法

SN490B

鋼種

予熱なし

低水素系被覆アーク溶接

CO ガスシールドアーク溶接

50 ℃

予熱なし

50 ℃

予熱なし

予熱なしSN490B

設計基準強度

※ただし基礎立上がり高さが50mmを超え300mm以下の場合、Ｌシリーズを使用することができる。

●コンクリ－ト

●鉄筋

普通コンクリートとし、設計基準強度

Ｄ

Ｄ

は21N/mm　以上とする。

●形状角形鋼管

50x

5
0

J
3
0

以
上

9
0

h
寸

法

W

5
050x

W

J
3
0

以
上

9
0

h
寸

法

a

d

a

a

l1 l1

l1
l1

l
2

l2

d

a

M39

M39

M39

M39PM39

50 50W65

5
0

5
0

W
6
5

50 50W

5
0

5
0

W

基礎梁天端
あるいは
フーチング天端

立上り高さ

フープ筋

立上り筋

150以上

3
0

90
以
上

図

基準高さより誤差は

:柱心とテンプレ－トのけがき線との

許容差

e1

-3≦e≦10

-2≦e1≦2

容
差

標
準
許

e1

e
1

柱心 テンプレ－ト

けがき線
アンカ－ボルト

A

A

A

C

C

C

12-D16

12-D19

12-D16

12-D19

12-D19

12-D19

12-D19

12-D22

12-D22

12-D22

標準ﾌﾚｰﾑ

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

アンカーフレーム形状および据付け時諸寸法

●ベースパックの据付け高さ（h寸法）はフレームベース下端からコンクリート柱型

　天端までを示す。据付けに最低限必要な高さ（最低h寸法）は下表に記載の値とする。

d

g1

g
1

d

i) アンカーフレーム Aタイプの場合

ii) アンカーフレーム Cタイプ の場合

材質

SS400

M30

M33

M36

g2

g
1

t

t

113

l3

基準強度 基準強度

基準強度

50 50W

5
0

5
0

W

76

適用
アンカーボルト

適用
アンカーボルト

5
050x

W

J
3
0

以
上

9
0

h
寸

法

< 特Cタイプ >

※杭頭納まり及び配筋状況に合わせて特Cタイプを選択できる。

ｱﾝｶｰ

標準ﾌﾚｰﾑ 標準ﾌﾚｰﾑ

　柱型上端近くに配置する。

※立上り筋の頂部にはフックを設け

　なくてよい。

梁主筋

配筋仕様は下表による。
形状は正方形とし、寸法は下表に

記載の値とする。

□  下表標準柱型寸法からの変更あり

特記事項

□  下表標準配筋仕様からの変更あり

□  立上り筋に頂部フックが必要

上記内容によらない場合は下記による。

採用
(「柱型寸法最大・最小値一覧」による)

２

岡部株式会社 旭化成建材株式会社

2023年7月作成

TEL03(3624)5336 TEL03(3296)3515

10
3 2

4

1

5

9

3

7

8

10
3
2

4

1

5

9

8

7

3

1

3 6

鋼種 採用２F値(N/mm )

235

BCR295

BCP235

295

STKR400

TSC295

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

300

320

360

360

420

420

450

480

520

520

550

50

45

50

50

55

55

50

60

50

50

50

310

310

80

360

200

230

260

260

28

32

28

32

32

36

32

36

32

40

50

80

80

80

190

-

-

-

-

-

-

-

260

260

290

490

490

490

490

490

490

490

490

490

490

490

500

610

530

560

560

680

700

740

630

620

710

-

-

-

-

-

-

710

740

-

640

710

250

280

310

310

360

370

240

420

310

310

340

150

180

210

210

260

270

140

320

210

210

240

-

-

-

-

-

-

440

-

510

510

540

300

370

370

400

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

-

-

-

-

-

-

-

（イ）

（イ）

（イ）

（イ）

（ハ）

（イ）

（ハ）

（ハ）

（ハ）

（イ）

（イ）

(N/mm )
2

(N/mm )
2

(mm) (mm)

550

600

600

600

650

650

650

650

650

700

700

135

135

135

135

150

150

135

150

135

150

150

特C特C特C

35

32

32

35

38

55 32

60 35

65 38

9

9

9

55 28

55 31

60 34

65 37

80 40

128650

133695

690,735 95,140

45

45

60770 130

45

60770,810 98,135

490

490

490

490

490

22 41 47

24 46 53

26 50 58

29 55 64

31 60 69

g1 dtg2

34

31

28

45

42

42

45 37

48 40

168

173

178

9

12

9

9

12

2(N/mm ) 2(N/mm )

2

t＜32 40≦t≦5032≦t＜40

6～

6～

7

9

6

7

-2,+∞

(-3,+∞)
2

2

2

2

-2,+1

(-2,+2)

-2,+∞

(-3,+∞)

-2,+∞

(-3,+∞)

-2,+∞

(-3,+∞)

-2,+1

(-2,+2)

-2,+1

(-2,+2)

-2,+1

(-2,+2)

α1：45

-2.5,+∞

(-5,+∞)
下向き

α1：35

α1：45

α1：35

-2.5,+∞

(-5,+∞)
下向き

ス
シ

ル
ド

ガ

ク

接
溶

ア

シ ｜

｜ ｜

接
溶
ク

ル
｜

ア
ド

ル
フ

セ

２

iii) 特Cタイプ

l1 l2 l3 l2 l1

l1
l
2

l
3

l
2

l1
tt

7
6

※

φ45

φ45

φ45

φ50

φ55

φ55

φ50

φ55

φ50

φ55

φ55

SN490B

SD345(D19,D22)

SD295(D13,D16)

【JIS G 3136】

ベースパック柱脚工法　標準図設計

施工

M36 D38

M33

M30 D32

D35

45

60770

720

695

45

490

490

490

単位 mm

単位 mm

単位 mm

単位 mm

フープ筋

18

18

18

18

18

110

101

101

110

118

D41

テ
ンプ

レ
－
ト

中心
線

柱
心

柱
心

１．１

１．２

３．１ ３．２

３．３

３．４

４．１ ４．２

４．３

６．１

６．２

６．３

６．４

６．５

６．６

３．５

３．６

３．７

４．４

●本工法のうち６．２アンカーボルト据付け及び６．６ベースパックグラウトの

注入は、ベースパック・セレクトベース施工技術委員会によって認定された

有資格者（ベースパック施工管理技術者・施工技能者）が施工を実施し、

チェックシート等により施工管理を行うものとする。
C1

名久井 高渕 馬渡長畑



訂正 検印 担当主任担当 担当

縮尺

工事名Ｎｏ .

設計年月日 図面名称

図面番号
〒034-0094 青森県十和田市西二十二番町２－４１ FAX 0176(25)2101TEL 0176(25)2100（代）

一級　青森県知事登録　第３９７号

設　　　計

１級建築士登録第 号

長　畑　良　博

２１９７１７

株式会社 Ｒ６．３

２３４７－００

＜車庫兼防災備蓄倉庫＞　デッキ合成スラブ標準仕様書

DS1

風間浦村　役場庁舎等建設工事 Ｓ－０５２

一級建築士登録　第 1 7 1 4 3 0 号

構造設計一級建築士　　第 4 6 1 号
内　海　重　光

構造設計

株式会社ファンビーム建築事務所　   　青森県知事　第 6 6 0 号

径、長さ、ピッチは構造図による。梁とデッキとの接合は

ＥＺ５０

接合位置は特記による。構造認定を受けた発射打込みびょうを使用すること。

 SPW ： 標準溶接径 18mm以上 ※溶接位置等は特記による。

　 普通      

　 頭付きｽﾀｯﾄﾞ

　 焼抜き栓溶接

品名

種類

デッキ山上厚さ (mm)

種 類 注     記

デッキプレート

コンクリート

溶接金網または

スーパーＥデッキ用システム部品

デッキプレート端部仕様

梁との接合形式

異形鉄筋

アークスポット溶接等による。（焼抜き栓溶接は不要）

EZ50

ｽｰﾊｰE

1.   設　　　　計

デッキプレート形状・寸法 システム部品

　 びょう打ち

2.  耐　火　設　計

3.   施　　　　工

コンクリ－ト打設

（ｄ）異形鉄筋の継手はＪＡＳＳ５による。

（ａ）規定のサイズを床全面に配筋する。

溶接金網又は異形鉄筋

小口ふさぎ・コンクリ－ト止め

（ｂ）コンクリ－トの強度がでるまでは、床面に重量物を置いたり振動を与

（ａ）コンクリートの初期乾燥収縮を防ぐ為、湿潤養生する。

（ｂ）単位水量の少ない、スランプの小さいコンクリ－トを入念に打設する。

（ａ）コンクリ－ト打設前にデッキプレ－ト面を充分清掃する。

（ｂ）かぶり厚さを確保するスペ－サ－を１ｍ以内に設置する。

小口ふさぎはデッキプレ－トの溝をふさがない独立したものを使用する。

開口部まわりは必ず鉄筋等で補強する。（5.開口部補強を参照。）

養　生9

5

8

7

開口部補強6

溶接金網又は異形鉄筋

（図５）

（図５）

ｽｰﾊﾟｰE

（図４）

EZ50

（ｂ）梁上を清掃し、所定の位置に墨出しをする。

搬入・保管・揚重・仮置・墨出し

（ｂ）頭付きスタッドの施工は ＪＡＳＳ６ による。

デッキプレートと梁との接合

工法・工程・割付け計画をたてる。（図１）

（f）焼抜き栓溶接（SPW）の溶接条件及び溶接機器仕様

（ａ）揚重は２点吊りとし、デッキプレ－トをワイ

（ａ）敷込み完了後風等で飛ばないように、デッキと梁とをア－クスポット溶接等で接合する。

（ｃ）焼抜き栓溶接の施工位置は特記による。特に指定がない場合には、図３の要領で行う。

（ｄ）施工者は焼抜き栓溶接講習会を受講した方が望ましい。

（図３）

4

2

割付け計画1

焼抜き栓溶接又は

発射打込みびょう

※構造認定を受けた発射打込みびょうメーカー：日本ヒルティ（株）,日本パワーファスニング（株）

ヤで傷つけないようにする。

（図４）　又は、エンドクロ－ズ製品を用いる。

えたりしない。

4-2.   標準納まり:S造（鉄骨造）の場合

ロ）開口部がデッキプレートのウェブにかかる場合は、プレートあるいは山形鋼による補強を行う。

　　ウェブにかからない場合は補強の必要はない。

イ）開口部がデッキプレートの上フランジ又は下フランジにあり、

１．φ110mm程度で開口が独立している場合

（Ｂ）コンクリート打設前にデッキプレートを切断し、孔あけする場合

ｃ ｃ

焼抜き栓溶接、発射打込みびょう焼抜き栓溶接、発射打込みびょう

溶接金網又は異形鉄筋

スーパーＥデッキ

※スペーサー：

梁耐火被覆

耐火補強筋

又は頭付きスタッド

※配筋はＪＡＳＳ５鉄筋コンクリート工事による

耐火補強筋

壁
又は頭付きスタッド

（デッキ各溝）

溶接金網又は異形鉄筋

コンクリート

(3)建物外周部デッキ幅方向

コンクリート

溶接金網又は異形鉄筋

又は頭付きスタッド

焼抜き栓溶接、発射打込みびょう

焼抜き栓溶接、発射打込みびょう

コンクリート

梁耐火被覆

焼抜き栓溶接、発射打込みびょう

(10)耐火補強筋の納まり（FP120FL-9114,FP060FL-9102）

梁耐火被覆

溶接金網又は

(8)デッキスパン方向梁継手部

コンクリート

又は頭付きｽﾀｯﾄﾞ

(5)デッキ幅方向デッキ連続

(9)デッキ幅方向梁継手部

コンクリート

溶接金網又は

梁耐火被覆

現場切断

（幅調整板）

ａ－ａ断面図

ｺﾝｸﾘｰﾄ

デッキ受材

（デッキ）
現場切断

柱

溶接金網又は

異形鉄筋

又は頭付きｽﾀｯﾄﾞ

発射打込みびょう

(6)デッキ幅方向デッキ振り分け

溶接金網又は

幅調整板

焼抜き栓溶接、

梁耐火被覆

ａ

(7)柱廻り

又は頭付きスタッド

溶接金網又は

梁耐火被覆

(4)デッキスパン方向（建物内部の大梁，小梁上）

溶接金網又

発射打込みびょう又は頭付きスタッド

焼抜き栓溶接、

梁耐火被覆

コンクリート

小口ふさぎ

(1)建物外周部デッキスパン方向

壁

コンクリート

焼抜き栓溶接、発射打込みびょう

又は頭付きスタッド

小口ふさぎ

梁耐火被覆

(2)建物外周部デッキスパン方向

溶接金網又は異形鉄筋

コンクリート

壁 壁

梁耐火被覆

デッキ

柱止りデッキ

デッキ受材

ａ

柱
梁

梁耐火被覆

梁耐火被覆

又は頭付きスタッド

焼抜き栓溶接、発射打込みびょう

異形鉄筋

切欠き

異形鉄筋

異形鉄筋

異形鉄筋

異形鉄筋

溶接金網又は

　　増加曲げモーメント

ａｔ＝

ａ）溝配筋方法

　　・所要配筋量は、ａt 又は ａd の大きい方。

耐火補強筋

ｂ）耐火補強筋を切断する場合

ｄ）連続して３谷（デッキ溝）以上に渡って開口が生じ、耐力補強筋が配筋できないような場合は適用外とする。

ｃ）開口の大きさが幅(w)600mm、奥行き(L)900mm程度を越える場合は、小梁を設けて補強する。尚、この場合連続

支持条件などの通則的耐火指定による条件に留意する。（W はデッキ幅方向を、L はデッキスパン方向を示すものとする。）

を切断

ロ）開口間の内法寸法≦３×開口径

6.  　ひび割れ拡大防止のための留意点(参考)

スパン

スパン （鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ梁）鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ梁
鉄骨梁

<式１>

<式２>

※注意

　　　　　また，Ｗが9.8を超える場合は9.8とする。

単純支持

<式１>

<式２>

連続支持

＜式２＞

単純支持

＜式１＞

＜式１＞

連続支持 ＜式２＞

は異形鉄筋

焼抜き栓溶接、

発射打込みびょう又は頭付きスタッド

溶接金網又は異形鉄筋

コンクリート

梁耐火被覆

発射打込みびょう又は頭付きスタッド

焼抜き栓溶接、

Ｅデッキ
スーパー

スーパー
Ｅデッキ

★先に孔をあける場合は、支保工を用いるか小梁でコンクリート打設時に必ずデッキを補強する。

★本仕様の範囲外の場合は、イ）小梁を設ける、ロ）鉄筋コンクリートスラブとして補強する等の処置を施す。

★合成スラブ開口周辺の上端には開口補強（D10以上）を施す。

★原則としてコンクリート硬化後にデッキプレートを切断し、孔あけ（箱抜き）とする。合成スラブの開口部補強

ａ

ｃ ｃ

ａ

＜式２＞

＜式１＞

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

SRC造

(特記)[　　　　]mm、下式による。

（単位：Ｎ）

打込みびょう

デッキ板厚

（g）焼抜き栓溶接１箇所当り短期せん断耐力

（単位：Ｎ）

溶接作業者資格

溶接棒及び溶接材料

溶　接　機

デッキ板厚（mm）

梁フランジ板厚（mm）

溶接　電流（A）

溶接　電圧（V）

アークタイム（sec）

溶接径（mm）

接

件

条

準

溶

標

又はエンジン溶接機230A以上

交流アーク溶接機AW250A以上

JIS Z 3801基本級以上又は

低水素系溶接棒φ4mm

JIS Z 3841基本級以上

（h）発射打込みびょう１箇所当り短期せん断耐力

５．早期に載荷したり、振動を与えない。

４．コンクリート打設後初期には湿潤養生を行い、充分な養生期間を設ける。

３．水セメント比の小さいコンクリートを用いる。

２．溶接金網は、所定の位置に配する。

１．デッキプレートは各溝で梁に接合する。

（Ｂ）施工上の留意点

３．スパンとスラブ厚さの比を小さくし、配筋量を大きくする。

２．ひびわれ拡大防止のため補強筋を設ける。(右図)

１．小梁の剛性を大きくする。

（Ａ）設計上の留意点

以下のひび割れ拡大防止の対策は、必要に応じて行なって下さい。

デッキプレート幅方向 デッキプレートスパン方向　溶接ピッチ（P）

溶接方法項目

　 耐火構造仕様(詳細は下記の通り)

※スペーサーの取り扱いはしておりません。

各メーカーへ問合せしてください。

梁耐火被覆

（図１）コンクリート打設時支持スパンのとり方

※Ｓ造の場合、耐火認定上のスパンは梁芯間距離とする。

（大梁）接合部2箇所 接合部2箇所中間1箇所

［ ］箇所 ［ ］箇所

（e）発射打込みびょうの施工は発射打込みびょうメーカーの施工要領による。施工位置は特記による。

板厚および表面処理 表面処理

4種の防錆性を有した塗料

（注）

なし

塗装

めっき

なし

塗装

めっき

仕様

*2

*2

[　　　]   

[　　　]   

特記無き限り下記とする。 特記は括弧内に記す。

　 軽量１種     

　 耐火要求なし

　 軽量２種

*5

*7

*8

*8

*7

*6

)，「Ｌ」は支持長さ（ｍ）を表す。

スパン

・大梁上の補強（例）

ひび割れ

デッキプレート

２．開口が連続している場合 ｂ）開口群

開口群を独立した一つの開口と見なし、

同様の補強とする。

１．開口が独立している場合

ｃ

はり構造断面仕様使用条件

認定条件

支持条件

認定番号耐火区分

品名 S造
コンクリート

EZ75

EZ50

　 85      　 90

　 100    

　 80      　 70       

　 95       

　 SEｽﾍﾟｰｻｰ       　 SEﾊﾝｶﾞｰ

*1 JIS G3352

*2 JIS K5621(2008)

1.2

1.6

Z12

Z12

Z27

Z27

　φ6-150 

18 以上

8～12

190～230

6 以上

1.2～1.6

 [                ]

[                ]

[   ]

4.4

ひび割れ
拡大防止筋

75

50

＊溝部換算スラブ厚さは、EZ50 24mm、EZ75 36mmです。

SEｽﾍﾟｰｻｰ

SEF

SEｸﾛｰｻﾞｰSEﾊﾝｶﾞｰ SEﾒﾝﾄﾞ

幅調整板

600

175

175125

125

120180

600

115 185

普通80以上

普通95以上

軽量85以上

普通90以上

軽量85以上

普通95以上

軽量90以上

普通95以上

軽量85以上

普通90以上

軽量85以上

普通80以上

軽量80以上

普通80以上

軽量80以上

普通90以上

軽量80以上

普通80以上

軽量80以上

厚さ(mm)

許容荷重許容ｽﾊﾟﾝ

ﾋﾟｯﾁ

溶接ピッチ（P）：特記無き限り600mm以下とする。

P＝MIN（　600　,　P1　）

P１＝ｑ／Qm　x　1000

ｑ：１箇所当りの短期せん断耐力

スーパー
Ｅデッキ

スーパー
Ｅデッキ

FB65x6等

Ｅデッキ
スーパー

デッキ受材

デッキ受材
FB65x6等

スーパー
Ｅデッキ

コンクリート コンクリート

スーパー
Ｅデッキ

スーパー
Ｅデッキ

スーパー
Ｅデッキ

以上
以上

50mm
以上

開口（Ｗ）

M

・定着長さ：開口端より40D以上

・記号　ａ：耐力補強筋（上下端共）
　　　　ｂ：開口補強（配力筋）、D13以上
　　　　ｃ：開口補強、D10以上

・耐力補強筋の所要断面積：

　　　　ｄ：耐火補強筋、D13以上

Ｍ：開口によって生じる隣接スラブの

・かぶり　：30mm以上

　　・耐火補強筋　ｄ：

ａd

n

ｎ：切断された耐火補強筋の本数

ａd：所要鉄筋サイズ

ａ）φ150mm程度

□600x900程度の開口部と

c）□600x900程度

ｂ）□300程度

ａ）φ150mm程度

ｃ：D10（上端）

ａ：D22（上・下端）

ｂ：D13（上端）

ａ

例)補強筋 D10@200

耐火補強筋：D13

ピッチ1.0m以下D13D13

SEｽﾍﾟｰｻｰ等

b

b

ｆｔ・ｊ

板厚(mm)

溶接金網 

異形鉄筋 

(JIS G3551)

(JIS G3112,3117)

（図２）

敷込み・仮止め

（ｂ）幅方向の調整は、幅調整板（フラッシング）を用いる。

（ｃ）デッキプレートと大梁との接合ができるように、デッキプレート山部が梁上にこないように納める。（図２）

3

大梁

デッキ山部

※許容スパンは日鉄ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄｶﾀﾛｸﾞ等を参照。

デッキ合成スラブ
設計･施工標準仕様書

タイプ

AスーパーＥデッキ EZ50，EZ75
4-3. 標準納まり:ＲＣ造またはＳＲＣ造の場合

横筋

重ね代寸法（溶接金網の横筋間の寸法）

溶接金網

<溶接金網>

コンクリート

スーパーＥデッキ スーパーＥデッキ

<異形鉄筋>

エンクロデッキの

<デッキプレートスパン方向>

場合の納まり

<デッキプレート幅方向>

4-1.   溶接金網又は異形鉄筋の納り(共通)

鉄骨梁

鉄骨梁

スパン

（普通・軽量）
＊梁の耐火被覆は、

鉄骨梁

スパン

  必要に応じて行う。
＊梁の耐火被覆は、

鉄骨梁
必要に応じて行う。

※ 左右のスパン比は原則均等とするが、最大3：2までとする。

種類の記号 *1

異形鉄筋

溶接金網又は

普通コンクリート 小口ふさぎ
釘打

プレート

デッキ

梁型枠

又はSRC梁

RC梁

スーパーＥデッキ

普通コンクリート

溶接金網又は異形鉄筋
SDP1T

SDP2

SDP2G

SDP2G

30

50

溶接金網又は

異形鉄筋

合成デッキ

合成デッキ
ｽｰﾊﾟｰＥﾃﾞｯｷ

（普通・軽量）

D13
耐火補強筋 溶接金網又は

異形鉄筋異形鉄筋
溶接金網又は耐火補強筋

D13

（普通・軽量）
異形鉄筋 D10@200以下

寸法はφ6-150x150を示す

又（　）内寸法はφ6-100x100を示す

梁にのみ込み:30mm

スーパーＥデッキ

梁へ定着:150mm以上

耐火補強筋 D13

mm
30

mm
40

10mm以上

耐火補強筋
13（デッキ各溝）

RC梁 又は SRC梁

<FP120FL-9114又はFP060FL-9102（単純支持）耐火補強筋タイプ>

<FP120FL-9108又はFP060FL-9096(連続支持)>

設計基準強度 (N/mm2)

   ｴﾝﾄﾞｸﾛｰｽﾞ        　 小口ﾌｻｷﾞ

  φ6-100 

RC造

*3 *4

(kN/m2)(m)

3.6以下

2.7以下

3.4以下

2.7以下

3.4以下

3.0以下

3.4以下

3.4以下

3.6以下

2.7以下

EZ50

EZ75

EZ50

EZ75

EZ50

EZ75

EZ50

EZ75

または

または

または

または

または

D10-
200x200

150x150
φ6-

200x200
D10-

D10-
200x200

100x100
φ6-

200x200
D10-

φ6-
150x150

100x100
φ6-

200x200

D10-

200x200
D10-

100x100
φ6-

　（注）　式中の「Ｗ」は許容荷重(kN/m 2

SPW

デッキ板厚 1.2mm 1.6mm

7,350 11,025

1.2mm

4,000 5,300

1.6mm

30mm

200mm以上
（150mm以上） 重ね代45d以上

30mm

200mm以下

Ｅデッキ
スーパー

40mm

30mm

50mm以上50mm以上

150mm以上 150mm以上

30mm

30mm

150mm以上

30mm

1

D16

2 3

D19 D22 or 2-D16

（Ａ）箱抜きの場合

5.    開  口  部  補  強　(例)

50mm 50mm

30（ｃ）溶接金網の継手は（１メッシュ＋５０ｍｍ）以上重ねる。(図６)

のうち大きい値以上

重ね代　150mmまたは1メッシュ＋50mm

（図６）

（ａ）デッキ相互をカン合させながら敷込む。(接合部で幅調整をしてはならない。)

40

30

150 150

30

40

150 150

30

5050

30

50

　 EZ50 　  EZ75  

FB65x6等

5.4　 床２時間

　 床１時間

コンクリートが漏れるおそれがある場合は、デッキプレート相互を溶接する。

Qm：１ｍ当りの設計水平せん断力

400mm以上

400mm以上

50mm以上

様書・同解説のうちＪＡＳＳ５鉄筋コンクリ－ト工事及びＪＡＳＳ６鉄骨工事」、合成スラブ工業

会編「大臣認定・無被覆耐火構法　合成スラブの設計・施工マニュアル」、日鉄デッキプレート

合成スラブの設計・施工は（一社）日本鋼構造協会編「デッキプレ－ト床構造設計・施工規準」

カタログ及び設計・施工便覧による。

(一社)日本建築学会編「各種合成構造設計指針・同解説」、(一社)日本建築学会編「建築工事標準仕

　 D10-200 　

FP120FL

FP060FL

FP060FL

FP120FL

-9102

-9096

-9114

-9108

*3 許容スパンは,鉄骨梁で支持する場合はその芯間距離とし,RC梁で支持する場合は梁の内法寸法とすること。本表の許容スパンは耐火認定の条件

  であるので,別途施工時の許容スパンを確認すること。

*5 鉄筋比は,0.2%以上としなければならないので,同時打ちでスラブ増打ちをする場合は注意すること。

*7 スパンが3.4mを超える場合は,梁との接合を頭付きスタッド(径16mm以上,ピッチ300mm以下)を使用すること。

*8 耐火補強筋(D13)をデッキプレートの各溝中央にかぶり40mmで配すること。

  ただし,耐火補強筋(*6 参照)を用いる場合は端部補強筋は不要。

*6 デッキプレートの梁へののみ込み代を30mm以上とすること。端部補強(D13以上,L=1m)を梁への定着長さ150mmで配すること。

*9 この耐火条件に適合しない場合は,FP060FL-9128あるいはFP120FL-9129(吹付けﾛｯｸｳｰﾙ被覆耐火構造)を適用すること。

ｽｰﾊﾟｰＥﾃﾞｯｷ

コンクリート

コンクリート

コンクリート

（小梁） 各谷1箇所

ａ

ｃ

ａ

ｂ
ｃ

W ≧40D

ｂ

≧40D

≧40D

Ｌ
ｄ

ｃ ａ ｂ

ｄ

ａ
ｃ

ｃ

ａ

ｂ

ａ：かぶり30mm以上
ａt又はａdの大きい方

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ：D10（上端）

ｃｃ ｃ ｃ

ｃ：D10（上端）

ｃ
ａ

ｃ
ａ

b

b

ｃ：D10（上端）

ａ：D16（上・下端）
ｂ：D13（上端）

ｃ ｃ

ｂ：D13（上端）、ｃ：D10（上端）
ａ：D13（上・下端）

b

b

ｃ

W≦600mm

仮想開口

ａ

それ以外はD22
ａ：W,L≦300の場合はD16

ｂ：D13(上端)、ｃ：D10(上端)

L≦
900mm

ｃ

ｃ

ｃ ｃ ｃ

ａ ａ ａ

ｃｃ

b

b

ｃ

ｃ

注：合成スラブの補強として、

（イ，ロ共通）

開口補強（ｃ：D10）は行う。

2418       21      

*4 許容荷重は,全荷重(固定荷重+積載荷重)からスラブ自重を差し引いた数値である。

小口ふさぎ
※1

※1

※1 溶接方法等は合成スラブ工業会Q&Aを参照 ※1 溶接方法等は合成スラブ工業会Q&Aを参照 ※1 溶接方法等は合成スラブ工業会Q&Aを参照

※1

W = 5.4×(2.7／L) 2

W = 5.4×(3.4／L) 2

イ）開口間の内法寸法＞３x開口径

名久井 高渕 馬渡長畑


